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ブーレ bourée Br ブレ／ブーレ bourrée, 
bourée 
bourrée 
カナリー canarie Cn カナリ／カナリー canarie canary 
シャコンヌ chaconne  シャコンヌ／チャコーナ chaconne chaconne 
フォルラーヌ forlane  フォルラーヌ／フォルラーナ forlane, 
furlana 
forlane 
フォリア folie  フォリア／フォリー folie folia 
ガイヤルド gaillarde  ガイヤルド／ガリアルダ gaillarde gagliard 
ガヴォット gavotte Gv ガヴォット gavotte gavotte 
ジーグ gigue Gg ジグ／ジーグ／ジガ gigue gigue, jig 
ルール loure Lr ルール loure loure 
メヌエット menuet Mn メヌエット／ミニュエット／
ムニュ 
menuet minuet 
パッサカイユ passacaille  パッサカリア／パッサカイユ passacaille passacaglia 




パヴァーヌ pavave  パヴァーヌ pavane pavan 
リゴドン rigaudon Rg リゴドン／リゴードン rigaudon, 
rigadoon 
rigaudon 
サラバンド sarabande Sb サラバンド sarabande sarabande 







・ 転記にあたり、大文字書きの判別が難しい場合や不可能な場合（例：亀甲文字の I と J）
はふさわしいと考えられる文字を適宜選択した。また以下に挙げる例外は現代の習慣
に近い形で直した。 
 「長い s」（ſ）はすべて s に変換した。 
 合字（リガトゥラ）はすべて１文字ずつ分かち書きした（œ→oe）。 




















































                                                        
1 Harris-Warrick 2009 での用法に基づく。 
2 同上。 
3 Anthony 1965 での用法に基づく。 
4 Wood 1996 での用法に基づく。コンデンス・スコアや概略譜といった語で表されるものに近
いが、コンデンス・スコアという語で表される書式がしばしば内声部を和声の形で表すのに対
し、スケルトンスコアでは重要度の低い声部は原則として省略されている。 














その他、いくつかの用語はシルヴィ・ブイスー（Bouissou, Sylvie）の Vocabulaire de la 
musique baroque (2008)に掲載された用法にしたがっている。本論で使用する語は原則とし










CMBV Centre de Musique Baroque de Versailles 
CMI Lesieur, François (red.). Catalogue de la musique imprimée avant 1800. (1981) 
FLC Lancelot, Francine: La belle danse : Catalogue raisonné fait en l’an 1995. こ
のカタログに記載される舞踏譜の記号は FL で開始される。 
GMO Grove Music Online 
GMO=NGj GMO と NGj 双方の記事（記述内容が同じ場合） 
HmT Handwöterbuch der musikalischen Terminologie（1972-） 
ibid. ibidem（文献の出典情報が直前と同じ場合） 
IED International encyclopedia of Dance. (1998) 
LJ Little, Meredith Ellis & Natalie Jenne. Dance and the music of J. S. Bach. 
LJ 1991 上掲書の初版部分（Chapter 14, 15 以外） 
LJ 2001 上掲書の増補版部分（Chapter 14, 15） 
LM La danse noble.での番号を示す。 
LMC Little, Meredith Ellis & Carol G. Marsh. La danse Nobles. (1992) 
LWV Chronologisch-Thematisches Verzeichnis sämtlischer Werke von Jean-Baptiste 
Lully. 【SchneiderC】 での番号 
MGG Die Musik in Geschichte und Gegenwart 
MGG1 Die Musik in Geschichte und Gegenwart allgemeine Enzyklopädie der Musik, 1 
Ausg., (Kassel: 1949-1979) 
MGG2 Die Musik in Geschichte und Gegenwart: allgemeine Enzyklopadie der Musik, 
2 Ausg. (1994-2008) 
NG The New Grove Dictionary of Music and Musicians. 
NG1 The New Grove Dictionary of Music and Musicians. (1980) 
NG1j 講談社『ニューグローヴ世界音楽大事典』（1995） 
NG2 The New Grove Dictionary of Music and Musicians, second edition. (2001) 
SchneiderC Schneider 1981 Chronologisch-Thematisches Verzeichnis sämtlicher Werke von 
Jean-Baptiste Lully.（カタログそのものを指す場合） 
 

















舞踏譜資料については FLC と LMC の２つのカタログ番号が存在するが、本論では FLC
のカタログ番号を示すに留める5。舞踏譜資料の出版情報は FLC での番号をもって代用す
ることとする（斜線で区切られた２番目の数字）。 
例：FL/1716.1/01＝FLC の番号 FL/1716.1/01（ここから 1716 年に出版されたことがわか
る）（LMC の番号 4920）。 
 
小節の数え方 












                                                        
5 FLC は本文中の各項目において LMC の番号を参照している。 





本論は 17 世紀後半から 18 世紀初期の舞踊伴奏として作曲されたバロック舞曲の種類そ



























































                                                        
1 ただし現在の研究では、振り付け（コレオグラフィー）は必ずしも舞曲の形態的特徴を規定
するものではないとされている。本論で舞曲と舞踏との関係を捨象したのはそのためである。


































                                                        
3 By the early eighteenth century there is no one sarabande type or form, but an invariable phrase length 
and shape which appears in seemingly endless modifications. These varieties have never been 
systematically listed and studied by scholars; […] 
4 Many printed and manuscript collections of music to accompany dancing remain unedited 
(particularly rich holdings exist in France and England), and study of these sources may shed light on 
the early development of the minuet as a musical form. 
5 本論ではこれを舞踏種舞曲と呼ぶ。 
6 研究対象のこのような分け型は、Harris-Warrick 1990, Anthony 1997 ほかで採用されている。 

































































                                                        
7 本論の研究対象に含まれるシャコンヌおよびパッサカイユに関しては、本論と同じ期間と場
所の叙情悲劇を取り扱った研究（Wood 1996: 183-184, 188）内で触れられているため、参照さ
れたい。 
8 研究対象としない舞踏種については、本論４-１でその集計結果を提示している（表 ４-１）。 












ルイ 14 世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 





























                                                        
1 そもそもダンスと舞曲の概念が明確に分化されていないことにもその原因があるといえる。
これらに関する用語の定義については、主に赤塚健太郎の博士論文における区分を採用した
（赤塚 2012: 17）。 
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何よりもまず J. S.バッハ Johann Sebastian Bach（1685-1750）を筆頭に、G. F.ヘンデル Georg 
Friedrich Händel（1685-1759）や G. Ph.テレマン Georg Philipp Telemann（1681-1767）の作品、














                                                        
2 バロック・ダンスの踊り方を解説した著書としては、ヒルトンの Dance of Court and Theater
（1981）が、この分野の言わば基本文献として広く受け入れられている。本論でのバロック・
ダンスの踊り方は原則として、この著書での見解を念頭においている。 
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リトル（＝ヘレン・メレディス・エリス）Meredith Ellis [Helen Meredith Ellis] Little、ベテ
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10 
メレディス・エリス・リトル：The Dances of J. B. Lully (1632-1687). (1967)／Dance 
and the music of J.S. Bach. (= LJ 1991/2001) 















る。特に J.-B.リュリの作曲した舞踏種舞曲の数は後述の FLC のほか、ジェイムズ・R・ア
ンソニーJames R. Anthony の著作（Anthony 1997: 134）でも引用されている。しかしより直
接的にここでの研究成果を引き継いだものは、リトル自身とナタリー・ジェンヌ Nathalie 
Jenne との共著 Dance and the music of J.S. Bach. (LJ 1991/2001)で、これはバロック・ダンス
関連文献の研究書として主要なものである。リトルは前掲の博士論文で展開した理論を援
用しながら、J.S.バッハの作曲した作品を通してバロック舞曲を解説している。個々の舞踏
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ベティ＝バン・マザー：Dance Rhythms of the French Baroque. (Mather 1987) 




マザーはこの本を２部に分けている。第１部 Part one: Features of the Dance Rhythms では
バロック舞曲を論述する上での項目に関する研究がなされ、ルネサンスからバロックまで7




ている。これらのそれぞれに「アルボーのダンスの動作とステップのリズム Arbeau’s Dance 
Motions and Step Rhythms」、「初期のダンスの動作とステップのリズム Early Dance Motions 
and Step Rhythms」、「初期のギターのリズム Early Guitar Rhythms」、「低音旋律線の進行 Bass 
Line Progressions」、「リズムのムーヴメント Rhythmic Movements」、「韻律のプロポーション
Metrical Proportions」、「細かい音価の不均等性 Inequality of Quick Notes」、「標準的な太鼓に
よるリズムRhythms Based on the Standard Drumbeat」、「リズムの主題Rhythmic Subjects」、「細
                                                        
4 2001 年に出版された増補版 expanded edition には、1991 年の版の部分の文章は誤植
typographical error 以外は修正を加えていないとされている（LJ: PEFACE TO THE EXPANDED 
EDITION）。本論では増補版を参照したが、引用では研究の発表年を重視し、この文献の略称
LJ は、第 14 章に言及するときのみ出版年を 2001 と表示し、それ以外は 1991 と表記する。 
5 ジーグの種類分けに関しては本論第７章で詳述する。 
6 Although we direct the book chiefly toward performers – professional musicians and dancers, college 
performance majors, and serious anateurs – we also discuss matters of interest to musicologists and 
dance scholars, […]. 
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 第１章 先行研究と本論の目的 
12 
かい音価の演奏法 Performance of Quick Notes」、「ベル・ダンスの振り付け Belle danse 
Choreographies」、「ベル･ダンスの振り付けでのダンスの動きとステップのリズム Dance 
Motions and Step Rhythms of belle danse Choreographies」、「テンポとアフェクト Tempos and 
Affects」、「運弓のパターン Bowing Patterns」という見出しが立てられて各舞踏種について
の分析が加えられているが、章によって現れない見出しも存在する8。 
フランシーヌ・ランスロ：La belle danse [FLC] (1996) 
現存する舞踏譜に関する情報を目録化した舞踏譜カタログは、現在２つ出版されている。
このうち La belle danse（1996：以下 FLC）は、フランスにおけるバロック・ダンス実演・
研究の第１人者であったランスロが編纂したもので、もう一つの M. E.リトルとキャロル・
G.マーシュ Carol G. Marsh が共同で編纂した La Danse Noble - an Inventory of Dances and 
Sources[=LMC]（1992）と並んでバロック・ダンスの研究および実践を行う上での重要な
資料である。カタログの内容としては、FLC は LMC よりも記載されている舞踏譜の数は
少なく、振り付けというよりも資料の観点から分類、整理されている。 
本論においては何よりも、序文的位置づけで冒頭に記載された論文「Reflexion liminaires 
/ Preliminary consideration」（本文は仏英併記：以下、引用は英文を参照）が、FLC に記載さ
れた舞踏譜についての統計学的な考察を行っており、舞踏種の性質を明らかにしようとす







compositional form」と「振り付けの構成形式 Choreographic compositional form」が記述され
る。前者では音楽の形式が、特に定型的なリズムやフレーズが譜例を挙げて説明がなされ、
                                                        
8 このうちいくつかはルネサンス・ダンスに関係するものである。 
9 一方で LMC は現存する振り付けを目録化する目的に特化しており、収集した舞踏譜につい
ての研究等は積極的に行われていない。 
10 ここでのデータは、エリス（＝リトル）の Inventory of the Dances of Jean-Baptiste Lully（1969）
およびレピナールの De l'adaptation des airs de danse aux situations dramatiques dans les opéras de 
Rameau（1987）に準拠している。 
11 舞曲研究においてムーヴマン mouvement は、テンポや拍感など多義的に訳しうる概念である。
参考文献として古山 1994 および 2006 を挙げる。 
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MGG2 のマーシュは、先ほど触れた LMC を共同執筆している。さらにここに後述のマル
セル・ブノワ Marcel Benoit による Dictionnaire de la musique en France aux XVIIe et XVIIIe 
siècles（Benoit 1992）の項目を多数執筆したレベッカ・ハリス＝ウォリック Rebecca 
Harris-Warrick を含め、彼女たちは 1960 年代のバロック・ダンス復元を先導したヒルトン
のスタンフォード大学におけるバロック・ダンス講座を共同で受け持っていた（浜中 2001: 
263）。したがって、これらの記事は一定のコンセンサスの元で執筆されていると思われる。 
Grove Music Online (2010- ) = New Grove Music and Musicians (1980/2001) 
NG は 1980 年に第１版、2001 年に第２版が出版されて以来、オンライン版である Oxford 
Music Online のコンテンツへと移行し、GMO として何度も改訂が加えられている。以下に
各版における著者の一覧を記すが、各版で著者の変更は無く、カナリーとサラバンドの一
部を執筆したリチャード・ハドソンを除いて、すべてリトルが執筆している（表 １-１）。 
表 １-１ GMO=NG のバロック舞踏種項目の著者12、章構成 
項目名 著者 各版のページ 章の構成 
Bourrée M. E. L. 
NG1 1980 vol. 3: 116-117 
NG2 2001 vol. 4: 119-120 
GMO [2014] 
なし 
Canary R. H., M. E. L.（NG2 より） 
NG1 1980 vol. 3: 676-678 
NG2 2001 vol. 4: 921-922 
GMO [2014] 
なし 
Gavotte M. E. L. 
NG1 1980 vol. 7: 199-202 
NG2 2001 vol. 9: 591-593 
GMO [2014] 
なし 
Gigue (i) M. E. L. 
NG1 1980 vol. 7: 368-371 
NG2 2001 vol. 9: 849-852 
1. Etymology and origin. 
2. Jigs in 17th-century England. 
3. French gigue. 
                                                        
12 著者略号：M. E. L. = Meredith Ellis Little / R. H. Richard Hudson 
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GMO [2014] 4. Italian ‘giga’. 
5. Gigues after c1690. 
Loure M. E. L. 
NG1 1980 vol. 11: 256-257 
NG2 2001 vol. 15: 222-223 
GMO [2014] 
なし 
Minuet M. E. L. 
NG1 1980 vol. 12: 353-358 
NG2 2001 vol. 16: 740-746 
GMO [2014] 
1. The dance. 
2. Minuets in Baroque 
instrumental music. 
3. Classical and neo-classical 
minuets. 
Passepied M. E. L. 
NG1 1980 vol. 14: 273-274 
NG2 2001 vol. 19: 197-198 
GMO [2014] 
なし 
Rigaudon M. E. L. 
NG1 1980 vol. 16: 15-16 
NG2 2001 vol. 21: 378-380 
GMO [2014] 
なし 
Sarabande M. E. L. & R. H. 
NG1 1980 vol. 16: 489-493 
NG2 2001 vol. 22: 273-277 
GMO [2014] 
1. Early development to c1640. 
2. The later sarabande. 
NG1 と GMO の記述を１文ずつ読み比べると、GMO での新たな情報は、引用している
振り付けへの LMC のカタログ番号の付記、楽曲例の追加が主なもので13、その他文章の変
更も微細な書き換えや情報の追加にとどまっており14、原則として記述内容に変化は無い
ことが判明した。したがって本論では NG の一群と GMO の記事は同一の著作とみなす。 
Musik in Geschichte und Gegenward (1994-2008) 
ドイツ語による音楽百科事典の Musik in Geschichte und Gegenward（MGG）には、第１版
に相当する MGG1（1949–1968, 1973–1986）と、第２版に相当する MGG2（1994–2007, 2008）
が存在する。本論で取り扱う舞踏種に関する記事の内容は両者で別のものとなっており、








村 2012: 80-82）が、他の舞踏種における問題点も含めて第５章以降で触れる。 
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表 １-２：MGG2 のバロック舞踏種項目の著者16、章構成 
項目 章の構成 
Bourrée 
Sach. 2 (1995): 90-94 
Régine Astier 
Übs.: Britta Schilling 
I. Zum Terminus. 
II. Volkstümliche und höfische Form der Bourrée. 
III. Choreographie. 
IV. Die Bourrée in der Instrumentalsuite. 
Canario 
Sach. 2 (1995): 364-368 
Julia Sutton 
Übs.: Thomas Christian Schmidt 
I. Definition. 
II. Quellen und Herkunft. 
III. Choreographie. 
IV. Die Musik. 
V. Verwandtschaft mit anderen Tanztypen. 
VI. Die Canarie des 18. Jahrhunderts. 
Gavotte 
Sach. 3 (1995): 1069-1076 
Carol G. Marsh 
Stephanie Schroedter 
I. Geschichtlischer Überblick. 
1. Von den Anfängen bis zur Mitte des 17. Jahrhunderts. 
2. Die Gavotte im 18. Jahrhundert. 
3. Die Gavotte im 19. und 20. Jahrhundert. 
II. Die Gavotte als Vokal- und Instrumentalform. 
Gigue 
Sach. 3 (1995): 1324-1329 
Carol G. Marsh 
Übs.: Stephanie Schroedter 
I. Einleitung. 
II. Nationale Aussprägungen. 
1. Englische Jig. 
2. Französische Gigue. 
3. Italienische Giga. 
4. Rezeption in Deutschland. 
III. Choreographie. 
IV. Theoretiker. 
V. Zweihebige Gigue. 
Loure 
Sach. 5 (1996): 1490-1492 
Christian Horvath 
I. Terminologie. 
II. Theoretische Quellen. 
III. Tanz. 
IV. Kompositionen. 
V. Musikalische Charakteristika. 
Menuet 
Sach. 6 (1997): 121-133 
 Wolfram Steinbeck 
 Carol Marsh  
[Übs.: S. Schloedter] 
I. Tanz. [C. M.] 
II. Das Menuett in der Instrumentalmusik. [S. S.] 
Passepied 
Sach. 7 (1997): 1450-1452 




Sach. 8 (1998): 334-338 
Carol G. Marsh 
Stephanie Schroedter 
[+SL=Schriftleitung] 
I. Zum Terminus. [C. M. & S. S.] 
II. Zur Herkunft. [C. M. & S. S.] 
III. Choreographie. [C. M. & S. S.] 
IV. Der Rigaudon in der Kunstmusik. [SL] 
Sarabande 
Sach. 8 (1998): 991-1002 
 Reiner Gstrein 
I. Terminologie. 
II. Die zarabanda in Spanien. 
III. Die Sarabande im 17. und 18. Jahrhundert. 
1. Die musikalischen Merkmale der Sarabande. 
a. Die Courante-Sarabande. 
b. Das französische Repertoire. 
c. Deutschland, Italien, England. 
                                                        
16 章によって著者の担当が割り振られていることが明らかな場合、各章の末尾に該当する著者
のイニシャルを補足した。 
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d. Die Sarabande als Bestandteil der Suite. 
e. Stilisierte Sarabanden im 18. Jahrhundert. 
f. Das Tempo. 
g. Sarabandenrhythmen in der Vokalmusik. 
2. Die Sarabande als theatertanz. 
3. Anmerkungen zur Choreographie. 
IV. Die Verwendung des terminus Sarabande im 19. und 20. 
Jahrhundert. 
 
Dictionnaire de la musique en France aux XVIIe et XVIIIe siècles (Benoit 1992) 
マルセル・ブノワ Marcel Benoit が編纂した辞典である。内容はタイトルのとおり 17 世
紀のフランス音楽に特化している。音楽家、作品、用語のほか、当時の重要な音楽文献に
ついても個別に項目が設けられ、ダンスに関する情報も充実している。個々の舞踏種につ
いては、マリ＝フランソワ・ブーション Marie-François Bouchon とハリス＝ウォリック、
ナタリ・ルコント Natalie Lecomte の共著によって執筆されている。フランスの音楽学者が
編纂した、本論での研究対象であるフランス 17、18 世紀を専門に扱った近年の貴重な文献
ではあるが、あくまでも辞典（Dictionnaire）であり、先に挙げた GMO や MGG などとは
異なった性質を持っているため、記述内容の分量は多くない。内容も前掲の２つと比較し
て目新しいことは書かれていない（表 １-３）。 
表 １-３：Benoit 1992 でのバロック舞踏種項目の著者、章構成 
項目 著者 ページ 
bourrée. M.-F. Bouchon, R. Harris-Warrick 85-56 
canarie. R. Harris-Warrick, N. Lecomte 104-105 
gavotte. M.-F. Bouchon, R. Harris-Warrick 316-317 
gigue. M.-F. Bouchon, R. Harris-Warrick 319-320 
loure. M.-F. Bouchon, R. Harris-Warrick 413 
menuet. M.-F. Bouchon, R. Harris-Warrick 451-452 
passepied. M.-F. Bouchon, R. Harris-Warrick 540-541 
rigaudon. M.-F. Bouchon, R. Harris-Warrick 614-615 
sarabande. R. Harris-Warrick, N. Lecomte 634-635 
 
International Encyclopedia of Dance (IED 1998) 





実質的に IED が MGG2 の第１部のほぼそのままの翻訳であることが確認できる。 
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表 １-４：IED でのバロック舞踏種項目の著者、章構成 
項目 著者 ページ（巻号: ページ数） 
Bourrée Meredith Ellis Little 1: 516-517 
Canario Julia Sutton w/ Pamela Jones 2: 50-52 
Gavotte Carol G. Marsh [=MGG2] 3: 123-125 
Gigue Susan F. Bindig 3: 172-173 
Loure Wendy Hilton 3: 231-232 
Menuet Wendy Hilton 3: 431-433 
Passepied Carol G. Marsh 5: 109 
Rigaudon Meredith Ellis Little 5: 351-352 







び French Baroque Music（reviced and expanded ed. 1997: 135-139）、キャロライン・ウッド
Caroline Wood の博士論文 Music and drama in the tragédie en musique, 1673-1715: 
Jean-Baptiste Lully and his successors（1981: 183-188）、クリスティーン・ディー・スミス
Christine Dee Smith の博士論文 André Campra’s Idoménée: A study of its structural components 









                                                        
17 さらには研究書ではないが、作曲の技法を表した本や、楽式についての教科書的著作の中に
も、バロック舞曲の記述は見られる。シュテファン・クレールの Musikalische Formenlehre（Krehl 
1905: II, 18-50）（邦訳：信時 潔、片山頴太郎共訳『楽式論――作曲学』1950：177-216）やポー
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いえる。セバスティアン・ド・ブロッサール Sébastien de Brossard（1655-1730）やヨハン・
ゴットフリート・ヴァルターJohann Gottfried Walther（1684-1748）、ジャン＝ジャック・ル
ソーJean-Jacques Rousseau（1712-1778）などの辞典、ヨハン・マッテゾン Johann Mattheson
（1681-1764）のいくつかの著作のほか、演奏指南書にも舞踏種舞曲についての形態や演奏
法が記されており、これらから記述を抜き出すことで多くのバロック舞曲の研究が行われ
てきた18。事典項目の NG=OMO および MGG2 いずれの各項目も、これら当時の言説を引
用して論述を行っている。中でもフランス語圏の作品・楽曲研究では、フランス語の文献
が用いられる傾向にあるようで、アンソニーが博士論文で行った舞踏種解説は、ブロッサ
ールの Dictionnaire de musique（1703）、シャルル・コンパン Charles Compan（ca. 1740-?）
の Dictionnaire de Danse（1787）、ルソーの Dictionnaire de musique（1768）、ジャック・ラコ
ンブ Jacques Lacombe（1724-1811）の Dictionnaire portative des Beaux-arts（1753）、ジャン・
ル・ロン・ダランベール Jean le Rond d’Arembert（1717-1783）の『百科全書』（1781 年版）
のダンスの項目が元になっている（Anthony 1964: 173）。他にスミスによるカンプラの《イ
ドメネ》（本論での作品記号：1712.01IDO）の研究では、ブロッサールとルソーの辞典の
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ほか、二次的資料としてマソンの研究（Masson 1930）が引用されている（Smith 1988: 202）。 
ここで根拠とされた資料については、しかしながら具体的な研究が十分に行われている
とはいいがたい。文献学的な調査はジュディス・L.シュヴァルツ Judith L. Schwartz とクリ
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げた〈アシルのブーレ〉の楽譜を「当時のブーレの特徴の多くを示している shows many of 
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22 さらに言えば、ここで列挙されている作品の殆どは殆どがデンクメーラーなどに組曲の形で
舞曲作品が掲載された作曲家であることが推察される。 
23 Obgedachte Tantz-Arten, die ad Stylum Symphoniacum gezählet werden, und sind künstlich 
elaboliert, und mögen nicht eigentlich zum Tantzen gebraucht werden. 
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ィキュレーション記号によって引き出すこととする。(LJ 1991: 25)24 
 















                                                        
24 We derive the dance models and the characteristics of the dance types by means of theoretical 
writings, choreographies, the harmonic patterns of the music (i.e., the arsic and thetic qualities of the 
harmony), and the various articulations signs composers have added to their pieces. 
25 中にはイネガルの演奏法など、舞曲というよりも当時の楽曲演奏一般に共通する項目に関し
ての解説も含まれている。 
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重点が来るかであった。リトルはこの点、マールプルク Friedrich Wilhelm Marpurg
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27 Our original hypothesis, rather simplistic and naively optimistic, pictured a specific compositional 
form, either choreographic or musical, for each the types. 
28 第１章注 10 参照。 
ルイ 14 世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 


















ファエレ・ルグラン Raphaëlle Legrand の協力（FLC: XXXII）のもと、舞踏譜資料に掲載さ
れた舞曲31について、その旋律を分析し、それぞれを特徴付けるリズムを舞踏種別に譜例




                                                        
29 事典項目に掲載されているラモーの作品は、実際にはポール・マリ・マソン Paul Marie Masson









31 この研究対象範囲は FLC で取り上げた舞踏譜に掲載された楽曲であり、本論で取り扱う楽
曲も含まれている。 
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伴奏舞曲を取り扱った研究はほかに、ティルデン・ラッセル Tilden Russell による旋律集
の手稿譜や舞曲選集に掲載されたメヌエットの形式について（Russell 1999）、ハリス＝ウ
                                                        
32 なお、振り付けに関しては詳細な統計的分析が行われ、結果が数値によって示されている。 
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および楽曲にはシュナイダーによる作品目録 SchneiderC の作品番号体系 LWV が存在する
が、これは別表１で該当作品に参照を付けるにとどめ、本論においては用いない。 
例として、J.-B.リュリの《プロセルピーヌ Proserpine》LWV58（王立音楽アカデミーで
の初演：1680 年２月３日）は、王立音楽アカデミーで 1680 年に１番目に上演された作品
である。したがってこの《プロセルピーヌ》の作品を表す記号は 1680.01 とし、原題を想
起させるアルファベット３文字 PRO を付した 1680.01PRO という記号を本文中で運用する。 




2 この記載はしばしば別の文献の記述（Ducrot 1970: Tableau des spectacles montés à l’Opéra de 
1671 à 1715.等）と一致しないが、本論の論旨に大きな影響が出るものではないと判断し、上演
日の詳細な検証は行わないこととした。別表１ 研究対象資料と楽曲一覧の注 1 も参照。 
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違をしているわけではない。事実 1680.01PRO/1707/II と 1714/III の表題紙にはどちらも第
２版であることが記されており、1715/IV の表題紙には第３版という記述があるが、この
情報はこの記号体系では反映されない。そして 1680.01PRO に関して本論ではもう一つ、
1715 年に出版された声楽曲の抜粋版を参照するが、これは年号を示す 1715 に資料の性質
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は、記号の末尾のスラッシュの後に f を付けて示す。 
例として《シルセ Circe》（1694.02CIR）には合計５つの楽曲がメヌエットとして研究対
象に採用されるが、このうち 1694.02CIR/1694 の pp. xlij-xlv に掲載されている隣接した３
拍子の楽曲群を Mn1 と捉え、pp. xlij-xliij の〈Menuet pour les Nymhes de la suite de la Seine. 
SECOND AIR, MENUET.〉は 1694.02/Mn1a、後続 pp. xliij-xliv の〈DEUXIÉME MENUET.〉
は 1694.02/Mn1b、さらにそれに続く pp. xliv-xlv の、タイトルにメヌエットの語句を含まな
い３拍子の楽曲〈DEUX NYMPHES, & le Choeur en Rondeau.〉は 1694.02/Mn1c/f と示す。こ
れとは別の箇所の pp. 257-259 に掲載された楽曲群は Mn2 と捉え、pp. 257-258 の〈MENUET 
POUR LES NEREIDES. DEUXIÉME AIR, Menuet.〉を 1694.02/Mn2a、隣接する pp. 258-259
の〈UNE NEREIDE. AIR.〉を 1694.02/Mn2b/f と示す。 
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6 この区分はバロック・ダンス研究では広く受け入れられている（LJ 1991, Harris-Warrick 1990
ほか参照）。FLC の舞踏譜も分類にあたってこの区分が設けられている。 
7 舞踏会用の伴奏舞曲の資料については、カッセル写本（manuscrit de Cassel）やフィリドール
の手稿譜群などが知られている（Anthony 1997:353-360 参照）。 
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王立音楽アカデミー9は 1670 年にロベール・カンベール Robert Cambert（ca. 1628-1677）










王立音楽アカデミーは初めベル＝エールの球戯場 Salle du Jeu de paume de Bel-Air を、後




1671 年から 1715 年という範囲自体は、バロック舞曲に直接関係のない先行研究も多く
採用している。ジェローム・ド・ラ・ゴルス Jérôme de La Gorce の L’Opéra à Paris au temps 
de Louis XIV（1992）は、この期間のオペラ座の上演作品についての評伝をまとめている。
                                                        
8 尚、王立音楽アカデミーが本拠著とした劇場はオペラ座（L’Opéra）と呼ばれたため、本論で
も王立音楽アカデミーとオペラ座という語は同一視して扱う（Pitou 1983 も参照）。 
9 詳細は M.ブノワの Dictionnaire de la musique en France aux XVIIe et XVIIIe siècles の記事
（Lecomte 1992: 1-3）を参照。 
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このほかにも具体的な作品を調査するにあたって参考にしたスパイア・ピトゥ Spire Pitou

























                                                        
10 この時代の劇場作品の定義に関しては、Benoit 1992 の各辞典項目の他参照。個別のジャンル
を取り扱ったものとしては、Anthony 1965（オペラ＝バレ）、Wood 1981（叙情悲劇）などが挙
げられる。 
11 作品それぞれの詳細に関しては GMO や MGG2、Benoit 1992 などの辞書、事典の各項目のほ
か、Pitou 1983 などを参照。 
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トゥーサン・ベルタン・ド・ラ・ドウエ Toussaint Bertin de la Doüé (ca. 1680-1743) 
Cassandre⇒ブーヴァールと共作 
《ディオメード Diomède》1710.01DIO 
トマ＝ルイ・ブールジョワ Thomas-Louis Bourgeois (1676-1750/51) 
《変装したアムール Les Amours déguisés》1713.02ADE 
《平和の快楽 Les Plaisirs de la paix》1715.01PDP 
フランソワ・ブーヴァール François Bouvard (ca.1683-1760) 
《メデュス、メデの王 Médus, roi des Mèdes》1702.01RDM 
《カサンドル Cassandre》1706.02CAS 
ロベール・カンベール Robert Cambert (ca.1628-1677) 
《ポモーヌ Pomone》1671.01POM 
《愛の痛みと喜び Les Peines et les plaisirs de l'amour》1672.01PPA 
アンドレ・カンプラ André Campra (1660-1744) 
《優雅なヨーロッパ L'Europe galante》1697.04EGA 
《ヴェネツィアの謝肉祭 Le Carnaval de Venise》1699.01CVE 
《エズィオーヌ Hésione》1700.03HES 
《アレテューズ、ないしアムールの報復 Aréthuse ou la vengeance de l'Amour》
1701.01ARE 
《リュリ氏の断片 Fragments de Monsieur de Lully》[LWV79] 1702.02FML 
《タンクレード Tancrède》1702.03TAN 
《ミューズたち Les Muses》1703.02MUS 
《トーリードのイフィジェニーIphigénie en Tauride》1704.02IET 
《テレマーク、当世風の断片 Télémaque, Fragments modernes》1704.03TEL 
《アルシーヌ Alcine》1705.01ALN 
《イポダミーHippodamie》1708.01HIP 
《ヴェネツィアの祝祭 Les Festes vénitiennes》1710.02FVE 
《イドメネ Idoménée》1712.01IDO 
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《マルスとヴェニュスの愛 Les Amours de Mars et de Vénus》1712.03/AMV12 
《テレフ Télèphe》1713.03TPH 
マルカントワーヌ・シャルパンティエ Marc-Antoine Charpentier (1643-1704) 
《メデ Médée》[H. 491] 1693.03MED 
パスカル・コラス Pascal Colasse (1649-1709) 
〔Achille⇒J.-B.リュリの死後補筆〕 
《テティスとペレ Thétis et Pélée》1689.01T&P 
《エネとラヴィニーEnée et Lavinie》1690.02E&L 
《ヴィヤヌーヴ＝サン＝ジョルジュのバレ Le Ballet de Villeneuve-Saint-Georges》
1692.01BVS 
《アストレ Astrée》1692.02AST 
《四季のバレ Ballet des Saisons》1695.03SAI 
《ジャゾン、ないし金羊毛皮 Jason, ou la toison d'or》1696.01JAS 
《ヴェニュスの誕生 La Naissance de Vénus》1696.03NAV 
《カノント Canente》1700.02CAN 
《ポリクセーヌとピリュス Polixène et Pyrrhus》1706.03P&P 
アンリ・デマレ Henri Desmarets (1661-1741) 
《ディドン Didon》1693.02DID 
《シルセ Circé》1694.02CIR 
《テアジェーヌとシャリークレ Théagène et Chariclée》1695.01TCH 
《モミュスの愛 Les Amours de Momus》1695.02AMO 
《ヴェニュスとアドニス Vénus et Adonis》1697.02V&A 
《優雅な祝祭 Les Fêtes galantes》1698.01FGA 
Iphigénie en Tauride⇒カンプラが補筆完成 
アンドレ＝カルディナル・デトゥーシュ André Cardinal Destouches (1672-1749) 
《イッセ Issé》1697.05ISS 
《ギリシャのアマディス Amadis de Grèce》1699.02ADG 
《マルテーズィ、アマゾンの女王 Marthésie, reine des Amazones》1699.03MAR 
                                                        
12 Pitou 1983 では個別の作品とみなされているため、本論でも作品記号を与えたが、統計上は
1710.02FVE のプロローグの差し替えとして作曲されたものととらえ、同作品の範疇で取り扱う。 
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《オンファル Omphale》1701.03OMP 
《謝肉祭とフォリーLe Carnaval et la folie》1704.01CEF 
《カリロエ Callirhoé》1712.04CAL 
《テレマークとカリプソ Télémaque et Calypso》1714.03T&C 
テオバルド・ディ・ガッティ Teobaldo di Gatti DIT Théobalde (ca.1650-1727) 
《コロニス Coronis》1691.01COR 
《シッラ Scylla》1701.02SCY 
シャルル＝ユベール・ジェルヴェ Charles-Hubert Gervais (1671-1744) 
《メデューズ Méduse》1697.01MDE 
エリザベト＝クロード・ジャケ・ド・ラ・ゲール Elisabeth-Claude Jaquet de la Guerre 
(1665-1729) 
《セファールとプロクリス Céphale et Procris》1694/03/15 
ミシェル・ド・ラ・バール Michel de la Barre[Labarre] (ca.1675-1745) 
《諸芸の勝利 Le Triomphe des arts》1700.01TDA 
《ヴェネツィア女 La Vénitienne》1705.02VEN 




《アテネの女 クレユーズ Créuse l'Athénienne》1712.02CRE 
ジャン＝バティスト・リュリ Jean-Baptiste Lully (1632-1687) 
《アムールとバキュスの祭典 Les Fêtes de l'Amour et de Bacchus》 [LWV47] 
1672.02FAV 
《カドミュスとエルミオーヌ Cadmus et Hermione》[LWV49] 1673.01C&H 
《アルセスト、ないしアルシードの勝利 Alceste, ou Le triumphe d'Alcide》[LWV50] 
1674.01ACT 
《テゼ Thésée》[LWV51] 1675.01THE 
《カーニヴァル Le Carnaval》[LWV52] 1675.02CAR 
《アティス Atys》[LWV53] 1676.01ATY 
《イジス Isis》[LWV54] 1677.01ISI 
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《プシシェ Psyché》[LWV56] 1678.01PSY 
《ベレロフォン Bellérophon》[LWV57] 1679.01BEL 
《プロセルピーヌ Proserpine》[LWV58] 1680.01PRO 
《アムールの勝利 Le Triomphe de l'Amour》[LWV59] 1681.01TAM 
《ペルセ Persée》 [LWV60] 1682.01PER 
《ファエトン Phaëton》[LWV61] 1683.01PHA 
《アマディス Amadis de Gaule》[LWV63] 1684.01AMA 
《ロラン Roland》[LWV65] 1685.01ROL 
《平和の牧歌 L'Idylle sur la paix》[LWV68] 1685.02IDP 
《ヴェルサイユのエグログ La Grotte de Velsailles / L'Eglogue de Versailles》[LWV39] 
1685.03EGV 
《平和の神殿 Le Temple de la paix》[LWV69] 1685.04TEP 
《アルミード Armide》[LWV71] 1686.01ARM 
《アシスとガラテ Acis et Galathée》[LWV73] 1686.02A&G 
《アシルとポリクセーヌ Acille et Polixène》[LWV74] 1687.01A&P 
ルイ・リュリ Louis Lully (1664-1734) 
《ゼフィールとフロール Zéphire et Flore》1688.01Z&F 
《オルフェ Orphée》1690.01ORP 
《アルシード Alcide》1693.01ALD 
Ballet des Saisons⇒コラスと共作 
ジャン＝ルイ・リュリ Jean-Louis Lully (1667-1688) 
Zéphire et Flore⇒ルイ・リュリと共作 
マラン・マレ Marin Marais (1656-1728) 
Alcide⇒ルイ・リュリと共作 
《アリアドヌとバキュス Ariadne et Bacchus》1696.02A&B 
《アルシオーヌ Alcyone》1706.01ALC 
《セメレ Sémélé》1709.01SEM 
ジャン＝バティスト・マト Jean Baptiste Matho (ca.1660-1746) 
《アリオン Arion》1714.01ARO 
ジャン＝ジョゼフ・ムーレ Jean-Joseph Mouret (1682-1738) 
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《タリーの祝祭 Les Festes de Thalie》1714.02FTH 
ジャン＝フェリ・ルベル Jean-Féry Rebel (1666-1747) 
《ウリッス Ulysse》1703.01ULY 
ジョセフ・フランソワ・ザロモン Joseph-François Salomon (1649-1732) 
《メデとジャゾン Médée et Jason》1713.01M&J 
ジャン＝バティスト・シュトゥック（“バティスタン”）Batistin DIT Jean-Baptiste Stuck 
(1680-1755) 
《メレアーグル Méléagre》1709.02MEL 


















                                                        
13 ほかに現在において研究対象作品の殆どに批判校訂版が存在しないという理由もある。この
時代のフランスの劇場作品に関し、批判校訂版として全集が存在するのは J.-B.リュリの Œuvres 
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17 世紀から 18 世紀の劇場作品中の楽曲は、掲載されている資料によってタイトルの差
異があるものが多く存在する14。例えば、1676.01ATY のプロローグの〈フロールの従者た
ちのためのエール〉（1676.01/Gv1 [LWV53/9]）は、初版譜の資料（1676.01ATY/1689/I）で
はタイトルとして〈Air pour la suite de Flore〉と表記されている他は何も書いていないが（譜
例 ２-１）、1676ATY/1709/IIIでは譜面にGavotte En Rondeauと記されている（譜例 ２-２）。
しかし一方で、筆写者不明の総譜手稿譜（F-V Ms mus 100）では単に Air とタイトルがつ
けられている（譜例 ２-３）。さらに極端な例では、同じ楽曲が資料によって異なる舞踏種
のタイトルを持っていることもある。ある資料で Bourée と題されていた楽曲が、別の資料
では Gavotte と、舞踏種が異なって書かれている資料すら存在するのである15。 
                                                                                                                                                                  
シリーズでの Michaelis 社によるピアノ・リダクション版は、網羅的ではないうえに改編やカッ
トが十分な断りなく行われており、研究に使用できるものではない（Anthony 1964: 109-112 参
照）。 
14 この問題はリュリの批判校訂版を作成する過程で既に指摘されている。La Gorce, Schnerider
編 Quellenstudien zu Jean-Baptiste Lully（1999）所収の諸論文参照。 
15 具体的な例に関しては、修士論文で考察した LWV11/42と 61/67（＝本論における 1683.01/Br2）
が挙げられる。SchneiderC ではガヴォットとタイトルがつけられた資料の存在が示されている
が、フィリドールによる筆写譜および印刷譜では Bourée とタイトルがつけられていることを指
摘した（中村 2012: 119-121）。このほか、SchneiderC で任意の例を参照。 
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譜例 ２-１：1676.01ATY/1689/I, p. 24 および p. 26（一部） 
 
譜例 ２-２：1676ATY/1709/III, p. 15 
 





printed and manuscript sources of the music）のほかに、裕福な人々に供された雑集
（miscellaneous collections of music prepared for wealthy people）、演奏に用いられたであろう
パート・ブック（part-books actually used in performances）、リュートやチェンバロのような




数え上げられたリュリの舞踏種舞曲の総数は恐らく後年の論文 Inventory of the Dances of 
Jean-Baptiste Lully (1969)でも踏襲されており、これを引用したハリス＝ウォリックは数え




（ibid: 36, footnote 7）。この姿勢はリトルにおいて生じた問題を避けるかわりに、総数を出
さないことで議論が具体性を欠いた曖昧なものになってしまう難点を抱えている。研究対
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16 たとえ別の資料からカヌヴァ（本論 p. 57 参照）であることが明らかな声楽曲が掲載されて
いた場合でも、これは研究対象とはしない。選定基準についての詳細は２-４-３参照。 
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19 本論で参照した楽譜の出版は、その 80%ほどが Christoph Ballard と表示されている。これ以
外では、J. B. Ballard、Foucault, P. Ribou の名が観察されるほか、出版者の名称が明確に記され
ていない資料や、彫版師としてドゥボッサン Debaussin の名のみが記された資料もあり、販売
された場所として王立音楽アカデミーと記されているものもある。 
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1671 年から 1715 年にパリで出版された、劇場作品の楽譜として出版された資料という
条件に基づき、実際の研究対象資料は研究対象の 88 作品の印刷譜のうちでフランス国立図
書館 Bibliothèque nationale de France（以下 BnF）のカタログ Catalogue de la musique imprimée 
avant 1800（1981 [CMI]）およびオンラインの BnF Catalogue générale（http://catalogue.bnf.fr/）
に記載のあるものとする。CMI はフランソワ・ルシュール François Lesure （1923-2001）
の編集による冊子体のカタログである。これはタイトルの通り当時のパリの公共図書館が
所蔵する 1800 年までに出版された資料の蔵書目録で、本研究対象資料とするものが全て掲
載されている。しかしながら現在では、BnF が提供している BnF Catalogue générale が充実
しており、このオンライン・カタログは CMI に記載されている資料の情報を全て内包して
いるため、事実上 CMI は役目を終えているといえる。BnF Catalogue で資料形態を出版物、
出版年代を 1671 年から 1715 年、出版地をフランスに設定して検索した限りでは、CMI に
記載されていない資料で BnF に記載されている資料は存在しなかった。 
CMIおよびBnFの情報から、一つの版に関して複数の資料を蔵書していることがわかる。
本論執筆の 2014 年の段階でこれらのうち殆どは、どれか一つが必ず web サイト Gallica に
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アメリカの Internet Archive が運営する同名のサイト（https://www.archive.org/）にアップロ
ードされた資料である。このサイトには複数の学術機関が資料を提供しており、本論では
この中の BYU Brussels Opera and Ballet というコレクション（Brigham Young University 
ルイ 14 世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 第２章 研究対象楽曲 
49 
(BYU)や、Royal Conservatory Brussels、UNC Music Library などの資料が含まれる）を利用
した。ここから参照したのは、1675.01THE/1711/II、1686.02A&G/1686、1693.02DID/1693
／1693.02DID/1693s、1702.02FML/1702、1710.02FVE/1714 である。このうち 1693.02DID/1693
と 1693.02DID/1693s は、BnF では別の資料として蔵書されているものが、Internet Archive
上にアップロードされた資料では１冊に合本されていた。そのほか、1700.03HES/1701/cg
は Deutsche digitale Bibliothek のサイト（https://www.deutsche-digitale-bibliothek.de/）から入
手した。このサイトはドイツの図書館が所蔵する資料のデジタルデータを総合的に取り扱
っている。 
2014 年 6 月までに Gallica にアップロードがなされていなかった資料で、先述の別系統
で手に入らなかった資料５件に関しては、フランス国立図書館に請求を行った。これに該
当 す る 資 料 は 1695.03SAI/1695/II 、 1699.02ADG/1699/II 、 1701.01ARE/1701/II 、
1702.01RDM/1702、1704.02IET/1704air である。 
フランス国立図書館に所蔵されている資料の内容と、別の図書館で実際に参照した資料













は 1710.02FVE/1714/II のみを参照することとした21。 
                                                        
20 この楽曲に関しては le pupitre シリーズで現代譜（Ed. Kaufmann c1971）が出版されており、
序文には資料についての概略的な研究が掲載されていたが、そこには版による内容の差異につ
いての言及はなかった。 
21 これとは別に 1711 年に新たに差し替えられたプロローグ〈ヴェニュスの愛のバレ Ballet des 
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Amours de Venus〉、およびアントレ〈フォリーの勝利 Le Triomphe de la Folie〉が存在するが、





23 この際、言語による差異（Tempo di Valse か Tempo di Walzer か）について考慮するならば、
当然問題はより複雑になる。 
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種として受容され、それが定着したのか、といったことを考えなければならない。抽出の
















２つの舞踏種カタログ LMC と FLC の比較を挙げる。ここで取り扱っている舞踏譜はほぼ
同じであるにもかかわらず、収蔵している舞踏種の数え方に違いがあるのである。例えば
ガヴォットに関していえば、LMC には FLC が収録していない舞踏譜資料が存在すること
を差し引いても、LMC では 2 拍子で小節の半分のアウフタクトを持つガヴォットに特徴的
な拍節感という形式に基づき、19 作品をガヴォットとしているのに対し、タイトルに基づ
いて分類した FLC では 11 作品に限られる。（LMC 159；FLC: XLII）。LMC では「音楽が明
らかに特徴的なフランスのダンス・タイプを示しているが〔舞踏譜〕資料の見出しではそ









中村ミキ子 1996: 117-115 など参照）。 
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25 If the music is clearly representative of one of the characteristic French dance types but is not so 
identified in the heading in the source, the heading includes a designation of dance type in square 
brackets (e.g., "[Gavotte]"). 
26 Where the authors believe that a heading in the source incorrectly identifies the type of a dance, the 
heading provides a correct identification, preceded by an sign, "=" in brackets 
27 この舞踏種の分類の根拠に関しては、LJ 1991 に基づいていることが示されている。 
28 FLC ではカタログで取り扱う舞踏譜掲載舞曲の音楽的な分析も行われているため、その統計
結果による確信に基づいている可能性もある。 
29 この2120bはLMCでは先に引用した文章に従いRigaudon [=Gavotte]と記述されている（LMC: 
21）。楽曲が拍子記号“２”で四分音符２つ分の長さのアウフタクトを持っているため、ガヴ
ォットと判断されたのであろう。 
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A 基準および B 基準の条件に当てはまらない楽曲は、どれほど有名な曲でも研究対象と






















                                                        
30 この楽譜の出版地はアムステルダムである。作品が伝播するにしたがって楽曲の認識が変化
した可能性にも留意せねばならない。 
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レスの従者たちのエール AIR pour la suite de CERÉS.〉としか印刷されていない。しかしこ
のスコアの冒頭の目次（ページ番号なし：folio 4v）「AIRS A JOUER」ではこの楽曲を「Air 
pour la suite de Cerés. Bourée  57」として参照しているのである。こういった例は合計５つ
存在する。 
さらに楽譜中で既出の曲の繰り返しを指示する際に、繰り返す先の楽曲を舞踏種の名称









アでは 1697 年の《エズィオーヌ》以降である。 
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で呼ぶ場合もある。先に例示した（譜例 ２-１参照）1676.01/Gv1 は 1676.01ATY/1689/I で
次のエール（LWV53/10）のあとにもう一度演奏されることになっているが、その指示は「24
ページのガヴォットに戻る On reprend la Gavotte precedente. Page 24.」と記述されている。
























り研究対象楽曲の殆どが J.-B.リュリの古い作品から借用されていた 1695.03SAI の楽曲に
関しては、この中で舞踏種のタイトルがつけられているものに関しては全て研究対象とす
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予想される。この種の楽曲を本論では B 基準とみなす。B 基準の楽曲は、先行研究では本



















論においては B 基準に該当している。 
                                                        
34 1695.03SAI や 1702.02FML で借用されている楽曲は殆どが 1671 年以前の作品であるため、
本論で取り扱う年代以前に作曲されたものになるが、ここではそれを問題とはせず、あくまで
も研究対象期間内にタイトル付き舞踏種として出版されたという事実に着目する。 
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のような楽曲も本論では B 基準に含める。 



















楽曲がいずれかの資料で A 基準を満たしている場合には、A 基準として採用する。そして
                                                        
35 ただし通常は器楽曲が連続する場合、どちらの楽曲にも舞踏種タイトルが略されずにつけら
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1 そもそも「舞曲」の定義とは何かを調べるときに、欧米では「ダンス＝舞踊」と「舞曲」を
表す語がどちらも Dance に集約されるため、この両者の関係が十分に明らかにされないまま、
漠然と実態が捉えられてきた問題が存在する（赤塚 2012b: 17-19 参照）。舞曲の研究を行うため
には、このような根本的かつ包括的な議論も十分に行われているとは言いがたく、今後の研究
が待たれる。 
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2 本論の研究対象楽曲でのこのような例については４-３-１（特に p. 108）参照。 
ルイ 14 世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 第３章 舞曲を特徴付ける要素とその分析方法 
63 
え、MGG2 のメヌエットの記事には古典派以降のメヌエットの形式に関する詳細な考察が







て、前半部分は４または８小節で属音 Dominante か中音 Médiante に終止し、後半部分は８

















ドーで作曲されるものもある」と曖昧に論じられている。17 世紀末から 18 世紀初頭のフ
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4 この立場は、形式を記譜上の繰り返し記号の位置および数で判断したラッセル（Russell 1999）
とは異なる。 
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6 特定の形式に関連付けられて論じられるバロック舞踏種としては、シャコンヌとパッサカイ
ユが変奏形式で作曲されると指摘されるが、本論では考察の対象としない。 
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別するのに用いられてきた（LJ 1991: 50）。また、複合２拍子系の舞曲で小節の 1/4 の長さ




















                                                        
7 この呼称の妥当性については本論で議論される。本論７-３参照。 
8 先行研究では記述に用いられる用語も曖昧で、英語の文献に限定しても upbeat や anacruses
という用語が用いられているほか、ドイツ語の Auftakt を借用しているものも存在する。 
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ている（Mather 1987: 204 ほか）。 
先行研究で舞踏種のリズムを論じるにあたっては、どの研究もリズムを小さな単位に分
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9 唯一ランスロは、パスピエとルールの舞踏譜に掲載された舞曲に関して、１小節単位で用い






11 マザーが個々の舞踏種を論じるにあたって立てた項目（Mather 1987: 204-205 ほか）のうち、
「韻律のプロポーション Metrical Proportions」、「リズムの主題 Rhythmic Subjects」等が該当する。 
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る。MGG2 のメヌエットの項目や、リトルが舞踏種のそれぞれのダンス・リズムのモデル
としてあげた図の最下段に掲載した「典型的なリズム・パターン Typical rhythmic patterns」
などがこれに該当するといえるため注意を要する。リトルが典型的リズム・パターンとし
て挙げたもののうち、ブーレ（LJ 1991: 41）、ガヴォット（ibid: 50）で例示されているもの、

























rhythmic patterns）としてあげたもののうち、サラバンド（LJ 1991: 97）やルール（ibid: 188）
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性質を分類し系統化している。最初この概念は 1967 年の博士論文で J.-B.リュリの舞曲を
分析するにあたって現れ（Ellis 1967: 36-39）、後の著作でも引き続いて用いられている（LJ 
1991: 16-18）。この考え方は後の研究にも影響を与えているようで、マザーがほぼ同じよう










で演奏されてよいレヴェルであると表現している（LJ 1991: ibid.）。 
リトルはそれぞれの舞踏種を個別にレヴェル設定することで、舞踏種の区別を行ってい
る（図 ３-３）。このレヴェル分けは、１小節あたりのビートの数をローマ数字、パルスと




13 一番下のレヴェルを表す用語（Tap）は Ellis 1967 の時点では定義付けられていなかったよう
である。一方で、マザーはこのレヴェルに quick という語を用いている。 
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サラバンドは１小節がビート３つで構成される III-2-2 型であるとして論を進めている。 
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ンドについても、原則として 3/4 拍子の四分音符の単位をビートに置く III-2-2 型とみなし
ながら、I-3-2 型に分類する可能性についても示唆している（LJ 1991: 18）。 
いずれにせよ本論はどの単位にビートを設定するべきかの議論とは無関係であり、リト
ルのメトリック・レヴェルは分析を行うためのスキーマを決定するために参照されるに過

















ー・W・クーパーGrovener W. Cooper（1911-1979）とレナード・B・マイヤーLeonard B. Meyer




                                                        
14 本論において「リズム型」という語は、一定の小さな長さに区切られた音価の組み合わせを
指すために用いる。 
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舞曲を構成する「リズム」は「音長の比率の連続 sequence of durational proportion」（Cooper 




















                                                        
15 クーパーらも、リズムのグルーピングにおける多様性と解釈による相違を認めており、分析
においては複数のグルーピングの可能性を常に示してはいる（Cooper & Meyer 1960: 32-36）。 
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18 petite reprise 二部形式の後半のストレインの最後の数小節（４小節が多い）を繰り返す指示。
ブイスー2012: 233「ルプリーズ reprise〔繰り返し〕」の項目も参照。本論の研究対象では、繰
り返し記号や petite reprise という語の指示によってこれが指示されている楽曲が観察された。 
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78 
る割合から算出する。スキーマを 12 持つ楽曲が５曲あった場合、全体で 60 のスキーマが











リズム型が 18 用いられていた場合は、そのリズム型は 75%の割合で用いられていること
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を用いている場合（3/4 での例： ̬| ）もあるが、小節線を無視して付点音符を記譜
する形（3/4 での例： | ； | ）、更にパスピエではヨハン・ヨアヒム・クヴァン
ツ Johann Joachim Quantz（1697-1773）が譜例を挙げて指摘したように（Quantz 1752: 271; 
TAB XXIII, F. 10）、見かけ上何の断りもなく 3/8 の中に 3/4 の小節が紛れ込んだように見え
る、あるべき小節線を省略したような記譜（3/8 での例： | | |  ； | | | ）
も多く観察された。これらは明らかにこの箇所がヘミオラであることを明示するための記
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22 劇場作品内での舞曲のシークエンスについて取り扱った研究には Anthony 1969 が挙げられ
るが、この研究は個々の舞踏種がシークエンスで作曲される傾向については明らかにしていな
い。 
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では「陽気に gay / gayement」、「軽く légèr」、「荘重に grave / gravement」、「急速に・非常に
急速に vîte / très vîte」、「鋭く piqué」などという用語が書き込まれていることがあるが、特
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とは先行研究で既に指摘されている（Wood 1996: 184）。 
28 本論の研究対象の中で、今回ミュゼットと明確にタイトル付けられている楽曲は、
1712.02CRE/1712 の p. 146 と p. 151、1713.02ADE の II-4（1713.02ADE/1713 : pp. 204-205）、
1714.01ARO（後述）、1714.02FTH の MUSETTE. RONDEAU.（II-5, 1714.02FTH/1714: p. 178-179）、
1715.01PDP に２曲（1715.01PDP/1715: p. 162-163, 164-165）に観察される。これらは全て持続音
が特徴的に用いられているが、舞曲のタイトルを持ってはいない。 
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29 本論１-４-１参照。ただし 17-18 世紀の文献では具体的な曲例が例示されることはなく、実
際の楽曲が念頭に置かれていなかった可能性はある。 
ルイ 14 世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
































                                                        
30 それぞれの研究では例外的存在についても言及してはいるが、それらをどのように位置づけ
るかについての考察は放棄されている。 
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て研究を行っており、ここで分析された J.-B.リュリの叙情悲劇 15 作品に含まれる舞曲は
本論の研究対象楽曲に全て含まれている31。彼女はバロック舞曲が規則的な４ないし８小
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32 この種の記号が付く楽譜は器楽舞曲のものであることが多く、本論で取り扱う伴奏舞曲とは
性質が異なる可能性にも留意すべきであろう。 
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３-９-１ 和声構造 
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34 NG2 および最新版の GMO では、この記述は削除され、相互参照がつけられるにとどまって
いる。 
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研究対象作品の中から抽出された舞踏種舞曲の総数は 751 曲であった（表 ４-１）。その
うち本論で取り扱う９種類の舞踏種に相当する楽曲の数は 673 曲であった。このうち第２
章で定義した今回の研究対象楽曲の数である「A 基準（単）」（表太字）が 541 曲であった
が、資料に楽曲冒頭の数小節しか掲載されていない（本論 p. 55 参照）ことで分析対象か
らは外れた楽曲数（「+」記号と共に括弧で記述されている数）と、分析上２曲に分けた楽
曲（[ ]内は分析上の総数）を考慮すると、統計上は 540 曲を扱うことになる。次いで本論
で「B 基準」とみなす楽曲は、声楽曲と器楽曲合わせて 130 件存在した。 
本論で統計的分析を行う９種類の舞踏種に関して、A 基準の楽曲数はすべて 20 を超えて
いた。突出して多いのがメヌエット、次いでパスピエで、それぞれ他の舞踏種の３倍、２
倍ほどである。これに 50 曲程度のリゴドン、サラバンド、ジーグが続き、ブーレとガヴォ




は B 基準に相当する楽曲も A 基準の楽曲に接続して全体で１曲として成立しているため、
B 基準としての数は示さない。ここに掲載されていない舞踏種（ガイヤルド、シシリエン
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 A 基準（単） B 基準（声） B 基準（器） 合計 
Bourée 39 (+1) 3 0 43 
Rigaudon 48 4 0 52 
Gavotte 38 15 2 55 
Menuet 148 (+1) 56 5 210 
Passepied 105 [106] 3 1 109 [110] 
Sarabande 48 [51] (+1) 23 0 72 [73] 
Gigue 54 9 0 63 
Canarie 26 0 0 26 
Loure 32 9 0 41 
小計 538 [540] (+3) 122 8 671 [673] 
Chaconne 52 (51+1) - - 51 
Passacaille 22 - - 22 
Forlane 6 0 0 6 
Contredanse 8 0 0 8 
Branle 7 0 0 7 
Pavane 1 0 0 1 
Allemande 1 0 0 1 
Courante 1 0 0 1 
Tambourin 1 0 0 1 
Saltarelle 2 0 0 2 













える（図 ４-１）1。1678 年以前と 1691 年と 1692 年は楽曲がないが、これは本論での研究
                                                        
1 ここではシークエンスを形成している楽曲は、シークエンス単位で１曲として数えている。 
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古いとされるカナリーやサラバンドもそれぞれ 1685 年と 1686 年に初めて現れている2。年
代についてあまり言及がされないルールの初出は 1685 年であった。その後の作曲数はそれ
ぞれ安定しているように見えるが、次第に作品数が増えていくかのようなパスピエに比べ、







                                                        




























































































Br 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 2 0 1 0 0 0 2 0 2 3 1 3 2 2 1 2 0 1 1 0 0 1 1 1 1 1 2 0
Rg 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 1 1 0 4 1 2 1 0 2 0 1 1 2 0 1 0 1 0 1 2 1 1
Gv 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 3 2 0 1 2 0 0 0 4 1 0 0 4 0 4 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 2 1 3 0
Mn 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 4 1 1 1 7 4 1 3 3 3 0 0 6 4 2 1 6 2 3 3 2 8 1 0 2 5 3 2 2 3 3 6 2 8 4
Pp 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 3 1 0 3 1 3 4 2 2 2 0 2 3 1 3 3 3 3 6 4 5 2
Sb 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 2 1 0 5 0 0 0 0 4 1 0 2 5 2 0 2 2 3 4 2 3 1
Gg 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 1 1 2 0 0 2 2 0 1 2 0 1 3 2 2 1 0 2 3 2 3 3 5 1 2 4 0 0
Cn 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1 2 1 0 3 1 3 0 1 2 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
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ルが付いていなかったものが、後の版で記入されるようになった結果とみなすことができ









 最初に出版された版 舞踏種タイトルが付く版 
1675.01/Mn1 1675.01THE/1688/I 1675.01THE/1688/I（1711/II で削除） 
1676.01/Gv1 1676.01ATY/1689/I 1676.01ATY/1708/II 
1676.01/Mn2a 1676.01ATY/1689/I 1676.01ATY/1708/II 
1676.01/Gv2a 1676.01ATY/1689/I 1676.01ATY/1708/II 
1682.01/Mn1ab 1682.01PER/1682/I 1682.01PER/1710/II 
1686.01/Mn2a 1686.01ARM/1686/I 1686.01ARM/1710/II 
1697.04/Lr1a 1697.04EGA/1697/I 1697.04EGA/1699/III 
1697.05/Mn2a 1697.05ISS/1697/I 1697.05ISS/1708/II 
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表 ４-３：２拍子系のリズム型一覧 
リズム型の形態 音価（スキーマ＝ ） 本論での呼称 タイプ 
ビート１つ  全拍 全拍 
パルス２つ  均等型 均等系 
タップ２＋パルス１   均等系 
パルス１＋タップ２   両義的 
タップ４   両義的 
























                                                        
3 ここで示す音符は、スキーマが付点二分音符（ ）と等価の場合の音価で示されている。 
4 マザーは「ternary dotted figure」（Mather 1987: 237）と表現している。 
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リズム型の形態 音価 本論での呼称 タイプ 
ビート１つ  全拍 全拍 









パルス１＋タップ４   その他（両義的／短長系） 
パルス３  均等型 両義的 
タップ２＋パルス２   （両義的） 
パルス２＋タップ２   （両義的） 
パルス１＋タップ２＋パ
ルス１ 
  両義的 
タップ２＋パルス１＋タ
ップ２ 




２倍パルス１＋パルス  単純長短型 長短系 
付点パルス１＋タップ１
＋パルス１ 
 ソティヤン 長短系 
付点パルス１＋タップ３  
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例 ４-３）といった表記が該当する。このうち 63 は、五線の中央に３と書かれた上に６と
表記されているもので、本論での研究対象資料でも 1698.01/Lr1 でしか確認されなかった。 
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表 ４-５：A 基準の楽曲で使用された拍子記号一覧 
表記 2 ￠ 3 3/4 3/8 3/2 6/4 6/8 12/8 8/6 3/12 63 
Br 27 [5] 12                     
Rg 31 [1] 17 [1]                     
Gv 22 16                     
Mn     146 2                 
Pp     3   83 [1] 4 [1] 8 7 [1]         
Sb     46 2   1             
Gg         1   24 25 1 2 1   
Cn     1   4   8 13         
Lr     4     1 26 [1]         1 
 
譜例 ４-１：1690.02/Gg1a 冒頭部分の 8/6 表
記（1690.02E&L/1690/I, p. 68 より） 
 
譜例 ４-２：1708.01/Gg1a 冒頭部分の 3/12
表記（1708.01HIP/1708/I, p. 114 より） 
 








ーレ、リゴドン、ガヴォットがすべて例外なく 2/2、メヌエットがすべて 3/4 で、パスピエ
は 3/8、サラバンドは 3/4、カナリーは 6/8、ルールは 6/4 で記譜されたものが殆どであるこ
とがわかる（表 ４-６）。ジーグを除いて舞踏種ごとに明確な偏りが見られ、それ以外に用
いられるものとは大きな差が出る。特に２拍子舞踏種とメヌエットは全ての楽曲が実質的
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に同じ拍子で書かれていることは注目すべきである。ジーグのみは 6/4 と 6/8 に分かれる
が、実質的な拍子は 6/8 の方が使用率が高かった。尚、用いられている実質的な拍子が版
によって変化している楽曲は存在しなかった。 
表 ４-６：A 基準の楽曲の実質的な拍子 
実質 2, 2/2, ￠ 3, 3/4 3/8 3/2 6/4 6/8 12/8 
Br 39             
Rg 48             
Gv 38             
Mn   148           
Pp   3 97     5   
Sb   48   1       
Gg         20 32 2 
Cn   1 1     24   
Lr   4     28     
本論では主に言説研究を中心とした先行研究にしたがって２拍子系、３拍子系、複合拍
子系と舞踏種を分けたが、この結果はその区分がほぼ妥当であるとみなせる。むしろ、先

















                                                        
5 研究対象資料では、この ABA と演奏される「実質的な三部形式」は全て、２つのストレイン
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表 ４-７：舞踏種別に用いられる形式の比較 
 二部形式 (RB) ロンドー（実質的三部） その他 
Br 31 (0) [79%] 8 (0) [21%]  
Rg 47 (1) [97%] 1 (0) [2%]  
Gv 29 (0) [78%] 8 (0) [22%] 1 ABACAD 
Mn 134 (2) [91%] 14 (4) [9%]  
Pp 91 (0) [87%] 14 (5) [13%] 1 ABCDEC 
Sb 32 (0) [64%] 18 (0) [36%] 1 ABC 
Gg 50 (0) [93%] 4 (1) [7%]  
Cn 23 (0) [92%] 2 (1) [8%] 1 ABACDD 


















構成される楽曲が A 基準か B 基準かは一切考慮していない。 
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表 ４-８：シークエンスの形態 
 単独 ２曲組（ABA; ABAB） ３曲以上 
Br 30 3 組 6 曲 (0; 0) ３曲組：2 組 6 曲 
Rg 5 18 組 36 曲（4; 0） ３曲組：2 組 6 曲（ABCBA: 1） 
５曲組（２つ組×2＋１）：1 組 5 曲 ABCDEA 
Gv 19 15 組 30 曲 (5; 2) ３曲組：2 組 6 曲 
Mn 43 38 組 76 曲 (5; 3) 
(AAB: 2; ABB: 6; 
AABB: 1) 
３曲組：25 組 75 曲（ABCA: 1; ABCAC: 1; ABCB:2; 
ABCBA: 1; ABCBCA: 6） 
２曲組×２：4 組 16 曲（ABA|CDC: 2; ABACD: 1; 
ABCDA: 1） 
Pp 20 40 組 80 曲（11; 0） ３曲組：3 組 9 曲（ABCAB: 1） 
Sb 24 18 組 36 曲 (6; 0) ３曲組：2 組 6 曲（ABCAB: 1） 
２曲組×２：2 組 8 曲 
Gg 38 11 組 22 曲 (6; 0) ３曲組：1 組 3 曲 
Cn 14 6 組 12 曲 (1; 0)  
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と 1701.02/Mn2 は場所が離れている（Mn1=第４幕第１場、Mn2=第４幕第２場）が、それ
ぞれ〈Menuet Haut Bois〉、〈2e. Menuet.〉とタイトルがつけられている。さらに 1707.01/Mn1










曲の繰り返しに関する指示が文章によって行われていることが多い。２曲の楽曲 A と B が
シークエンスを構成しており、ABA の順で演奏することが求められる場合、通常 B の楽










                                                        
7 1697.02/Sb1a はサラバンドとしては作品中で初出だが、タイトルには〈SECOND AIR 
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不可能である。 











ルールの Lentement と指示の付いた楽曲のうち２曲は、演奏表現に関わる語である doux.
という語も併せて付いている。以下の表でその他としてあげたサラバンドは、Un peu plus 
gay.と表記されている（本論 pp. 193f で詳述）。 
表 ４-９：舞踏種別の速度標語 
 Gay Lentement[e] Grave, Gravement Tendrement その他 
Br 2     
Rg      
Gv 2 1    
Mn 1     
Pp 1     
Sb  2 2 6 1 
Gg 3     
Cn      
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舞踏種と速度標語の対応関係は、殆どが既存の記述と矛盾しないものであった12。ルソ
ーらが 18 世紀の時点で既に「あるものは速く、あるものは遅い」（Brossard 1703 “Gavotta”）

























                                                        
12 １点のみ既存の言説と矛盾するものとして、遅い舞踏種とされるルールに gay という指示が
付されている例が挙げられるが、これは版によって表記が異なる複雑な問題をはらんでいるた
め、ルールの項（pp. 226f）で詳述する。 
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更に、部分的に３声で書かれている楽曲が 23 曲（表 ４-11）と、ある程度の数があるこ
とがわかる。特にガヴォットは部分的にトリオで書かれているものの方が多い。 
表 ４-10：楽曲全体が３声の楽曲 
 総数 シークエンス内 
Br  1 (3%) 1 
Rg 15 (31%) 13 
Gv  3 (8%) 3 
Mn 25 (17%) 16 
Pp 34 (32%) 8 
Sb 3 (6%) 2 
Gg 2 (4%) 2 
Cn 4 (15%) 3 






















                                                        
13 B 基準の楽曲は声楽曲が多く、重唱という声部数とは異なった概念が要求されると予想され
るため、考察を行わない。 
ルイ 14 世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 















Br  3 [7%] 2 [67%] 
Rg 6 [13%] 2 [33%] 
Gv  0 [0%]  
Mn 2 [1%] 2 [100%] 
Pp 9 [9%] 4 [44%] 
Sb 2 [2%] 2 [100%] 
Gg 32 [62%] 22 [69%] 
Cn 9 [35%] 8 [89%] 














                                                        
14 冒頭声部と応答声部の音程関係については考慮しない。ただし本論で観察されたものは８度
が殆どで、２度、７度や３度６度の模倣は観察されなかった。 
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 Br Rg Gv Mn Pp Sb Gg Cn Lr 
タイトルにミュゼットの表記   1  1     
楽器にミュゼットが指定    3 3     
持続音あり（上記２つを除く）  1 1 2 1  1   
タイトル付近にミュゼットと記述されている楽曲は２曲存在した（ 1709.01/Pp1; 
1714.01/Gv3a）。前者は楽譜冒頭のタイトル〈Passepied〉の記述の下部に「Musette」と記述
があり、後者は楽譜の上部中央に大きく〈DEUXIÉME AIR DE MUSETTE〉とタイトルが書
かれ、「GAVOTTE」という表記は五線部分の冒頭にある。 
楽器のミュゼットが指定されている楽曲は６曲存在した（1703.02/Mn1a; 1709.01/Mn1b; 





1709.01/Mn1a; 1710.02/Gv1; 1711.01/Gg1; 1711.01/Pp2a; 1712.02/Pp2; 1714.01/Gv3a; 





1709.01/Mn1a, Mn1b; 1709.01/Pp1, Pp2（一連の楽曲が含まれる第４幕第２場全体が持続音を
頻繁に用いている）と、1711.01/Gg1; 1711.01/Pp2a, Pp2b（第２幕第４場が羊飼いたちの場
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譜上に明記されている例は 39 例しかなかった。 
                                                        
15 尚、前後に持続音を持つ楽曲が存在しない 1703.02/Mn2b と 1710.02/Gv1 は、前後に羊飼い
（Begrer）の役が歌うエールがおかれている。本論では劇の筋に関しては立ち入って論じない
が、ミュゼットと羊飼いの結びつきを示唆するものではある。 
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されるブーレとリゴドンの差異は明確になっていない（GMO “Bourrée”, “Rigaudon”, 
“Gavotte”）。 
一方でステップでの差異に関しては、個々で取り上げる２拍子系の舞踏種はそれぞれ












                                                        
1 厳密には、単独の１歩からなるパ・サンプル（pas simple）が複数組み合わされた複合ステッ
プのパ・コンポゼ（pas composé）の名称。詳細は FLC や Hilton 1981 等を参照。 
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ち楽曲の冒頭のみしか記載されていないものが１曲）、リゴドンが 48、ガヴォットが 38 存
在した。B 基準の楽曲を含めると、ブーレが 43、リゴドンが 52、ガヴォットが 55 になる
（表 ５-１）。 
表 ５-１：本論の研究対象楽曲一覧：２拍子系（表 ４-１より抜粋） 
 A基準（単） B基準（声） B 基準（器） 合計 
Bourée 39 (+1) 3 0 42 (+1) 
Rigaudon 48 4 0 52 
Gavotte 38 15 2 55 
















 なし ビート１ パルス１ その他 
Bourée 0 37 1 1 
Rigaudon 2 42 0 4 
Gavotte 0 1 37 0 
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 全拍系（ ） 均等系（ ） 両義的（ ; ） 付点系（ ） 
Br 10% 38% 20% 13% 
Rg 24% 44% 16% 4% 
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表 ５-４：２拍子系舞踏種でのシンコペーションおよびビート２つの型 
 Br（全 39 曲） Rg（全 48 曲） Gv（全 38 曲） 
シンコペーション 23 曲（55 箇所） 0 曲 0 曲 
























ブーレは A 基準が 40 曲、B 基準が３曲、合計 43 曲研究対象作品に含まれていた。研究
対象資料中では 1683.01PHA/1683/I が初出で、対象期間末付近の 1714.03T&C/1714/I まで断
続的に記載がある。 
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A基準に相当する 40曲2のうち、1703.02/Br1 は楽譜冒頭のタイトルには「AIR pour la Suite 
de Cerés.」と記されているのみで bourée の語句が含まれていない（1703.02MUS/1703: 57）
が、目次でこの曲を指し示す際に「Bourée」としている（ibid. folio 3v）ため、A 基準とし
て扱う。一方で 1696.03/Br1 は 1696.03NAV（P. コラス作）において J.-B.リュリの楽曲が引
用されているものだが、研究対象資料の 1696.03NAV/1695/I、1696.03NAV/1696/II いずれに
も冒頭の３小節しか記載されていないため、研究対象からは外れ、統計上のコーパスとし
ては全 39 曲を取り扱った。 
B 基準に相当する３曲のうち、1683.01/Br1a には合唱の 1683.01/Br1b/f が、1694.02/Br1a
と 1694.02/Br1b には二重唱と小合唱（petit choeur）が交互に現れる 1694.02/Br1c/f が、
1703.01/Br1a には独唱の 1703.01/Br1b/f が続く。連続する楽曲の一方に舞踏種タイトルが入
っていない割合は低い部類に入る。尚、声楽曲はこの３つと先述の 1698.01/Br1c の計４曲
のみである。 














                                                        
2 A 基準の選定の上でブーレと判断した語句は bourée である。現代のフランス語では bourrée
と r を２つで綴るが、研究対象資料では一切観察されない。舞踏譜資料でも r が１つの綴りが
用いられていることが指摘されており、リトルは r を二つ用いる綴りがドイツ語圏の用法であ
る可能性を示唆している（GMO）ただし、J.J. ルソーは彼の事典項目の見出しでは r が２つの
bourrée という綴りを採用している（Rousseau 1768: 57）。 
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拍子（用いられる拍子記号と実質的な拍子） 





















は実際には、楽譜資料のキャプション部分には〈AIR pour la Suite de Cerés.〉と記述されて
いるだけで、Bourée と記述があるのは目次だけである。したがってこの楽曲は A 基準では
あるものの、その中でも特に特殊な性質を持つ楽曲である。 
形式 
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タイプ 旋律のリズム型 総数 使用率 タイプ別使用率 
全拍系  149 10% 10% 
均等系  566 38% 38% 
両義的  195 13% 20% 
 93 6% 








0% ~12.5% ~25% ~37.5% ~50% ~62.5% ~75% ~87.5% ~100%
全拍 1 31 4 3 0 0 0 0 0
均等 0 3 11 6 8 7 4 0 0
両義 2 12 14 9 2 0 0 0 0
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3 Dans ce caractère d’Air on lie assez frequemment la seconde moitié du premier Tems & la premiere 
du second, par une Blanche syncope.  
4 この３拍目という表現はビートで数えて３拍目という意味で、２小節目、４小節目を意味す
る。 
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ンポを要求する語句である。ブーレのテンポについては 18 世紀の言説が殆どの場合「速い」
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7 タイトルの誤植とも考えられるが、この作品の同幕中にある 1710.02/Br2 は多くのブーレと同
じように四分音符１つ分のアウフタクトを持っているため、この楽曲のタイトルは意図的にブ
ーレとされていることが明らかで、ガヴォットの書き間違いではないことが推察される。 
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「１～２の新しいダンス One or two new dances」の表に含めている（Wood 1996: 187-188）。 
リゴドンの研究は十分に進んでいるとは言い難い8。MGG2 の項目「Rigaudon」のうち第

















                                                        
8 ヴァイオレット・アルフォード Violet Alford による論文（Alford 1944）が存在するが、これ
はリトルが指摘しているように民俗音楽としてのリゴドンが中心に記述されており（IED 5: 
352）、本論とは直接の関係を持たない。 
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リゴドンは A 基準が 48 曲、B 基準が４曲、合計 52 曲研究対象作品に含まれていた。研
究対象資料中では 1688.01Z&F/1688 が初出で、範囲内で最後に出版されている
1715.01PDP/1715 まで記載がある。MGG2 では最初期のタイトル付きリゴドンをヘンリー・
プレイフォード Henry Playford（1657-1709）の《音楽の端女 Musick‘s Hand-maid》第２部
（London, 1689）に掲載されたヘンリー・パーセル Henry Purcell（1659-1695）の作品とし
ている（MGG Sachteil 8: 334）が、1688.01/Z&F/1688 の出版はそれより１年早い。いずれ
にせよ、これらはリゴドンという舞踏種で初期のものであることが伺える。 
A 基準に相当する 48 曲は、全て楽曲冒頭に rigaudon の語句が含まれている。B 基準に相
当する楽曲は４曲ある。独唱の 1697.04/Rg1a/f は後続の２曲組みの 1697.04/Rg1b および 1c
に先立って演奏される。同じく独唱の 1699.01/Rg1c/f は２曲組の 1699.01/Rg1a および 1b
に続けて演奏される。最も複雑なのが 1698.01/Rg1 の一群で、合計で５つの楽曲がシーク
エンスになっている。その内訳は、RIGAUDON.（Rg1a）、AIR. « Ne vous rebutez point, amans 
amez sans sesse, »（Rg2）、2. RIGAUDON.（Rg1c）、3. RIGAUDON. haut-bois.（Rg1d）、AIR. 
« Ne nous deffendez point de former de doux noeuds, »（Rg1e）となっており、タイトル付き舞
曲が３曲、B 基準の楽曲が２曲で構成されている。 
以上、A 基準 B 基準全てを含めた総数は 52 件になる。２拍子系舞踏種の中では最も研
究が進んでいないにもかかわらず、楽曲数は２拍子系舞踏種の中で最多であった。作品内
で単独の楽曲は僅かに５曲のみで、これ以外は全てシークエンスを構成している。このう
ち３曲以上のシークエンスは先述の B 基準を含む３例 11 曲のみで、それ以外は全て A 基
準が２対になっている（全 18 例 36 曲）。 
 
５-３-２ 分析結果 
A 基準 48 曲のリゴドンは、拍子、アウフタクトの長さ、形式、特徴的に用いられるリズ
ム型に関して、ほぼ統一的な結果が出たといえる。特に実質的な拍子は例外なく 2/2 に相
当するものであり、アウフタクトに関しては例外が２つだけであった。本論で取り扱う範
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譜例 ５-２：1688.01/Rg1a の書き換え（冒頭 T0-4 を例に） 
 
尚、これと同じような特徴を持つ楽曲が、J.-B.リュリの 1686.02A&G プロローグに存在
（LWV73/6&7）する9。この曲は出版社プレイフォード Playford による The Dancing Master 
(London, 1703: 150)をはじめ、複数の二次的資料にリゴドンとタイトルが付けられている








1700.01/Rg1b はクープレを２つ持っている。形式の分析から判断される A 基準のリゴドン
のストレインは、二部形式の前半部分と後半部分がそれぞれ 47、ロンドーのルフランが１、









                                                        
9 この楽曲は本論の研究対象作品に含まれるが、楽譜資料 1686.02A&G/1686 には AIR.としか記
されていないため、本論では研究対象外となる（pp. xx-xxii）。 
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表 ５-６：リゴドンで用いられるリズム型 
タイプ 旋律のリズム型 総数 使用率 タイプ別使用率 
全拍系  450 24% 24% 
均等系  837 44% 44% 
両義的  158 8% 16% 
 154 8% 











GMO のブーレの記事には、リゴドンがブーレとは「やや活発 slightly more vigorous であ




                                                        
10 […] the rigaudon was slightly more vigorous and tended to have more angular melodies than the 
bourrée. 
0% ~12.5% ~25% ~37.5% ~50% ~62.5% ~75% ~87.5% ~100%
全拍 0 12 14 20 2 0 0 0 0
均等 0 0 6 8 19 12 3 0 0
両義 3 17 21 5 2 0 0 0 0
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A 基準の 48 曲中、このビート２つの型は 42 曲 158 箇所で観察された。これはコーパス
















A 基準のリゴドンのうち楽曲全体を通して３声で書かれているものが 15 曲観察される。
これはコーパス全体の 29%にあたり、９種類の舞踏種の中でパスピエに次いで高い割合を
占める。このうち単独の楽曲は２曲存在し、それ以外はシークエンスの一部分である。こ
のうち、メヌエット－トリオ－メヌエットの構成（本論 p. 116 参照）と同じように２曲で
構成されるシークエンスでその２番目に属し、演奏後に直前のリゴドンに戻る指示がなさ
れている構造を持つのは３件のみで、殆どはこれ以外の種類のシークエンスに含まれてい
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具体的には 4-8、8-8、8-12、そして４の倍数ではないものとして 4-6 小節の組み合わせが
挙げられている（MGG2）。リゴドンの示唆的リズム型とみなせるビート２つの型には明確
な周期性が見られないため、ストレインを構成する小節の数と同じ旋律の並列に着目する。 
48 曲のリゴドンのうち、全てのストレインが４の倍数の小節数からなる楽曲は 45 曲存
在した。二部形式の前半部分、およびロンドーのルフラン部分に着目すると、４小節で出
来ているものが 26 曲、８小節で出来ているものは 46 曲であり、全ての楽曲の冒頭のスト
レインが４の倍数の小節数で構成されていることを示している。さらにこのうち８小節か
らなるものには、同じ旋律が４小節単位で並列される a-a’の形式で構成されている楽曲が





365-366）。GMO では本論での研究対象楽曲である 1697.04/Rg1b と 1694.02/Rg1a を例に挙
げて詳細な解説がなされている12。 
                                                        
11 本論４-３-５参照 
12 MGG2 で説明されている「リズムの加速の手法 eine Art rhythmische Beschleunigung」（MGG2 
Sachteil 8: 335）は、恐らくこの記述を参照したと思われる。 
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13 この記述は NG1 から GMO まで改訂がされていない。 
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統計上多数派であった要素を多く備えている例として、1708.01/Rg1a および Rg1b を挙






察されるが、現れる位置は Rg1a ではストレインの前半、Rg1b では後半に集中しており、
これが現れる位置が楽曲によって任意であることが明らかである。Rg1b の前半のストレイ
ンは、並列される旋律から４小節フレーズに分けられることが明らかである14。 
                                                        
14 あくまでも本論でのフレーズの判断方法に従ったものであり、実際には、Rg1a、Rg1b 共に
すべてのストレインが４小節構造のフレーズと解釈できる可能性が高いと考えられる。 
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ている。LMC ではこの面が強調され、この特徴を持った rigaudon というタイトルの舞踏種







ガヴォットは A 基準が 38 曲、B 基準が 17 曲、合計 55 曲研究対象作品に含まれていた。




A 基準に該当する 38 曲15のうち 1676.01/Gv1 は、初版 1676.01ATY/1689/I では〈Air pour la 
suite de Flore〉というタイトルしかつけられていないものの、後続の３拍子の楽曲から再び
この 1676.01/Gv1 に戻って演奏する指示をする際に、この曲を Gavotte と呼んでいる（本論
第２章、譜例 ２-１参照）。1680.01/Gv2 は資料５つのいずれでも 2a が合唱、2b/f が器楽曲
でどちらにも〈第二エール SECOND/Deuxiéme AIR〉とタイトルがつけられているが、2b/f
から 2a にもどる指示で 1676.01/Gv1 と同じように 2a を Gavotte と呼んでいる。 
B 基準に相当する楽曲は 17 曲ある。このうち 15 曲は声楽曲で、A 基準の楽曲の後に付





成している例も、ガヴォットで多く観察された。1674.01/Gv1ab はまず〈2e. Air: Gavotte〉
                                                        
15 A 基準の選定の上でガヴォットと判断した語句は gavotte、gauotte および gavote である。 
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とタイトルが付いた 12 小節の楽曲の次に、同じ旋律を持った〈Vne Nymphe Et Céphise 
Chantent Alternativement Ce qui Suit Avec Le Choeur. « Jeunes coeurs, laisséz vous prendre, »〉が
続く（1674.01ACT/1708/I, p. 52）。1697.02/Gv1ab も〈GAVOTTE.〉とタイトルの付いた 12
小節の楽曲（1697.02V&A/1697, p. 23）の次に、微妙な差異はあるがほぼ同じ旋律の〈Un 
Habitant de l’Isle. “C’est en vain qu’un coeur sauvage”〉が続く（ibid. p. 24）。このほかに B 基
準に相当するが、1688.01/Gv1b/f は“On n'aime point dans nos Forests,”という歌詞で始まる楽
曲（1688.01Z&F/1688, pp. 156-157）の次に、〈SECOND COUPRET〉とタイトル付けられた
同じ旋律の楽曲（ibid, pp. 156-159：歌詞は“Si quelque fois on veut change”）が掲載されてい
る。これらの２曲はそれぞれ、統計上は１曲として数える。 
A 基準 B 基準全てを含めた 55 曲のうち単独の楽曲は 19 曲で、これ以外は全てシークエ
ンスになっている。２曲がシークエンスを構成しているのは 15 組 30 曲で、うち 14 曲は B
基準の声楽曲である。１曲のみ 1712.02/Gv2a/f は〈AIR〉とタイトル付けられた器楽曲で、
後続の 1712.02/Gv2b と同じ四分音符２つ分のアウフタクトを持っている。尚、1697.04/Gv1a
と 1697.04/Gv1b/f の順序は、1697.04EGA/1697/I と 1697.04EGA/1699/III で入れ替わってい
る。３つのガヴォットが組になっているのは 1699.02/Gv1 のシークエンスで、初版
1699.02ADG/1699/I と第２版 1699/II では最初のタイトル付き舞曲 Gv1a の後に独唱と合唱
が交替する声楽曲が続き、さらに第３版 1699.02ADG/1712/III では AIR.と題された四分音
符２つ分のアウフタクトを持つ楽曲（1699.02/Gv1c/f）が挿入されている。４つのガヴォッ
トが組になっているものは 1697.02/Gv1 のシークエンスで、Gv1ab が同一の旋律で器楽と
独唱を演奏した後に、オーボエによる器楽 Gv1c が Gv1d の独唱と合唱で交互に演奏する器
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ガヴォットは 38 曲中 22 曲が「２」、16 曲が「￠」の拍子記号で記譜されている。印刷
された楽曲の冒頭に拍子記号が記入されていない楽曲は存在しない。全ての楽曲が１小節
に二分音符が２つ、もしくは四分音符が４つ入る、2/2 またはアッラ・ブレーヴェ（￠）、
および 4/4 と同じ記譜法で書かれている。この点、非常に整った統計結果が出たといえる。 
マザーは 18 世紀のガヴォットに 2/4 が用いられることがあることを指摘している














ガヴォットは 38 曲中 29 曲が二部形式、８曲がロンドーである。二部形式のうち、楽譜
にプティ・ルプリーズの指示が明確に記入されているのは６曲ある。尚、二部形式の声楽
曲には、各ストレインの繰り返しで独唱と合唱が交替で演奏される形式が観察できる16。
                                                        
16 分析の対象としては取り上げないが、1688.01/Gv1b/f、1694.02/Gv1b/f、1697.05/Gv1ac/f、
1699.02/Gv1b/f、1712.02/Gv1b/f、1714.01/Gv3b/f、は独唱ないし重唱と合唱が交替して演奏され
る例である。このうち 1688.01/Gv1b/f は、参照した資料 1688.01Z&F/1688 では pp. 156-157 に第
１節が、pp. 158-159 には SECOND COUPLET.というタイトルのもと第２節が同じ旋律で書かれ
ている。 
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1680.01/Gv2a A(0-4) B(4-8) A(8-12) C(12-16) 
A(16-20) D(20-24) 
ABACAD ABACAD 三部分形式 
形式の分析から判断される A 基準のガヴォットのストレインは、二部形式の前半部分と
後半部分がそれぞれ 29 ストレイン、ロンドーのルフランが８ストレイン、クープレが 16








タイプ 旋律のリズム型 総数 使用率 タイプ別使用率 
全拍系  131 12% 12% 
均等系  454 40% 40% 
両義的  170 15% 23% 
 86 8% 







50%を超えるものは均等系（ ）が 12 曲、付点系が１曲あるが、全体的に特定のタイプに
集中していない所を見る限り、ガヴォットという舞踏種を特徴付ける支配的パターンと呼
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0% ~12.5% ~25% ~37.5% ~50% ~62.5% ~75% ~87.5% ~100%
全拍 0 29 9 0 0 0 0 0 0
均等 1 1 11 8 5 8 4 0 0
両義 4 16 2 7 5 4 0 0 0
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ミュゼット風の楽曲は、１曲が〈DEUXIÉME AIR DE MUSETTE.〉というタイトルをもち
（1714.01/Gv3a）、１曲がロンドーの各クープレに持続音の声部を持っていた（1710.02/Gv1）。
1714.01/Gv3a は直前の 3/8 の楽曲〈Per. AIR DE MUSETTE.〉（1714.01ARO/1714, p. 48-49）
も文字通り楽器にミュゼットが指定されており、1714.01/Gv3a は続きの〈DEUXIÉME AIR 
DE MUSETTE.〉という位置づけである。さらにこの後には、やはり持続音を伴った声楽曲
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17 本論４-３-５参照。 
18 このガヴォットは本論での 1676.01/Gv1 にあたる。 
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 Br Rg Gv 
最多の実質的拍子 2/2 2/2 2/2 
最多のアウフタクト パルス１つ分 パルス１つ分 ビート１つ分 
シンコペーションの型 23 曲（55 箇所） 0 曲 0 曲 
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昧な区分ではあるものの、メヌエットとパスピエが 3/4 または 3/8、サラバンドが 3/4 また
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は異なる。これに B 基準の楽曲を含めると、メヌエットが 210、パスピエが 110、サラバ
ンドが 75 になる（表 ６-１）。 
表 ６-１：本論の研究対象楽曲一覧：３拍子系（表 ４-１より抜粋：一部詳細化） 
 A 基準（単） B 基準（声） B 基準（器） 合計 
Menuet 148 (+1) 56 5 209 (+1) 
Passepied 105 [106] 3 1 109 [110] 
Sarabande 49 [51] (+1) 23 0 72 [74] (+1) 
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 なし パルス１ パルス２ 
Menuet 141 6 1 
Passepied 22 (12) 94 (3) 0 
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プのレヴェルに変換した上で統計をとる（本論 p. 123 参照）。 
表 ６-３：３拍子系舞踏種でのリズム型の使用率3 
 全拍 短長系 両義的 長短系 
  / 
 






Mn 14% 14% 5% 5% 22% 2% 1% 1% 15% 19% 
Pp 6% 9% 4% 23% 37% 5% 9% 3% 10% 2% 
Sb 10% 1% 25% 2% 22% 1% 1%未 1%未 25% 8% 
いずれの舞踏種でも均等型が優位に用いられる傾向があるが、他のリズム型と比べても
突出したものとはいえない。舞踏種間の比較では、サラバンドでサラバンド・シンコペー









                                                        
3 この表での音符によるリズム型の種類はスキーマのレヴェルを付点二分音符に置いた場合で
示している。「1%未」は 1%未満を表す（以下同様）。 
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 楽曲数 観察された箇所 
Mn 10 [7%] 13 
Pp 64 [60%] 82 






















                                                        
4 本論 p. 79 参照。 
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踏種全てで同じ傾向を示すことが判明した。この箇所で用いられるリズム型のタイプを舞
踏種別に比較すると、最も多いのが短長系タイプ（  ; 等）で、いずれもその割合が 60%
を超える。次いで両義的タイプが 20%程度であり、長短系タイプがくる例は非常に少ない。
尚この統計のみ、両義的タイプに属するものの中で短長系の性質も併せ持つパルス１＋タ




舞踏種 (ストレイン総数) 短長系 両義的 長短系 
Mn (310) 216 (70%) 74 (24%) 20 (6%) 
Pp (227) 149 (66%) 76 (33%) 2 (1%) 
Sb (121) 83 (69%) 28 (23%) 10 (8%) 
このことは、先行研究ではヘミオラの一種として理解されてきたといえる。リトルによ
れば、メヌエット（LJ 1991: 70）とサラバンド（ibid: 98）の４小節フレーズでは 2-3 小節
目にヘミオラが現れる。そしてパスピエのヘミオラの例として示されている２曲でヘミオ





のスキーマが長短系（  ;  等）および両義的（  等）である場合に、２番目との組
み合わせで長短短長という型（およびそのようにみなせる型）が生じ、ヘミオラとみなし
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始するものが一定数観察されることが明らかになる（表 ６-６、図 ６-１）。 
表 ６-６：３拍子系舞踏種での各ストレインの末尾の小節のリズム型 
舞踏種 (ストレイン総数) 全拍終止 長短系終止 
Mn (310) 273 (88%) 23 (7%) 
Pp (227) 108 (48%) 106 (47%) 
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器楽舞曲としての例も豊富なため研究が進んでおり、GMO も MGG2 も記事の長さは本
論で扱う９種の中で最長である。本論で研究範囲とする時代に最も愛好されていた舞踏種
であったことは多数の文献や記録からもうかがうことができ、楽曲、振り付け共に多く残












メヌエットは A 基準が 149 曲、B 基準が 61 曲、合計 210 曲研究対象作品に含まれてい
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た。研究対象資料中では舞踏種舞曲が掲載された本論の研究対象資料で最も古い






A 基準に該当する 149 曲のうち第２版以降でメヌエットとタイトルが付いた楽曲は
1676.01/Mn2a、1682.01/Mn1ab、1686.01/Mn2a、1697.05/Mn2a、1704.02/Mn2b の５曲である。
1706.02/Mn1b と 1706.02/Mn1d は、楽譜が掲載されている冒頭のタイトルにはメヌエット
の語句が含まれていないが、目次でこれらの楽曲を指し示す際にメヌエットとされている。
楽譜上の記載状況は 1683.01/Mn1a も同様だが、こちらは同資料の p. xij に Le Menüet suivant 
se chante alternativement avec le precedent と記されている。このほか、具体的にメヌエット
とタイトル付けられていないが、演奏指示で楽曲を指し示す際にメヌエットと呼ばれてい
る楽曲が４曲ある（1679.01/Mn1a、1680.01/Mn1a、1680.01/Mn2a、1690.02/Mn1bc）。これら
は全て A 基準として扱った。一方で 1696.03/Mn1 は 1696.03NAV（P. コラス作）において
J.-B. リュリの楽曲が引用されているが、研究対象資料の 1696.03NAV/1695/I 、
1696.03NAV/1696/II いずれでも冒頭の３小節しか記載されていないため、本研究対象から
は外れ、統計上のコーパスとしては全 148 曲を取り扱った。 
B 基準に相当するものは 61 曲存在する。このうち声楽曲が 56、器楽曲が５であった。B
基準のうち声楽曲については数が多いため詳述するのは避けるが、原則としてシークエン
ス内のA基準の楽曲と類似した構造を持っている。数少ない例外として 1679.01/Mn1d/fは、
同じシークエンス内の 1679.01/Mn1a がパルス１つ分、1679.01/Mn1c がパルス２つ分のアウ
フタクトを持っているのに対して、アウフタクトを持たない。1684.10/Mn1a に続く楽曲
1684.10/Mn1b/f は、Deux Suivantes d'Urgande chantent l'Air qui suit alternativement avec le 
Menuet とタイトルがつけられているが、ここでの le Menuet は直前の 1684.10/Mn1a を指し
ているため、1684.10/Mn1b/f 自体は B 基準とし、統計に含めない。このほか 1715.01/Mn2
は後述するとおり、他の舞踏種舞曲に埋め込まれる非常に特殊な構造である。 
A 基準と B 基準の総数 210 は他の舞踏種に比較して圧倒的に多い。このうち声楽曲は A
基準の 15 曲を含めて 71 曲ある。作品内で単独の楽曲は 43、２曲対になっているものは 38
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組 76 曲、３曲対になっているものは 25 組 75 曲存在した。これとは別に２曲組の楽曲がさ
らに２つ組み合わさって４曲のシークエンスを構成しているものが４組 16 曲あった。











メヌエットは 148 曲中 146 曲が「３」、２曲が「3/4」と記譜されている。印刷された楽
曲の冒頭に拍子記号が記入されていない楽曲は存在しない。3/4 が用いられた楽曲は
1709.02/Mn1a および 1b の２曲のみで、これらは１対のシークエンスである5。 




とを認めた上で）テンポの速さゆえに 3/8 ないし 6/8 という記号の方が相応しいのではな







                                                        
5 この資料（1709.02MEL/1709）は彫版印刷であり、作曲者はシュトゥックであった。彼はフラ
ンス人ではなかったため、地域による記譜法の差が現れた可能性もある。 
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ためで、18 世紀の時点で既に旋律の表記を 6/4 に書き換えるべきという議論も存在した（LJ 


























16 小節で構成されるが、旋律は T0-4 までのリズム型（ | | | | ）を３度繰り返す構造
を持っており、４小節のフレーズが示唆されている。 
いずれの楽曲も、楽曲冒頭のアウフタクトは各ストレインでも同じ形態が踏襲され、変
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1679.01/Mn1c は T0-4 と T4-8 が同一の旋律で、後半部分との境目に繰り返しのセーニョ風
記号があるが、楽譜の末尾には小節線上の繰り返し記号が付されているに過ぎない。本論
ではこれは楽曲の末尾の小節線上の繰り返し記号から中央の繰り返し記号に戻る指示と判
断し、AABCBC、すなわち A|BC の二部形式とみなした。1681.01/Mn3a は２つの４小節の
主題が末尾を微妙に変えて２度ずつ演奏されるが、リズム型の統計上は「繰り返しの無い
二部形式」とみなして全ての小節を分析対象とした。1685.02/Mn2 は、前半部分の開始 1-6
小節と 7-12 小節が同一の旋律であり、13-18 小節目に別のフレーズが挿入された後にもう
一度 1-6 小節目の旋律が現れる。そして 13 小節目の頭に繰り返しの記号が印刷され、楽曲
の末尾からそこに戻るように指示がされている。したがって記譜上印刷されている内容は
AABA となり、AABABA と演奏される。これは繰り返し記号を用いた場合に A|BA の二部
形式（循環二部形式）とみなすことができ、本論では二部形式として統計を取った。










1715.01/Mn2 である。この部分の冒頭には Menuet と表記があり、ブランルの中でこの第４
クープレだけがメヌエットになっているという構造をとっている。全体が繰り返し記号を
用いて書かれているため、メヌエットの部分には繰り返し記号が用いられていないが、内
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1675.01/Mn1 A(1-8) A(9-16) B(17-24) 
B(25-32) 
AABB AB 二部形式 
1679.01/Mn1c A(0-4) A(4-8) *B(8-12) 
C(12-16)|| 
AABCBC ABC 二部形式 




1685.02/Mn2 A(1-6) A(7-12) *B(13-18) 
A(19-24)* 
AABABA ABA 二部形式（RB） 
1686.01/Mn1 A(1-6) A(7-12) B(13-18) 
B(19-24) 
AABB AB 二部形式 
1690.02/Mn1a A(1-8) | B(9-24) AABB AB 二部形式 
1690.02/Mn1bc A(1-8) || B(9-24) | A(25-32) | 
B(33-48) | 
AABBAABB AB 二部形式 
1713.03/Mn1a A(1-8) A(9-16) B(17-28) 
B(29-40) 
AABB AB 二部形式 
1715.01/Mn2 A(1-6) A(7-12) B(13-20) 
B(21-28) 
AABB AB 二部形式 














ット」を４つ挙げている（FLC: XLVIII）。これらはそれぞれ単純短長（ ）、単純長短（ ）、
パルス１＋タップ４（ ）、タップ４＋パルス１（ ）の型に相当する。 
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１＋タップ４（ ）とタップ４＋パルス１（ ）は使用率が高くない。 
表 ６-８：メヌエットで用いられるリズム型 
タイプ 旋律のリズム型 総数 使用率 タイプ別使用率 
全拍系  422 14% 14% 
短長系  428 14% 19% 
/  148 (136+12) 5% 
両義的  670 22% 26% 
 45 1% 
 70 1% 
長短系  580 19% 20% 
/  443 (395+48) 15% 
その他  139 5%  
 29 1% 
個々の楽曲でタイプ別に見た場合も、１つのリズム型だけが大部分を占める楽曲がほと




長系が４曲、均等系が 14 曲、長短系が５曲観察されるが、こちらも多いとはいえない。 
図 ６-２：メヌエットで用いられるリズム型のタイプ別度数分布 
 
0% ~12.5% ~25% ~37.5% ~50% ~62.5% ~75% ~87.5% ~100%
全拍 2 91 51 4 0 0 0 0 0
短長 4 51 56 26 11 0 0 0 0
両義 14 20 49 36 17 11 1 0 0
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短の組み合わせ（ | など）が 41 と最も多い。続いて両義系が２つ続くもの（ | な
ど）が 27、長短－両義の組み合わせ（ | など）が 19 ある（表 ６-９）。ただし両義タイ
プと長短タイプはそもそも単独での使用率が高いため、これを反映した結果といえる。こ
れ以外の組み合わせ、特に長短タイプと短長タイプの組み合わせが支配的なストレインの
数はどれも 10 前後でとどまっており、優位なものは見られない。 
表 ６-９：メヌエットで用いられるリズム型（スキーマ２つでのタイプ） 
短長短長：11 ストレイン 両義短長：７ストレイン 長短短長：９ストレイン 
短長両義：11 ストレイン 両義両義：27 ストレイン 長短両義：19 ストレイン 







                                                        
6 ２小節単位、および４小節単位のパターンは複数の文献が譜例を挙げて解説を行っている
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締めくくられるストレインは 215 例観察され、ストレインの総数の 69%を占めている。こ
れは６-１-２で述べた通り、３拍子系の楽曲全てに共通して見られる特徴である。 
記譜上明らかなヘミオラに関しては、10 曲 13 箇所で観察された。現れる楽曲の数はコ
ーパス全体の 7%に相当する。これらのヘミオラは全て最後から２－３小節目にかけて現
れている。１曲にヘミオラを２つ以上含む楽曲に関しては、1693.02/Mn3 が T14-15、
1714.01/Mn1 が T6-7 と T14-15 で現れるものであり、楽曲を４小節フレーズで捉えた場合
の２－３小節目に現れる。これは、先行研究でのメヌエットにおけるヘミオラについての














ルイ 14 世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 


























A 基準のメヌエットのうち楽曲全体を通して３声で書かれているものが 25 曲存在し、こ
れは全体の 17%にあたる。このうち単独の楽曲は７曲、存在し、それ以外はシークエンス
の一部分を構成している。メヌエット－トリオ－メヌエットの構成（本論 p. 116 参照）に
関しては、そもそも３声で書かれた楽曲を含む２曲組のシークエンスが僅か４つしかなく、
                                                        
8 ラッセル（Russell 1999）やヴァイアル（Vial 2008）は、ここで根拠とした P.ラモーのダンス
のステップに関する記述が 18 世紀においては少数派であったことを指摘している。 
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小節フレーズで構成されるメヌエットである。「ポワトゥーのメヌエット Menuet de Poitou」
と呼ばれるこのメヌエットについて、リトルはこれがブランル・ア・ムネ12の特徴と類似
しており、17 世紀のフランスにおいて観察されることを指摘し（GMO）、J.-B.リュリを始













                                                        
11 メヌエット具体的な踊り方に関しては GMO や MGG2 の本文のほか、多数の文献で紹介され
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旋律の並列という観点から見ると、148 曲中 126 曲でモティーフの繰り返しが確認され
た。旋律の並列が含まれるストレインをフレーズのスキーマ数ごとに比較すると、４小節
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統計上多数派であった要素を備えた例として、1700.03/Mn1a および Mn1b のシークエン


















                                                        
15 このパターンは、後述のサラバンドで多く観察されたものと同一とみなせる（本論 p. 191 以
降参照）。 
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18 世紀の多くの著述家に引用されている（LJ 1991: 83）ことと無関係ではないだろう。舞
踊研究の観点からも、シュレーダーはドイツのダンス文献の著者達のパスピエに関する論




                                                        
16 The passepied dance rhythm […] is the same as that of the minuet except for the 3/8 time signature 
and the upbeat. 
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A 基準に該当する 105 曲は、すべて初版からパスピエとタイトルがつけられている17。
楽曲冒頭以外に舞踏種名の記載があったために A 基準としたものは存在しない。このうち
1712.04/Pp1 は楽曲の中ほどで同主短調に転調し、２部分に分かれているとみなせる。本論
ではこれを２部構成の楽曲として２曲に分けて取り扱う。結果 A 基準の楽曲は 106 曲とし
て統計を取った。 
B 基準に相当する楽曲は４曲存在した。このうち声楽曲が３曲、器楽曲が１曲ある。B
基準の声楽曲は、シークエンス内で 1694.01/Pp1c/f と 1703.02/Pp1c/f は A 基準の器楽曲２
つの後、1709.02/Pp1a/f は前におかれている。1685.04/Pp1b/f は Hautbois.と楽器指定がされ
ているのみで B 基準として扱うが、恐らくこれは直前の Pp1a のタイトルにパスピエとあ
るので、Pp1b では語句を省略したものであろう。この中で 1709.02/Pp1a/f は、後続の Pp1b
および Pp1c と異なり、アウフタクトを持っていない。 
以上、全ての総数は 110 曲になる。この総数は他の舞踏種に比較するとメヌエットに次
いで多い。研究範囲内でのパスピエの初出は 1685.04TEP/1685/I である。MGG2 にも「1680
年代初期にリュリが最初期のパスピエの一つをオペラに導入した。」とあるため、本研究の
対象楽曲を分析することはリゴドンと同じく、バロック・ダンスとしての初期のパスピエ
の研究をすることと重なる。舞踏譜資料が 18 世紀の最初の 20 年に集中して現れている
（FLC: XLVIII）という事実に照らし合わせると、まさに本論での研究範囲がパスピエの最
盛期である可能性が高い。研究対象のうち声楽曲は B 基準の３曲のみである。A 基準に属
                                                        
17 A 基準の選定の上でパスピエと判断した語句は passepied、passpied、passe-pied、passe pied の
いずれかである。 
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A 基準 B 基準全てを含めた 110 曲のうち、作品内で単独の楽曲は２部構成と捉える









れている。GMO で例が挙げられるのが 1697.04EGA の第１アントレ〈フランス人〉で、こ
こでは確かにリゴドンに続いてパスピエが演奏される（本論での楽曲番号：1697.04/Rg1a/f, 
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記譜 3/8 (82) 3/2 (3) 6/4 (8) 6/8 (6) 3 (4) 
楽曲数 82 3 8 2 4 1 3 1 
実質 3/8 (97)  6/8 (5) 3/4 (3) 3/8(左参照) 
記譜されている拍子記号だけを見ると、多様な拍子記号が使われているように見えるが、
実質的な小節線の引き方を見ると、その実態は比較的統一されている。１小節に八分音符




的に 3/8 で記譜されており（譜例 ６-２）、「6/8」という記譜で実質的に 3/8、「３」という
記譜で実質的に 6/8 である楽曲も存在する（譜例 ６-３）。興味深いものは 1711.01/Pp2a お
よび Pp2b のシークエンスで、どちらも実質 3/8 で記譜されているにもかかわらず、一つの
資料の中で Pp2a は「3/8」、Pp2b は「３」の拍子記号が用いられている（譜例 ６-４）。 
譜例 ６-２：拍子記号 6/4 で実質的に 3/8 の
例 1693.02/Pp1a 冒頭（1693.02DID/1693s, p. 
57 より） 
 
譜例 ６-３：拍子記号 6/8 で実質的に 3/8 の




                                                        
18 実質 3/8 拍子の数は記譜が３であるものの数も含む。 
19 有名な例として、J.S.バッハの管弦楽組曲第１番の〈パスピエ〉は 3/4 に相当する記譜で書か
れている。 
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譜例 ６-４：1711.01/Pp2a（左：1711.01MAN/1710, p. 102 より）および 1711.01/Pp2b（右：
ibid. p. 103 より）の冒頭 
  
小節線とビートの単位の関係で見た場合、3/8 と 3/4 の３拍子系統と、6/8 の６拍子系統
の二つに分類することができる。GMO では 3/8 か 6/8 が用いられるとされる一方で、MGG2




リズム型の分析において、実質的拍子が 3/8 および 6/8 で記譜された楽曲は付点四分音
符、3/4 で記譜された楽曲は付点二分音符にビートの単位を置いて分析を行った。本文中
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パスピエは 106 曲中 91 曲が二部形式、14 曲がロンドー、１曲が特殊な形式で構成され
ている。1712.04/Pp1 は２つの部分にわけて２曲とみなして考察を行うが、この曲は前半の
Pp1a が二部形式、後半の Pp1b がロンドーという、１つの大きな楽曲内で２つの形式が並
列している興味深い構成をとっている。記譜上繰り返し線が用いられていないが二部形式
と判断した楽曲が２曲ある。1694.01/Pp1a と 1694.01/Pp1b は両者とも繰り返し線を持たな












1694.01/Pp1a a(1-4) a’(5-8) B(17-fin) aaB A(a+a’)B 一部形式 
1694.01/Pp1b a(1-4) a’(5-8) B(17-fin) aaB A(a+a’)B 一部形式 
1709.01/Pp2 A(1-8) || B(9-16)*C(17-24)* || 











形式の前半部分と後半部分がそれぞれ 92 ずつ 184、ロンドーのルフランが 14、クープレが
                                                        
20 楽譜資料上では各部分が繰り返し線を用いて印刷されており（A|B|C|D|E|）、各クープレは第
１（Premier Couplet.）から第４（Quatriéme & dernier Couplet.）まで番号が振られている
（1710.01DIO/1710/I: 44-45）。 
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タイプ 旋律のリズム型 総数 使用率 タイプ別使用率 
全拍系  166 6% 6% 
短長系  197 9% 19% 
 /  101 (66+35) 4% 
両義的 ① 840 37% 26% 
③ 195 9% 
④ 118 5% 
長短系  221 10% 20% 
 /  59 (41+18) 2% 
その他 ② 505 23%  
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用いられるスキーマ単独のリズム型で使用率が 20%を超える２つ（ 、 ）の組み合
わせについては、先に均等型が来るもの（ | ）が 105 箇所で観察された。ただしこ
れが含まれる楽曲は 41 曲にとどまり、これをパスピエを特徴付ける示唆的リズム型と呼ぶ
ことは難しい。一方でこの逆の型（ | ）は一切なかった。 
0% ~12.5% ~25% ~37.5% ~50% ~62.5% ~75% ~87.5% ~100%
全拍 8 88 10 0 0 0 0 0 0
短長 7 62 36 0 1 0 0 0 0
両義 0 4 8 31 33 20 9 1 0
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ム型は 149 例が短長系である。これはストレイン全体の 65%にあたる。この特徴は、メヌ
エットやサラバンドにも共通するものである。 
パスピエの示唆的リズム型としてヘミオラが挙げられる。クヴァンツがパスピエの演奏
法について言及する際にヘミオラの記譜法について言及している（本論 p. 79 参照）こと
は、現代の多くの辞典記述でも取り上げられている。先行研究によってはヘミオラが現れ
る箇所も指摘され、MGG2ではヘミオラの現れる箇所は「カデンツの前 einer Hemiole vor der 
Kadenz.」（MGG Sach-VII: 1451）としている。一方 GMO では、「予期せぬ場所での強く強
調されたヘミオラ strongly accented hemiolas in unexpected places」という表現がなされてい
る21。マーシュも IED で、４－５小節にかけてタイを伴ったヘミオラが現れているパスピ
エの譜例を挙げているが、ここでは「２番目のストレインの最後の近くで起こるヘミオラ
A hemiola often occurs near the end of the second strain.」と述べられるにとどまり、具体的な
位置については言及が無い（IED 5: 109）。ただし他の舞踏種の記述と比較してみると、メ
ヌエットやサラバンドでもヘミオラの存在は指摘されている。 
パスピエで記譜上のヘミオラは 106 曲中 64 曲、計 82 箇所に現れた。これはコーパス全
                                                        
21 この記述は NG1 から GMO で修正がある。NG1 では「必ずしも常にではないが非常に高い
割合で１つの楽節の終わりから２小節目（the penultimate bars of a section）に現れている。」（NG1 
1980 vol. 9: 274）とされていた。 
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例として 1693.03/Pp1b は 6/8 で記譜されている22が、１小節を四分音符で３つに分ける






譜例 ６-５：1693.03/Pp1b23の旋律声部（3/8 への書き換え併記） 
 
この現象はフレーズが終止する感覚を損なうため、６－７小節目に現れるように終止の
                                                        
22 譜例では参考に、3/8 拍子に換算した書き換え譜を併記した。 
23 この楽曲はクープレを１つしか持たないロンドー（実質的三部形式）であるため、網掛け部
分のスキーマはリズム型の統計に含めていない。 
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A 基準のパスピエのうち楽曲全体を通して３声で書かれているものが 34 曲観察される。
これは全体の 31%にあたり、９種類の舞踏種の中で最も高い割合を占める。このうち単独
の楽曲は５曲存在し、それ以外はシークエンスの一部である。メヌエット－トリオ－メヌ
エットの構成（本論 p. 116 参照）を観察すると、これに相当する楽曲は８件あり、統計上
の数値からはメヌエットよりもむしろパスピエの方がこの形をとるものが多いことがわか
る。このほかに部分的に３声で書かれているものが２曲ある。いずれも二部形式で、
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されている楽曲が 95 曲と殆どを占めていた。このうち、４つずつ a-a’の形式で構成されて
いるもの 83 件ある。さらにここにスキーマ４つ分で構成されている５曲と、16 個分で構
成されている５曲（全てロンドー）をあわせると、１つの例外を除いて全てが４の倍数で
構成されていることが明らかになった。唯一 1697.05/Pp1a だけが、スキーマ５つ分の旋律











正確に捉えていたといえる。A 基準 106 曲のパスピエの分析の結果、６曲の例外を除いて




例として 1700.03/Pp1a および Pp1b のシークエンスを取り上げる（譜例 ６-６）。どちら
も拍子記号 3/8 で記譜される実質的にも 3/8 拍子で、パルス１つ分、すなわち八分音符１
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A 基準に該当する楽曲 50 曲のうち、版を重ねる中で新たにサラバンドとタイトルが付い
た楽曲は存在しなかった。1686.01/Sb1a は楽曲冒頭にはサラバンドという語句の記載がな
いが、連続して演奏される 1686.01/Sb1b/f の末尾の演奏指示「Et l’on joüe la Premiere 
Sarabande  page 44」でこの楽曲が「第１サラバンド」と指し示されている。このシークエ
ンスに連続する 1686.01/Sb1c（及び 1686.01/Sb1d/f）には SARABANDE.とタイトルがつけ
られ、これが「第１Premiere」に対する第２として呼応している。他方、1696.03/Sb1 は J.-B.
リュリの楽曲からの借用であり、今回参照した資料には冒頭部分のみしか記譜されていな
いため、研究対象からは除外する。さらに、1693.02/Sb1a, 1b と 1694.02/Sb1a, 1b は楽曲の
中ほどで同主調に転調してそれぞれが独立したロンドーを形成する「２部構成」とみなせ
るため、統計上はこれらをそれぞれ２曲ずつとして扱う。結果、統計上のコーパスは全 51
曲となる。他方、B 基準に相当する楽曲は 23 曲存在した。これらは全て声楽曲で、原則と
してシークエンス内の A 基準の楽曲と同じ拍節構造を持っていた。 
A 基準 B 基準全ての総数は、２部構成でできている２曲をそれぞれ１曲とみなすと 73
件になる。全貌が明らかな 72 曲のうち、作品内で単独の楽曲は２部構成の 1693.02/Sb1a, 1b
１曲を含めて 22 曲、２曲対になっているものは２部構成の 1694.02/Sb1a, 1b１曲26を含めて
18 組 36 曲、３曲対になっているものは２組６曲存在し、これとは別に２曲組の楽曲がさ
らに２つ組み合わさって４曲のシークエンスを構成しているものが２組８曲あった。 
 
                                                        
25 リュリの劇場作品では、《快楽のバレ Ballet des Plaisirs》（1655）に既にサラバンドが含まれ
ている（LWV2/2）。 
26 1694.02/Sb1 は２部構成の 1a, 1b に更に声楽曲の 1c/f が続く。 
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（FLC: LII）ことを考慮すると、伴奏舞曲として作曲されたサラバンドは 3/4 に相当する記
譜でかかれるという規則があった可能性が指摘できる。 
アウフタクトの形態 







パルス１つ分のアウフタクトを持つのは 1706.03/Sb2 と 1714.01/Sb2a および 2c のシーク
エンスである。パルス２つ分のアウフタクトを持つ 1690.02/Sb1b は、形式も４小節、４小
節、８小節の各部分に繰り返しがある３部分形式をとる。これは J.-B.リュリの《町人貴族
                                                        
27 A few sarabandes have an anacrusis, though most do not. 
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形式の前半部分と後半部分がそれぞれ 32 ストレイン、ロンドーのルフランが 18 ストレイ
ン、クープレが 24 ストレイン、三部分形式の各ストレインが３で、合計 121 である。 
                                                        
28 この楽曲はこの時代に流行したようで、複数の舞踏譜で「サラバンド」とタイトルがつけら
れている。 
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タイプ 旋律のリズム型 総数 使用率 タイプ別使用率 
全拍系  122 10% 10% 
短長系  13 1% 26% 
/  309 (264+45) 25% 
両義的  281 22% 24% 
 5 1%未 
 14 1% 
長短系  142 8% 32% 
/  305 (292+23) 25% 
その他  21 2%  
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0% ~12.5% ~25% ~37.5% ~50% ~62.5% ~75% ~87.5% ~100%
全拍 9 29 12 1 0 0 0 0 0
短長 3 5 17 18 7 1 0 0 0
両義 2 16 17 7 3 3 3 0 0
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表 ６-14：先行研究におけるサラバンドの旋律パターンの例 
MGG2 Marsh 1998 GMO [=Little] Mather 198729 LJ 199130 
1.  
2.  





（ | ） 
（ | | ） 
 
a. |  
b. |  
c. |  
d. |  
e. |  
f. |  
a. |  
b. | | |  
c. |  
d. |  
e. | | |   
f. | | |  
g. | | |  
このほかにランスロはスキーマ４つ分からなるリズム型「基本的リズム式 basic rhythmic 
formula」（図 ６-６）を示している。 














シュナイダーがメヌエットのヘミオラとして取り上げた型（本論 p. 166 参照）とも共通す
                                                        
29 Mather 1987: 293 の Example 32. 3. Typical rhythmic movements and their common divisions in 
sarabandes of the grand siècle. より転載。ここではそれぞれのリズムがギリシャの韻律を用いて
以下のように解説されている：a, b, hegemeoles (SSSLS); c, d, antipasts (SLLS); e. double iamb 
(SLSL); f. double trochee (LSLS). 
30 LJ 1991: 97 の Fig. VII-3: Typical rhythmic patterns in the sarabande.より引用。 
31 尚、先行研究で取り上げられた２小節単位のパターンも統計を取ったが、何れも十分に多い
数のサンプルを抽出することはなかった。楽曲中サラバンド･シンコペーションが２連続する
パターンは 13 曲 24 箇所で、何れも楽曲中のごく一部でしか確認されない。 
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特徴は良く当てはまる。ただし、リトルが VII-3c および d で指摘した短長型（ ）での女
性終止（LJ 1991: 98）は一切観察されなかった。 
ヘミオラ 
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のみ観察された。1706.03/Sb4 と 1712.02/Sb2 はいずれも模倣的な開始がなされている。後
述の通りサラバンドはフレーズ感が比較的明確な楽曲が多いが、これら２曲に関してはフ
レーズ感が希薄で、規則的なリズム型の構造を持っておらず、旋律とバスがカノンになっ
ている J.S.バッハの管弦楽組曲第２番 BWV 1067 のサラバンドなどを思い起こさせる。い
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40 件、10 からなるものが２件、12 からなるものが４件、16 からなるものが１件あった。
このうち４の倍数に相当するものは合計で 46 曲である。 
尚、本論での多数派とは異なったリズム型を持つサラバンドがあった。1686.01/Sb1a と
1693.02/Sb1b は共通して、均等型が並ぶ４小節（ | | | ：最後のスキーマは長短系の
になることもある）を楽曲を通じて守っていた。1714.01/Sb2a と 1714.01/Sb2c はシーク
エンスで、やはり均等型の多いアウフタクトを伴った４小節（ | | | | ： の型は 
に変わることもある）を終始守って構成されていた。唯一スキーマ３つ分のみでフレ








の傾向を見出せた。A 基準 51 曲のサラバンドの分析の結果、１曲の例外を除いて 3/4 拍子
                                                        
32 phrases of five, six, or nine measures occur only rarely. 
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33 ロンドーと判断したため、譜例の網掛け部分のスキーマはリズム型の統計に含めていない。 
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 Mn Pp Sb 
最多の実質的拍子 3/4 3/8 3/4 
最多のアウフタクトの形状 なし パルス１つ分 なし 
支配的パターン なし なし ４小節単位のパターン 
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ズム（  / ）を持つことが３つの舞踏種に共通する特徴であり、バロック・ダンスの
研究でこれらは一まとめに取り上げられてきた。このリズムは複合拍子の舞踏種に共通す
る特徴とされるが、共通するがゆえに３種類の舞踏種それぞれをを区別する基準にはなら
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カナリーが 26、ルールが 32 存在した。B 基準の楽曲を含めると、ジーグが 63、ルールが
41 になる。カナリーでは B 基準の楽曲は観察されなかった（表 ７-１）。 
表 ７-１：本論の研究対象楽曲および一覧：複合拍子系（表 ４-１より抜粋） 
 A 基準（単） B 基準（声） B 基準（器） 合計 
Gigue 54 9 0 63 
Canarie 26 0 0 26 













を示している。ジーグでは３拍子系の拍子が用いられず、6/4 と 6/8 の楽曲の数がそれぞれ




                                                        
1 FLC で示されている分析対象楽曲の数は、ジーグが 13、カナリーが８（FLC: LVI）、ルール
が８（ibid.: LIV）である。 
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表 ７-２：A 基準の楽曲の実質的な拍子：複合拍子系（表 ４-６より抜粋） 
実質 3, 3/4 3/8 6/4 6/8 12/8 
Gg     20 32 2 
Cn 1 1   24   
Lr 4   28     






















 なし／ビート１ パルス１ パルス２ タップ１＋パルス１ 
（ソティヤン＝アウフタクト） 
Gigue 7 9 5 33 
Canarie 26    
Loure 1 6  21 
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 全拍 短長系 両義的 長短系 
   /        
Gg 13% 2% 1%未 1%未 7%   53% 17% 
Cn 12% 1%  1%未 1%   72% 12% 
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ジガ II（Giga II）の３つの種類に分けている（LJ 1991: 143-145）。このうちジーグはフラン
ス風のジーグを想定したもので、付点を持つソティヤンのリズムを特徴とし、6/8 ないし
6/4 拍子では II-3-2 型、3/8 拍子では I-3-2 型と分類される。ジガ I とジガ II はどちらも均等
な３連の音符が並ぶイタリア風ジガを想定しており、メトリック･レヴェルを前者は（6/8













ジーグは A 基準が 54 曲、B 基準が９曲、合計 63 曲が研究対象作品に含まれていた。研
                                                        
2 A dizzying variety of styles, metric structures, textures, types of upbeat, affects, and time signatures 
confronts the one who would understand Bach’s gigues. […] What do these pieces have in common 
beyond the fact that they bring to a close a suite of dances? 
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A 基準に該当する楽曲は 54 曲全て楽曲冒頭に Gigue という語句が含まれている。B 基準
に相当する楽曲は９曲存在する。これらは全て声楽曲で、A 基準の楽曲の後に演奏される。
声楽曲のジーグはその存在が先行研究では指摘されておらず、本論で明らかになった興味
深い事実といえる。A 基準 B 基準全てを含めた 63 曲のうち、作品内で単独の楽曲は 38 曲
で、全体の半分以上を占める。２曲のシークエンスは 11 組 22 曲で、うち双方とも A 基準
のものは３組である。３曲以上のシークエンスは 1713.01/Gg1のみで、これはA基準のGg1a















２つ入る 6/8 に相当する拍子で記譜されている楽曲 32 曲（譜例 ４-１、譜例 ４-２も参照）
と、付点二分音符が２つ入る 6/4 に相当する拍子で記譜されている楽曲 20 曲の２つの系統
に大別され、このほかに 12/8 で記譜されている楽曲が２つある。記譜上の拍子記号と実質
的な拍子の対応関係は表に示すとおりであるが、「6/8」と記譜された楽曲は全て実質的に
6/8 であるのに対し、「6/4」という記譜がされている楽曲でも実質的には 6/8 である楽曲も
あることには留意されたい。実質的に 3/4 で記譜されたものや、単純２拍子のジーグは存
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記譜 6/4 (24) 6/8 (25) 3/8 (1) 8/6 (2) 12/8 (1) 3/12 (1) 
数 20 4 25 1 2 1 1 
実質 6/4 (20) 6/8 (32) 12/8 (2) 
他の舞踏種で用いられる実質的な拍子が比較的１種類に収束する傾向を示している中




MGG2）5。18 世紀フランスの辞典でも、フランスのオペラで用いられるジーグが 6/8 で作
曲されると記述があった（Rousseau 1768: 234）。本研究の結果はこれらの記述を統計的に
裏付けるものである。 
尚、後述のリズム型の分析において、実質的拍子が 6/8 および 12/8 の楽曲は付点四分音
符、6/4 のものは付点二分音符にビートの単位を置いて分析を行う。本文中でジーグのリ







パルス１つを加えた長さのものが５曲ある。１曲のみ 1708.01/Gg1a は実質 12/8 拍子の楽曲
だが、１小節の冒頭でパルス２つ分休符が入る。 
スキーマとの比率で考えた場合、スキーマ全体、およびアウフタクト無しの楽曲が７曲、
スキーマの 1/3 の長さの楽曲が９曲、スキーマの 1/2 の長さの楽曲が 33 曲、スキーマの 2/3
の長さの楽曲が５曲ある。様々な形態がある中で、ソティヤン＝アウフタクトで開始され
                                                        
3 ２拍子のジーグとしては、初期のリュート用の楽曲のほか、J.S.バッハの《イギリス組曲》第
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 なし パルス１ パルス２ パルス 1.5（ソティヤン＝アウフタクト） 














各ストレイン冒頭のアウフタクトの形態は、３件（ 1693.02/Gg2, 1708.01/Gg1a, 
1709.02/Gg2a）以外は全て共通したものである。 
形式 











almost constant use of the “sautillant” figure」（LJ 1991: 145）という意見で一致している。既
                                                        
6 行はアウフタクト全体の長さがスキーマより長いか否かを、列はスキーマ単位で捉えた場合
のアウフタクトの長さをまとめている。 
7 ただしこのソティヤン＝アウフタクトを GMO でカナリーに由来するとしている件について
は検証が必要である。本論 p. 215 参照。 
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箇所、全体の 53%がソティヤン（ ）を持っていた。次いで多いのが長短型（ ）で、こ
れは 458 箇所で確認される。長短系に属さないものは、両義的な均等な音価の型（ ）が
190 箇所、短長型（ ）が 51 箇所である（表 ７-７）。ここでは冒頭の音符が直前の音か
らタイでつながっているスキーマは除いている。 
表 ７-７：ジーグで用いられる主要なリズム型 
タイプ 旋律のリズム型 総数 使用率 タイプ別使用率 
全拍系  358 13% 13% 
短長系   51 2% 2% 
 2 1%未 
両義的  190 7% 7% 
長短系  458 17% 70% 
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0% ~12.5% ~25% ~37.5% ~50% ~62.5% ~75% ~87.5% ~100%
全拍 0 29 17 7 0 0 0 0 0
短長 37 15 2 0 0 0 0 0 0
両義 27 22 1 1 1 1 0 0 0









0 0 0 0 0 0
27
22
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8 本論４-３-５参照。 
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6/8 で八分音符の連続で構成され、さらに３つずつにスラーが掛けられている。このほか
に 1708.01/Gg1a もソティヤンを一切用いず、長短系は単純長短（ ）しか用いない。興味
深いことに、1706.02/Gg1a に連続して演奏される 1b は GIGUE.とタイトルがつけられた声
楽曲だが、こちらはソティヤンのリズムが中心になっている。 
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A 基準 54 曲のジーグの分析の結果、３曲を除いてソティヤンが支配的な、いわゆるフラ
ンス風ジーグであった。楽曲の 6/4 と 6/8 で記譜されるものが混在している。アウフタク
















                                                        
9 1705.03PHI/1705 はコンデンス・スコアのため、旋律とバスしか記載されておらず、この譜例
は双方の声部をそのまま翻刻した。 
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10 先行研究では Canarie/Canary と Canario という２通りの用語法で、時代によるカナリーの概
念を分けているように見える。GMO では Canary と Canario という２つの項目が立てられ、こ
のうち Canario がカナリーのもとになったカナリア諸島の古い舞踊形式を指すものとして採用
され、Canary の項目は宮廷舞踊としてのカナリーを、初期のものであるスペインとイタリアの
カナリオ Canario と、後期のものであるフランスのカナリ Canarie に分けて著述している（用語




特徴はバロック・ダンスの時代には失われてしまった（MGG2 Sach. 2: 364-368）。 
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ばしば参照されるルソーがカナリーを「ジーグの一種Espece de Gigue」（Rousseau 1768: 69）






















                                                        
12 本論で研究対象とする舞踏種のうち、カナリーだけは MGG1 に項目が存在しない。 
13 […] but the canarie has a slightly faster tempo, a consistently balanced phrase structure, and a 
simpler texture without much counterpoint. 
14 Canaries are very similar to gigues, especially in the frequence of dotted rhythms, but differ in 
several ways. Their more rapid movement leads to a less studied compositional form: their proportions 
remain modest, their phrases shorter and their phrase structures more regular than those of the gigue. 
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唯一である。カナリーは、ルイ 14 世治世中にオペラ座では流行から外れた可能性がある。 




随する B 基準の楽曲は存在しない。さらに、カナリーには声楽曲も存在しない。A 基準 B
基準全てを含めた 26 曲のうち、作品内で単独の楽曲は 14 曲で、２曲のシークエンスは６










音符が２つ入る 6/8 と同じ記譜法で書かれている楽曲が 24 曲と大きな割合を占めている。
他には八分音符が３つ入る 3/8 に相当する楽曲と、四分音符が３つ入る３ないし 3/4 に相
当する楽曲が１つずつあるのみである。これらの２つはそれぞれ記譜上の拍子記号と実質
                                                        
15 後述の注 16 参照。 
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的な拍子が一致している。「3/8」で記譜されたこれ以外のものと、「6/4」で記譜されてい
るもの全ては、実質的には 6/8 である。先行研究でカナリーは 3/8 ないし 6/8 が用いられる
ことが指摘されていたが（GMO）、統計の結果はこれを裏付けるものである。一方でウッ




型を示す音符の例は、最も楽曲数の多い 6/8 での音価にしたがって表す。 
アウフタクトの形態 

















                                                        
16 これは恐らく J.-B.リュリの《町人貴族 Le bourgeois gentilhomme》（初演：1670）のカナリー
LWV43/6 を指すものと思われる。 
17 Some canaries have an upbeat but most do not. 
18 a quaver–crotchet upbeat borrowed from another popular dance, the Canary. 
19 尚、GMO、MGG2 共にカナリーの記事ではこのリズムが固有のものであることは述べられ
ておらず、事典項目で相互参照がなされていない。 
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ーでは一切観察されないものであった。GMO の記述が何を根拠にしたのかまったく不明














唯一の通常のロンドーは 1702.02/Cn1 で、これはクープレを２つもつ。1693.03/Cn1 は今
回参照した資料でタイトルの位置に CANARIES（1693.03MED/1694: l）とあり、次のペー




1690.02/Cn1 は、８小節の A（T0 -T8, 12-20）と４小節の B（T8-12）と C（T20-24）が交互
に演奏され、最後に別の４小節の D が２度繰り返される（T24-28, 28-32）というもので、




フランが２、クープレが３、1690.02/Cn1 の４ストレインで、合計 55 である。 
リズム型の使用率 
旋律のリズムについて先行研究で言及されていることは、ジーグとほぼ共通している。
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タイプ 旋律のリズム型 総数 使用率 タイプ別使用率 
全拍系  112 12% 12% 
短長系  3 1%未満 1%未満 
両義的  15 2% 2% 
長短系  108 12% 82% 
 644 72% 
ソティヤンの突出した頻度は、これがカナリーを特徴付けるリズム型と判断するに十分
である。この使用率はジーグを抜いている。次に多い単純な長短型（ ）もあわせた長短









わかる（図 ７-２）。さらに全 26 曲中短長系を一つも用いないものが 23 曲、両義的リズム
型を用いないものが 20 曲存在し、長短系以外の系統の型は総じて用いられないことが明確
である。 
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カナリーでは速度標語は１つも観察されなかった。GMO では 18 世紀の著述家たち









0% ~12.5% ~25% ~37.5% ~50% ~62.5% ~75% ~87.5% ~100%
全拍 1 14 11 0 0 0 0 0 0
短長 23 3 0 0 0 0 0 0 0
両義 20 6 0 0 0 0 0 0 0




0 0 0 0 0 0
23
3
0 0 0 0 0 0 0
20
6
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一されたカナリーの型の存在を浮き彫りにする結果といえる。A 基準 26 曲のカナリーの分
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A 基準の楽曲は 32 曲であった。これらは原則として全て楽曲冒頭に Loure ないし Lovre
という語句が含まれていた。1697.04/Lr1a は初版の 1697.04EGA/1697/I では〈AIR POUR LES 
RIS ET POUR LES PLAISIRS〉とタイトルが付いていたのが、第３版 1697.04EGA/1699/III
では〈LOURE POUR LES RIS ET POUR LES PLAISIRS〉と変化している。B 基準に相当す
る楽曲は９曲あった。これらは全て声楽曲で、A 基準の楽曲の後に演奏されるようになっ
ルイ 14 世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 第７章 統計と分析：複合拍子系舞踏種 ジーグ、カナリー、ルール 
222 
ていた。なお、リトルが「最もよく知られていた 18 世紀のルール」（GMO ; LJ 1991: 187）
としている〈恋の征服者よ Aimable vanqueur〉は本論の 1700.03HES に含まれる楽曲で、
1700.03HES/1700/I、1700.03HES/1701/II、1700.03HES/1701/III（いずれも p. 158）20に記載
されているが、いずれも資料上のタイトルは〈SECOND AIR.〉となっており、ルールとい
う語句が含まれていないため、〈アシルのブーレ〉と同じく（本論 p. 53 参照）研究対象と
はしない。 
A 基準 B 基準全てを含めた 41 曲のうち、作品内で単独の楽曲は 21 曲で、全体の約半分


















法で書かれている楽曲が 28 曲で大きな数を占め、他は四分音符が３つ入る 3 ないし 3/4 に
相当するものが４曲ある。これらは全て冒頭にも「３」と表記してあり、メヌエットやサ
ラバンドなどの書法と一致する。6/8 に相当する細かい音価の記譜法で書かれているもの
は存在しない（表 ７-９）。尚、3/2 と 6/4 は小節線の間隔で捉えると同一の音価が入るが、
                                                        
20 直後の声楽曲も同旋律で、この楽曲の歌詞が« Aymable Vainqueur, »で始まる。 
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る上では 6/4 とみなし、１小節あたりスキーマ２つで捉えている。 
表 ７-９：ルールで用いられる拍子記号と実質的な拍子 
記譜 6/4 (26) 3/2 (1) 63 (1) 3 (4) 
数 28 4 
実質 6/4 (28) 3/4 (4) 

















 なし パルス１ パルス 1.5 





スキーマ以上 ：1 曲 ：5 曲  
18 世紀の複数の文献がルールの特徴としてソティヤン＝アウフタクトに相当するアウ
フタクトを挙げていることが指摘されている（MGG2）。また、ソティヤン＝アウフタクト
                                                        
21 行はアウフタクト全体の長さがスキーマより長いか否かを、列はスキーマ単位で捉えた場合
のアウフタクトの長さをまとめている。 
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のソティヤン＝アウフタクト（ ）に、もう一方で１スキーマ分の型（ ; ）が付け足
された形（  ; ）になっており、スキーマ単位でのアウフタクトの形状に変化は
無い。 
形式 
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れ以外のリズムが用いられる可能性も示唆されている。 










タイプ 旋律のリズム型 総数 使用率 タイプ別使用率 
全拍系  120 9% 9% 
短長系  105 8% 13% 
/  ④ 62 (56+6) 5% 
両義的  ③ 169 13% 14% 
 2 1%未 
長短系  ② 117 9% 51% 
 /  ① 548 (536+12) 42% 
その他  10 1%  
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ルールは 32 曲中１曲に「Lentemente」（1702.03/Lr1）、２曲（１シークエンス）に「Lentement 
0% ~12.5% ~25% ~37.5% ~50% ~62.5% ~75% ~87.5% ~100%
全拍 0 26 5 1 0 0 0 0 0
短長 4 15 10 3 0 0 0 0 0
両義 4 12 10 5 1 0 0 0 0
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この楽曲は第１版（1697.04EGA/1697/I）では〈AIR POUR LES RIS ET POUR LES PLAISIRS〉
とタイトルがつけられていたのが、第３版（1697.04EGA/1699/III）で〈LOURE POUR LES 
RIS ET POUR LES PLAISIRS〉と変更になったのだが、1697.04EGA/1697/I でつけられてい
た「Gay」という指示は、（1697.04EGA/1699/III）では書き込まれていない。すなわち、タ
イトルにルールという語句が入ったと同時に、「陽気に Gay」という指示が取り除かれてい
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で書かれているものが１曲ある。唯一３声で書かれた 1700.01/Lr1a はシークエンスで、後




















規則なフレーズの長さを採用している for Lully at least, invites more use of cross rhythm and 




を２回ずつ繰り返すという手法が見られ、1685.02/Lr1 は T1-2, 5-6, 11-12, 14-15 で、
                                                        
22 ここで示唆されている楽曲は LWV50/29 に相当するが、本論の研究対象資料ではこの楽曲は
loure とタイトルがつけられていなかったため、研究の対象外である（1674.01ACT/1708/I およ
び 1674.01ACT/1708/II での表記：Air pour les Matelots (p. 49)）。 
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ルは 13 曲と、全体の半数以下にとどまり、ジーグが 88%、カナリーは 100%であるのとは
対照的である。これらに比べて、ルールは比較的自由にリズム型を用いて作曲されるもの
であったことが伺える。 
例として、1699.03/Lr1 を挙げる（譜例 ７-５）。拍子記号も実質的にも 6/4 拍子で、八分
音符－四分音符のソティヤン＝アウフタクトで開始される。二部形式で前半が７小節（14
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カナリーが 6/8、ルールが 6/4 が殆どで、ジーグは両者とも用いられるほか、一部では 12/8
に相当するものも用いられる。アウフタクトはジーグとルールが様々な形態をとるものの、
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 Gg Cn Lr 







53% 72% 48% 
１曲でソティヤンが半分以上を
占める楽曲の数 
46 (88%) 26 (100%) 13 (41%) 
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 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(1) 
武蔵野音楽大学大学院 平成 26年度学位（博士）論文 







名、オペラ座での初演日時を付して記載する。初演年はピトゥの The Paris Opéra: An 
























Cambert, Robert (c1628-1677) 初演：1671/03/19（Pitou 1983: 294, 336） 
 
1671.01POM/1671 
POMONE, / PASTORALE / MISE / EN MUSIQUE / Par Monsieur CAMBERT, Intendant de la / 
Musique de la Reine Mere. 







Les Peines et les plaisirs de l'amour (1672.01PPA) 
Cambert, Robert (c1628-1677) 初演：1672/04/08（Pitou 1983: 286, 336） 
 
                                                        
1 同書は本文中の記述と、巻末の Appendix Iの記述にしばしば齟齬があることを確認して
いる。原則として本論では本文中の記述に準拠したが、Appendix Iの記述に準拠する場合
は本文と Appendix I双方の参照ページを併記した。 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(2) 
1672.01PPA/1672 
LES PEINES / ET / LES PLAISIRS / DE L'AMOUR. / PASTORALE, / Mise en Musique par Mr. 
Cambert, Intendant / de la Musique de la Reine Mere. 







Les Fêtes de l'Amour et de Bacchus (1672.02FAV) 





Cadmus et Hermione (1673.01C&H) 





Alceste, ou Le triumphe d'Alcide (1674.01ACT) 
Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1674/01/19（Pitou 1983: 143） 
 
1674.01ACT/1708/I 
Alceste / Tragedie / Mise en Musique / Par feu Monseur De Lully, Écuyer, / Conseiller-Secretaire du 
Roy, Maison, Couronne / de France Et de Ses Finances, et Sur-Intendant / de la Musique de Sa 
Majesté. / Premiêre Edition. / Gravée Par H. De Baussen 





ALCESTE. / TRAGEDIE. / MISE EN MUSIQUE. / Par Feu Mr. De Lully Escer. Coner. / Secretaire 
du Roy, Maison Couronne / de France et de Ses Finances, et Sur- / Intendant de la Musique de Sa 
Majesté. / SECONDE EDITION. / Gravée par H. De Baussen. 






 1674.01ACT/1708/I 1674.01ACT/1708/II 
1674.01/Gv1ab 
[LWV50/31] 
52-53: 2.e Air. Gavotte – Vne Nymphe 
Et Céphise Chantent Alternativement 
Ce qui Suit Avec Le Choeur. « Jeunes 
coeurs, laisséz vous prendre, » 
52-53: 2.e Air. Gavotte – Vne Nymphe Et 
Céphise Chantent Alternativement Ce qui 
Suit Avec Le Choeur. « Jeunes coeurs, 








 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(3) 
1675.01THE/1688/I 
THESÉE / TRAGEDIE / MISE / EN MUSIQUE / Par Monsieur DE LVLLY, Sur-Intendant de la 
Musique du Roy. Paris. 






THESÉE. / TRAGEDIE. / MISE EN MUSIQUE. / Par Feu Mr. De Lully Escer. Coner. / Secretaire du 
Roy, Maison Couronne / de France et de Ses Finances, et Sur- / Intendant de la Musique de Sa 
Majesté. / SECONDE EDITION. / Gravée par H. de Baussen. 
Henri de baussen[Debaussen], 1711, 230 p. 
資料形態：PR、縦長、彫版印刷 
本論で閲覧した資料：1734.j.w: https://archive.org/details/thesetragediesec00lull【Internet Archive
の資料を参照：Brigham Young University, BYU Brussels Opera and Ballet】 
 
 1675.01THE/1688/I 1675.01THE/1711/II 
1675.01/Mn1 293-295: UN BERGER. / MENUET. 
« L’Amour plaist mal ses peines, » 
189: Un Berger / Choeur« L’Amour 
plaist mal ses peines, » 




Le Carnaval mascarade (1675.02CAR) 






Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1676/08（Pitou 1983: 164） 
 
1676.01ATY/1689/I 
ATYS / TRAGEDIE / MISE / EN MUSIQUE / Par Monsieur DE LVLLY, Escuyer, Conseiller, 
Secretarie du Roy, / Maison Couronne de France & de ses Finances ; Et Sur-Intendant / de la 
Musique de sa Chamble. / PARTITION génelare, Imprimée pour la premiere fois. 
Jean Christophe Ballard, 1689, 318 p. 
資料形態：PG、縦長、活版印刷 作曲者死後初版 
本論で閲覧した資料：VM2-24 (A): http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b9062424c 
 
1676.01ATY/1708/II 
ATYS / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par feu Monsieur De Lully, Écuyer, Conseiller / 
Secreetaire du Roy, Maison, Couronne de France / Et de Ses Finances, et Sur-Intendant de la 
Musique / de Sa Majesté. / Seconde Edition / Grauée Par H. de Baussen 





ATYS / TRAGEDIE. / MISE EN MUSIQUE. / Par Feu Mr. De Lully, Escer. Coner. / Secreetaire du 
Roy, Maison, Couronne / de France et de Ses Finances, et Surjntendant / de la Musique de Sa 
Majesté. / SECONDE EDITION. / Grauée par H. de Baussen、縦長、彫版印刷 
Henri de baussen[Debaussen], 1709, II, 225 p. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 








ATYS, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur DE LULLY, Ecuyer-Conseiller / 
Secretaire du Roy, Maison, Couronne de France / & de ses Finances, & Sur-Intendant de la Musique 
/ de Sa Majesté. / SECONDE EDITION. 









24-26: Air pour la suite de Flore. (p. 
26: On reprend la Gavotte 
precedente. Page 24.) 
15: Air pour la suite de Flore: Gavotte En 




41-42: MENUET. 26: Menuet 
1676.01/Mn2a 
[LWV53/77] 
249-250: {no title} 181-182: Menuet 
1676.01/Mn2b/f 
[LWV53/78] 
250: {no title} « D’une constance 
extréme » 




251-252: {no title} (p. 260: On 





253-255: CHOEUR. « Un grand 
calme est trop fascheux, » 
183-184: Choeur « Un grand calme est 




Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1677/08（Pitou 1983: 239） 











Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1679/01/31（Pitou 1983: 178） 
 
1679.01BEL/1679/I 
BELLEROPHON / TRAGEDIE. / MISE EN MVSIQVE. / Par Monsieur DE LVLLY, / Sur-Intendant 
de la Musique / du Roy. 











BELLEROPHON, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur DE LULLY, Ecuyer-
Conseiller- / Secretaire du Roy, Maison, Couronne de France / & de ses Finances, & Sur-Intendant 
de la Musique / de Sa Majesté. / SECONDE EDITION. 




 1679.01BEL/1679/I 1679.01BEL/1714/II 
1679.01/Mn1a 
[LWV57/7] 
17[L]: Vn Berger chante ce 
Menüet alternativement aprés 
les Instruments. (p. 19[L]: On 
reprend depuis le Menuet.) 
16: Vn Berger chante ce Menuet Suivant 
Alternativement aprés les Jnstruments. 
« Pourquoy n’avoir pas le coeur tendre ? » 




18[L]-18[R]: Menuet pour les 
Berges. 
17: Menuet pour les Bergers. 
1679.01/Mn1d/f 
[LWV57/10] 
18[R]-19[L]: BACCHUS ET 
PAN « Tout est paisible sur la 
terre, » 
17-18: Bacchus et Pan. « Tout est paisible 





149: Entr’Acte.[TABLE: « Menuet »] 





Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1680/02/03（Pitou 1983: 297） 
 
1680.01PRO/1680/I 
PROSERPINE / TRAGEDIE / MISE EN MVSIQUE / Par Monsieur DE LVLLY, / Sur-Intendant de 
la Musique du Roy. 





PROSERPINE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par feu Monsieur DE LULLY, Escuyer, 
Conseiller- / Secretaire du Roy, Maison, Couronne de France & de ses Finances, & Sur-Intendant 
de la Musique de / Sa Majesté. / SECONDE EDITION. 
Jean Christophe Ballard, 1707, II, 427 p. 
資料形態：PG、縦長、活版印刷 「第２版」 
本論で閲覧した資料：VM2-53: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b8446948z 
＊組段の配置は 1680 とほぼ同一。丁付けがプロローグと本編に一貫してふられる。 
 
1680.01PRO/1714/III 
PROSERPINE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur DE LULLY, Ecuyer-Conseiller- 
/ Secretaire du Roy, Maison, Couronne de France / & de ses Finances, & Sur-Intendant de la 
Musique / de Sa Majesté. / SECONDE EDITION. 










PROSERPINE, TRAGEDIE / EN MUSIQUE / Par Monsieur DE LULLY, Ecuyer-Conseiller-
Secretaire / du Roy, Maison, Couronne de France & de ses Finances, / & Sur-Intendant de la 
Musique de Sa Majesté; / REPRÉSENTÉE POUR LA PRÉMIÉRE FOIS, / par l'Academie Royale 
de Musique, le troisiéme jour de Fevrier 1680. / TROISIÉME EDTION, DE CINQ MANIERES, / 
differentes de la Partition générale. 






LES AIRS / DE LA TRAGEDIE / DE / PROSERPINE, / Propres à Chanter & à Joüer surtoutes sortes 
/ d'Instruments. / Par Monsieur DE LULLY, / Ecuyer- / Conseiller-Secretaire du Roy, Maison, / 
Couronne de France & de ses Finances, / & Sur-Intendant de la Musique de / Sa Majesté. 





 1680.01PRO/1680/I 1707/II 1714/III 1715/IV 1715air 
1680.01/Gv1 
[LWV58/9] 
[p]55: GAVOTTE. 55: GAVOTTE. 35: GAVOTTE. 【記載なし】 
1680.01/Mn1a 
[LWV58/10] 
[p]56: Ce Menüet se 
jouë alternativement 
avec la Chanson qui 
suit. 
56: MENUET. On 
le jouë 
alternativement 
avec le Duo qui 
suit. 
36: On jouë ce 
MENUET 
alternativement 





[p]57: LA FELICITE 
ET L'ABONDANCE. 
« Il est temps que 
l’amour nous 
enchaîne, » 
57: LA FELICITE 
ET 
L’ABONDANCE. 


















[p]71: Ce Menüet se 
jouë alternativement 
avec la Chanson qui 
suit. 
71: MENUET. Ce 
Menuet se jouë 
alternativement 
avec l’Air qui suit. 
45: MENUET, 
qui se jouë 
alternativement 





[p]72: LA FELICITE. 
« Que l’Amour est 
doux à suivre ! » 
72: LA FELICITÉ. 
« Que l’Amour est 
doux à suivre ! » 
46: LA 
FELICITÉ. 
« Que l’Amour 
est doux à 
suivre ! » 
6-7: La 
Felicité. « Que 
l’Amour est 
doux à 




AIR. « Belle fleurs, 
charmant 
ombrage, » (p. 132: 
On reprend la 
second Couplet de 




« Belle fleurs, 
charmant 
ombrage, » (p. 
204: On reprend la 
second Couplet de 




AIR. « Belle 
fleurs, charmant 
ombrage, » (p. 
181: On reprend 
la second 
























Le Triomphe de l'Amour (1681.01TAM) 
Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1681/05/10（Pitou 1983: 294） 
 
1681.01TAM/1681/I 
LE TRIOMPHE / DE / L’AMOUR, / BALLET ROYAL, / MIS EN MUSIQVE / Par Monsieur DE 
LVLLY, Sur-Intendant de la Musique / du Roy. 







21: MENUET POUR LES MESMES. 
1681.01/Mn1b 
[LWV59/7] 
22-23: DEUXIESME MENÜET POUR LES MESMES. 
1681.01/Mn2a/f 
[LWV59/9] 
25: DEUX PLAISIRS. « Vn coeur toûjours en paix sans Amour sans desirs, » 
1681.01/Mn2b 
[LWV59/10] 
26-27: MENUET POUR LES PLAISIRS. (p. 27: Les deux Plaisirs chantent le second 
couplet de l’Air cy-devant, & l’on reprend le Menuet des Plaisirs.) 
1681.01/Mn3a 
[LWV59/22] 
61-62: MENUET POUR LES MESMES. 
1681.01/Mn3b/f 
[LWV59/23] 








68-69: GAVOTTE POUR ORITHIE ET SES NYMPHES. 
1681.01/Mn4 
[LWV59/52] 
152-153: MENUET POUR LES MESMES. 
1681.01/Ch1 
[LWV59/53-55] 
154-173: CHACONNE POUR LES MESMES. – CHOEUR D'INDIENS. « Pourquoy tant 




Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1682/04/17（Pitou 1983: 288） 
 
1682.01PER/1682/I 
PERSÉE, / TRAGEDIE / MISE / EN MUSIQVE, / Par Monsieur de Lully, Escuyer, Conseiller / 
Secretaire du Roy, Maison, Couronne de / France & de ses Finances, & Sur-Intendant / de la 
Musique de Sa Majesté. 
Jean Christophe Ballard, 1682, II, XLVIII, 328 p. 
資料形態：PG、縦長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：VM2-60 (A-B-C): http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b9062765b 
 
1682.01PER/1710/II 
PERSÉE. / TRAGEDIE. / MISE EN MUSIQUE. / Par Feu Mr. De Lully Escer. Coner. / Secretaire du 
Roy, Maison Couronne de France et de Ses Finances, et Sur-Jntendant / de la Musique de Sa Majesté. 
/ SECONDE EDITION. / Gravée par H. de Baussen. 
Henri de baussen[Debaussen], 1710, II, 229 p. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 






 1682.01PER/1682/I 1682.01PER/1710/II 
1682.01/Gg1 
[LWV60/71] 
248-249: GIGUE.  190-191: Gigue. 
1682.01/Mn1ab 
[LWV60/72] 
250-251: [no title] – UN ETHIOPIEN. 
« Nostre espoir alloit faire naufrage, »  
191-192: Menuet. – Vn Ethiopien. 
« Nôtre espoir alloit faire naufrage, » 
1682.01/Mn1cd/f 
[LWV60/73] 
251-254: RONDEAU. – UN 
ETHIOPIEN. « Que n’aimez-vous 
Coeurs insensibles ? » (p. 254: Les 
Instruments achevent le reste du 
Menüet, & l’Ethiopien chante le 
second couplet, & en suite on reprend 
la Gigue page 248. aprés laquelle 
Cephée chante ce qui suit.) 
192-193: Rondeau. – Un Ethiopien. 
« Que n’aimez-vous Coeurs 
insensibles ? » (p. 193: Les 









Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1683/04/27（Pitou 1983: 289） 
 
1683.01PHA/1683/I 
PHAËTON, / TRAGEDIE / MISE / EN MUSIQUE, / Par Monsieur de Lully, Escuyer, Conseiller / 
Secretaire du Roy, Maison, Couronne de / France & de ses Finances, & Sur-Intendant / de la 
Musique de Sa Majesté. 





PHAËTON. / TRAGEDIE. / MISE EN MUSIQUE. / Par Feu Mr. De Lully Escer. Coner. / Secretaire 
du Roy, Maison, Couronne de / France et de Ses Finances, et Surjntendant / de la Musique de Sa 
Majesté. / SECONDE EDITION. / Gravée par H. de Baussen. 




 1683.01PHA/1683/I 1683.01PHA/1709/II 
1683.01/Mn1a 
[LWV61/6] 
xi-xij: TROUPE D'ASTRÉE 
DANSANTE. (p. xij: Le Menüet 
suivant se chante alternativement 
avec le precedent.) 
9: Troupe d’Astrée dansante. (p. 10: 
On reprend l’air à danser Et Ensuitte 
on chante le 2.e Couplet.) 
1683.01/Mn1b/f 
[LWV61/7] 
xij: TROUPE D'ASTRÉE 
CHANTANTE. « Dans ce lieux, tout 
rit sans cesse; » 
9-10: Troupe de Compagnes d’Astrée 
Chantante. « Dans ce Lieux, tout rit 
sans cesse; » 
1683.01/Br1a 
[LWV61/15] 
xlix-l: Bourée pour les Suivants de 
Saturne, & les Suivantes d'Astrée. 
31: Boureé pour les Suivans de 
Saturne et d’Astrée 
1683.01/Br1b/f 
[LWV61/16] 
lj: CHOEUR DES SUIVANTES 
D’ASTRÉE. « Plaisirs, venez sans 
crainte, » 
31-32: Choeur de Suivantes d’Astrée. 
« Plaisirs, venez sans crainte, » 
1683.01/Ch1 94-104: CHACONNE. Où dancent 111-115: Chaconne. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 






une Troups d'Egyptiens & 
d'Egyptiennes. Une Troupe 
d'Ethiopiens & d'Ethiopiennes. Une 
Troupe d'Indiens & d'Indiennes. 
1683.01/Br2 
[LWV61/67] 
250-251: BOURÉE POUR LES 
EGYPTIENS. PREMIER AIR. 
199: Bourée Pour les Egyptiens. 
 
 
Amadis de Gaule (1684.01AMA) 
Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1684/01/15（Pitou 1983: 148） 
 
1684.01AMA/1684/I 
AMADIS, / TRAGEDIE / EN MUSIQVE. / Par Monsieur de Lully, Escuyer, Conseiller / Secretaire 
du Roy, Maison, Couronne de / France, & de ses Finances, & Sur-Intendant / de la Musique de Sa 
Majesté. 





AMADIS. / TRAGEDIE. / MISE EN MUSIQUE. / Par Feu Mr. De Lully Escer. Coner. / Secretaire 
du Roy, Maison Couronne / de France et de Ses Finances, et Sur-Jn- / tendant de la Musique de Sa 
Majesté. / SECONDE EDITION. / Gravée par H. de Baussen. 




 1684.01AMA/1684/I 1684.01AMA/1711/II 
1684.01/Gg1a 
[LWV63/5] 
xvij-xix: SECOND AIR.; GIGUE. 10-11: Second Air. Gigue. 
1684.01/Gg1b/f 
[LWV63/6] 
xx: Une des Suivantes d'Urgande. 
« Les Plaisirs nous suivront 
desormais ; » 
11-: Vne des Suivantes D’Vrgande « Les 
Plaisirs nous suivront désormais ; » 
1684.01/Mn1a 
[LWV63/57] 





189-190: Deux Suivantes d'Urgande 
chantent l'Air qui suit 
alternativement avec le Menuet. 
« Coeurs accablez de rigueurs 
inhumaines, » 
155-156: Deux Suivantes d’Urgande 
chantent l’air qui Suit Alternativement 
avec le Menuet. « Coeurs accablez de 




235-272: CHACONNE. – LE 
GRAND CHOEUR. « Chantons 
tous en ce jour La gloire de 
l'Amour. » [etc.] 
185-204: Chaconne. – Le Grand 
Choeur. « Chantons tous en ce jour la 




Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1685/03/08（Pitou 1983: 304） 
 
1685.01ROL/1685/I 
ROLAND, / TRAGEDIE / MISE / EN MUSIQUE, / Par Monsieur de Lully, Escuyer, Conseiller / 
Secretaire du Roy, Maison, Couronne de / France & de ses Finances, & Sur-Intendant / de la 
Musique de Sa Majesté. 









ROLAND. / TRAGEDIE. / MISE EN MUSIQUE. / Par Feu Mr. De Lully Escer. Coner. / Secretaire 
du Roy, Maison, Couronne de / France et de Ses Finances, et Sur-jntendant / de la Musique de Sa 
Majesté. / SECONDE EDITION. / Gravée par H. de Baussen. 
Henri de baussen[Debaussen], 1709, II, 233 p. 
資料形態：PR、縦長、彫版印刷 
本論で閲覧した資料：RES VM2-36: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b90628203 
 





11: Premier Menuet. Premiere Entrée. 
1685.01/Mn1b 
[LWV65/5] 
xx: MENUET. 11: Second Menuet 
1685.01/Mn1c/f 
[LWV65/6] 
xxj-xxij: Choeur des Fées. « Que la 
Guerre est effroyable! » (p. xxij: On 
reprend les deux Menuets precedents, 
Les Fées redisent leur Choeur, puis on 
rejouë encore fois le premier Menuet.) 
12-13: Choeur de Feés. « Que la 
Guerre est effroyable! » (p. 13: On 
reprend les deux Menüets précedents, 
Les Fées redisent leur Choeur, Puis on 





xxxvj-xxxvij: SECONDE ENTRÉE. ; 
Les Genies & les Fées font un essay de 
Danses & des Chansons qu'il veulent 
preparer. ; GIGUE. 




xxxvij-xxxviij: GAVOTTE. 24-25: Gavotte. 
1685.01/Gv1b/f 
[LWV65/13] 
xxxix-xlij: Une Fée chante ce qui suit, 
& les Choeurs des Genies et des Fées 
luy respondent. « C’est l’Amour qui 
nous menace: » 
25-26: Vne Fée chante cequi Suit, Et 
les choeurs des Genies et des Fées luy 




118: ENTRÉE. GAVOTTE. 106: Entrée. Gavotte. 
1685.01/Ch1 
[LWV65/56-59] 
161-210: CHACONNE. – 
CHOEURS. « C'est Medor qu'une 
Reyne si belle » [etc.] 
140-158: Chaconne. – Choeurs. 




245: MENUET. 181: Menuet. 
1685.01/Mn2b/f 
[LWV65/66b] 
246: {no title} HAUTBOIS. 181: {no title} hautbois. 
 
 
L'Idylle sur la paix (1685.02IDP) 
Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1685/11 or 12（Pitou 1983: 238） 
 
1685.02IDP/1685 
IDYLLE / SUR LA PAIX, / AVEC L'EGLOGUE / DE VERSAILLES, / ET PLUSIEURS PIECES 
DE SYMPHONIE, / MISES EN MUSIQUE / PAR MONSIEUR DE LULLY, ESCUYER, 
CONSEILLER / Secretaire du Roy, Maison, Couronne de France & de ses Finances, / & Sur-
Intendant de la Musique de Sa Majesté. 
Jean Christophe Ballard, 1685, II, 140 p. 
資料形態：PG、縦長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：RES VM2-37: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b9062823b 
 
 1685.02IDP/1685 
1685.02/Mn1 16: MENÜET 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 











46: RONDEAU. MENUET. 
 
 
L'Eglogue de Versailles (1685.03EGV) 
Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1685（Pitou 1983: 218） 
1685.02IDP/1685 








Le Temple de la paix (1685.04TEP) 
Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1685/10/20（Pitou 1983: 318） 
 
1685.04TEP/1685/I 
BALLET / DU TEMPLE / DE LA PAIX. / Dansé devant Sa Majesté à Fontainebleau. / MIS EN 
MUSIQVE / Par MONSIEVR DE LVLLY, CONSEILLER / Secretaire du Roy, Maison, Couronne 
de France, & de ses Finances, / & Sur-Intendant de la Musique de Sa Majesté. 























125-126: Entrée de Bretons et Bretonnes. PASSEPIED. 
1685.04/Pp1b/f 
[LWV69/31] 






128: Deux Bretonnes. « La Paix revient dans cét azile, » 
1685.04/Mn2c 
[LWV69/34] 
129: SILVANDRE, CLIMENE, & SILVIE. MENUET. 
1685.04/Ch1 
[LWV69/44, 45] 
177-216: CHOEURS. « Chantons tous sa Valeur triomphante, » – 
CHACONNE. (p. 197: On recommance le Choeur, Chantons tous sa Valeur 
triomphante, page 177. jsques á ce mot fin. Et en suite l’on prend la Chaconne.) 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 





Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1686/02/15（Pitou 1983: 162） 
 
1686.01ARM/1686/I 
ARMIDE, / TRAGEDIE / MISE / EN MUSIQUE, / PAR MONSIEVR DE LVLLY, ESCVYER, 
CONSEILLES / Secretaire du Roy, Maison, Couronne de France & de ses Finances, / & Sur-
Intendant de la Musique de Sa Majesté. 
Jean Christophe Ballard, 1686, II, LXII, 271 p. 
資料形態：PG、縦長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：RES VM2-40: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b9062826k 
 
1686.01ARM/1710/II 
[ARMIDE, / TRAGEDIE...] 
Henri de baussen[Debaussen], 1710, 188 p. 
本論で閲覧した資料：なし 




ARMIDE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur DE LULLY, Ecuyer-Conseiller- / 
Secretaore du Roy, Maison, Couronne de France / & de ses Finances, & Sur-Intendant de la Musique 
/ de Sa Majesté. / SECONDE EDITION. 
Christophe Ballard, 1713, IV, 188 p. 
資料形態：PR、縦長、彫版印刷 「第２版」 




 1686.01ARM/1686/I 1686.01ARM/1713/III 
1686.01/Mn1 
[LWV71/8] 





16: Gavotte en Rondeau. 
1686.01/Mn2a 
[LWV71/13] 
xlix-l: {no title} 23: Menuet. 
1686.01/Mn2b 
[LWV71/14] 
l-lj: MENUET. 24: Menuet. 
1686.01/Sb1a 
[LWV71/26] 
44-48: RONDEAU. (p. 48: Et l’on 
joüe la Premiere Sarabande page 
44.) 
52-55: Rondeau. On jouë le Rondeau 2. 
fois. (p. 55: Et l’on Rejouë la premiere 
Sarabande page 52.) 
1686.01/Sb1b/f 
[LWV71/27] 
44-48: PHENICE / CHOEURS 
EN RONDEAU. « Suivons 
Armide, & chantons sa Victoire, » 
[etc] 
52-55: Fenice. / Choeurs en Rondeau. 
« Suivons Armide, & chantons sa 





55-57: Sarabande. Rondeau. 
1686.01/Sb1d/f 
[LWV71/29] 
49-52: CHOEUR EN RONDEAV. 
« Que la douceur d'un triomphe est 
extréme » 
55-57: Sidonie. / Choeur En Rondeau. 
« Que la douceur d'un triomphe est 
extrême » [etc] 
1686.01/Gv2 
[LWV71/53] 
180: GAVOTE. 132: Gavotte. 
1686.01/Cn1 181-182: CANARIES. 132-133: Canaries. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 








220-245: PASSACAILLE. – UN 
AMANT FORTUNÉ. « Les 
plaisirs ont choisi pour avile » 
[etc] 
161-171: Passacaille. – Vn Amant 
Fortuné. « Les plaisirs ont choisi pour 
avile » [etc] 
 
 
Acis et Galathée (1686.02A&G) 
Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) 初演：1686/09/17（Pitou 1983: 141） 
 
1686.02A&G/1686 
ACIS / ET GALATÉE, / PASTORALE HEROÏQVE / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur DE 
LVLLY, / Sur-Intendant de la Musique du Roy. 
Jean Christophe Ballard, 1686, II, 11, 183 p. 
資料形態：PG、縦長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：http://archive.org/details/acisetgalateepas00lull【Internet Archive の資料を
















156-184: PASSACAILLE. – PASSACAILLE. VNE NAYADE. « Sous ses loix 
l'amour veut qu'on jouisse » – DEUX NAYADES. – PREMIERE NAYADE. 
« Tendres coeurs conservez l'esperance, » – SECONDE NAYADE. « Desormais on 
doit aimer sans crainte. » 
 
 
Acille et Polixène (1687.01A&P) 




ACHILLE / ET / POLIXENE, / TRAGEDIE / Dont le Prologue & les quatre derniers / Actes ont esté 
mis en Musique / PAR P. COLLASSE, / Maistre de Musique de la Chapelle du Roy. / Et le premier 
Acte par feu Mre J.B. de Lully, Conseiller Secretaire du Roy, / & Sur-Intendant de la Musique de la 
Chambre de Sa Majesté. 





1687.01/Br1 xxvij: BOURÉE 
1687.01/Ch1 
[LWV74/6] 




1687.01/Lr1 167-169: ENTRÉE DE PASTRES TROYENS. LOURE. 
1687.01/Mn1 178-179: MENUET. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(14) 
1687.01/Cn1a 179-181: CANARIES. 
1687.01/Cn1b 181-182: CANARIES. 
1687.01/Ch2a 225-238: CHACONNE. – « Vos beaux yeux, adorable Princesse, » 
1687.01/Ch2b 239-250: CHACONNE. – « Que l'amour est paissant sur les coeurs; » 
1687.01/Ch2c 250-265: CHACONNE. – « Vons si longtemps bannis de ce sacré sejour, » 
 
 
Zéphire et Flore (1688.01Z&F) 
Lully, Louis (1664-1734) & Lully, Jean-Louis (1665-1743) 初演：1688/03/22（Pitou 1983: 333） 
 
1688.01Z&F/1688 
ZEPHIRE / ET FLORE, / OPERA / EN MUSIQUE, / Par Monsieur de Lully, Sur-Intendant de la 
Musique / du Roy, & par Monsieur son frere, Escuyer. 





1688.01/Br1 14-15: BOURÉE EN RONDEAU. 
1688.01/Pp1a 19-20: PASSE-PIED. 
1688.01/Pp1b 21: 2me PASSEPIED. 
1688.01/Mn1 25-26: MENUET. 
1688.01/Rg1a 44-46: PREMIER RIGAUDON. 
1688.01/Rg1b 46: 2me RIGAUDON. 
1688.01/Br2 117-118: BOURÉE EN RONDEAU. 
1688.01/Gv1a 154-155: GAVOTTE EN RONDEAU.  
1688.01/Gv1b/f 156-159: VNE DRYADE. / Petit CHOEUR de Dryades & de Silvains. / 
CHOEUR. « On n'aime point dans nos Forests, » – [On reprend la Gavotte en 
Rondeau.] – SECOND COUPLET. [etc.] 
1688.01/Mn2 160-161: MENUET. 
1688.01/Rg2 161-162: RIGAUDON. HAUTBOIS. (p. 162: On joüe le Menuet, puis on reprend 
le Rigaudon, & on finit par le Menuet.) 
1688.01/Gg1 235-236: GIGUE. (p. 239: On reprend la Gigue.) 
1688.01/Sb1a 239-240: Air pour les Nymphes & les Zephirs. SARABANDE. 
1688.01/Sb1b/f 240-242: UN ZEPHIRE. / CHOEUR. « Jcy l'Amour content de sa conqueste » (p. 
242: Les Choeurs reprennent Laissons l’Amour. En suite on joüe la Sarabande.) 
 
 
Thétis et Pélée (1689.01T&P) 
Collasse, Pascal (1649-1709) 初演：1689/01/11（Pitou 1983: 321, 337） 
 
1689.01T&P/1689/I 
THETIS / ET / PELÉE / TRAGEDIE. / MISE / EN MUSIQUE, / Par Monsieur COLLASSE, Maistre 
de Musique / de la Chapelle du Roy. 
Jean Christophe Ballard, 1689, II, 344 p. 




AIRS NOUVEAUS, / DE LA COMPOSITION / DE MESSIEURS / CAMPRA, ET BATISTIN; / 
CHANTEZ / PAR Melles POUSSIN, ET DUN; / PENDANT LES REPRÉSENTATIONS / DE 
THETIS ET PELÉE. 

















1689.01/Lr1 96-98: Danse des Divinitez de la Mer. LOURE. 
1689.01/Ch1 164-179: SECOND AIR POUR LES PERSES. Flutes. – Choeur des Grecs & des 
Perses. – Choeur des Ethiopiens & des Scythes. – CHACONNE POUR LES 
ETIOPIENS. 
1689.01/Lr2 322-323: Entrée de Flore. LOURE. 
1689.01/Mn1 324-325: MENUET. 
1689.01/Gg1 
[FL/Ms05.1/08] 




Lully, Louis (1664-1734) 初演：1690/02/21（Pitou 1983: 281） 
 
1690.01ORP/1690 
ORPHÉE, / TRAGEDIE / MISE / EN MUSIQUE / Par Monsieur DE LVLLY l'aisné. 





1690.01/Br1 25-27:ENTRÉE DES JEUX ET DES PLAISIRS. BOURÉE. 
1690.01/Mn1 30-31: MENUET. 
1690.01/Pc1 36-39: PASSACAILLE pour l'Amour, les Fraces les Jeux & les Plaisirs. 




Enée et Lavinie (1690.02E&L) 
Collasse, Pascal (1649-1709) 初演：1690/11/07（Pitou 1983: 218） 
 
1690.02E&L/1690/I 
ENÉE / ET LAVINIE, / TRAGEDIE. / MISE / EN MUSIQUE / Par Mr COLASSE, Maistre de la 
Musique / de la Chapelle du Roy. 
Jean Christophe Ballard, 1710, VIII, III, 234 p. 
資料形態：PG、縦長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：VM2-112: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b90627764 
＊CMIおよび BnF Catalogue の記述では、年号が 1690となっているが、表題紙の表記は M. 
DC. CX.で、1710/IIと変わらず（表題紙のキュルドラン cul-de-lampe〔装飾模様〕は異なる）。 
 
1690.02E&L/1710/II 
ENÉE / ET LAVINIE, / TRAGEDIE / MISE / EN MUSIQUE / Par Mr COLASSE, Maistre de la 
Musique / de la Chapelle du Roy. 
Jean Christophe Ballard, 1710, VIII, III, 234 p. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(16) 
資料形態：PG、縦長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：RES VM2-48: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b90628270 
＊1690/I参照 
 
 1690.02E&L/1690/I (= 1690.02E&L/1710/II) 




1690.02/Pp1 xxx-xxxj: Danses de Bergers. PASSEPIED. 
1690.02/Cn1 xxxiij-xxxvj: CANARIES. 
1690.02/Gg1a 68-69: GIGUE, fort la premiere fois & doux la seconde. 
1690.02/Gg1b 69-70: GIGUE, fort la premiere fois & doux la seconde. 
1690.02/Mn1a 71: MENUET. « L'amour prend pour une offence » 
1690.02/Mn1bc/F 72-73: AIR. – « Un Amant qui persevere » 
1690.02/Gg2 128-130: GIGUE. 




1690.02/Sb1b 228-229: SARABANDE. 









Le Ballet de Villeneuve-Saint-Georges (1692.01BVS) 


















Desmarets, Henry (1661-1741) 初演：1693/06/05 or 09/11（Pitou 1983: 208） 
 
1693.02DID/1693 
DIDON, / TRAGEDIE / MISE / EN MUSIQUE, / Par Monsieur DESMARESTS, Pensionnaire 
ordinaire / du Roy. 
Jean Christophe Ballard, 1693, II, 108 p. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 




を参照：Brigham Young University, BYU Brussels Opera and Ballet】 
 
1693.02DID/1693s 
SYMPHONIES / DE LA TRAGEDIE / DE DIDON, / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur 
DESMARESTS, Pensionnaire ordinaire / du Roy. 
Jean Christophe Ballard, 1693, 59 p. 
資料形態：PRS、横長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：http://archive.org/details/didontragediemis00desm【Internet archive の資料
を参照：Brigham Young University, BYU Brussels Opera and Ballet】 
＊参照した BYU の資料は、上記の２資料が合本の形で製本されている 
 
 1693.02DID/1693 1693.02DID/1693s 
1693.02/Mn1 15-16: MENUET POUR LES 
NYMPHES. « Dans le bonheur 
qui nous enchante » 
【記載なし】 
1693.02/Gg1 17-18: GIGUE. « Dans ces lieux, 
que l'amour a d'actraits! » 
【記載なし】 
1693.02/Ch1 31-39: CHACONNE. « Nous 
venons rendre hommage » – 
UNE AUTRE 
CARTHAGINOISE. « Que cet 
empire maissans, » [etc.] 
【記載なし】 
1693.02/Mn2 48-49: MENUET. « En amour 
c'est un avantage » 
【記載なし】 
1693.02/Gv1 51: GAVOTE. « Sans cesser 




【記載なし】 10: MENUET POUR LA SUITE DE LA 
RENOMMÉE. 
1693.02/Mn4 【記載なし】 11-12: MENUET POUR LES GRACES. 




【記載なし】 14-15: GIGUE. 
1693.02/Ch2 【記載なし】 24-31: CHACONNE. 
1693.02/Mn6 【記載なし】 38: MENUET POUR LES DRYADES. 
1693.02/Rg1a 
[FL/Ms17.1/24] 




【記載なし】 40: DEUXIÉME RIGAUDON. 
1693.02/Gv2 【記載なし】 41: GAVOTTE POUR L'ENTRE-ACTE.  
1693.02/Cn1 【記載なし】 49: CANARIES. 
1693.02/Sb1a, b 【記載なし】 52-54: SARABANDE POUR LES 
PLAISIRS. 
1693.02/Gv3 【記載なし】 55: GAVOTTE POUR LES NYMPHES. 
1693.02/Gv4 【記載なし】 56: DEUXIÉME GAVOTTE. 
1693.02/Pp1a 【記載なし】 57-58: PASSE-PIED. 







 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(18) 
Médée (1693.03MED) 
Charpentier, Marc-Antoine (1643-1704) 初演：1693/12/04（Pitou 1983: 265） 
 
1693.03MED/1694 
MEDÉE, / TRAGEDIE / MISE / EN MUSIQUE / Par Monsieur CHARPENTIER. 





1693.03/Lr1 xlviij-xlix: LOURE. 
1693.03/Cn1 l-lj: CANARIES. – SUITE DES CANARIES. 
1693.03/Mn1ab lj-lij: {no title} « Dans le bel âge si l'on n'est volage, » – MENUET EN 
RONDEAU. 
1693.03/Mn1c/f liij-liv: Une Bergere chante seule la Chanson qui suit, & elle se reprend à deux. 
« Voir nos Moutons dans la verre prairie, » 
1693.03/Pp1a liv- lvj: PASSEPIED. 
1693.03/Pp1b lvj- lvij: PASSEPIED des Hautbois. 
1693.03/Sb1a 77: Le premier CORINTHIEN & L'ARGIEN chantent la Chanson suivante du 
mouvement de Sarabande. « Quel boheur suit la tendresse, » 
1693.03/Sb1b 78: SARABANDE. 
1693.03/Ch1 128-139: CHACONNE. 
1693.03/Pc1 139-156: PASSECAILLE. – TROIS CAPTIFS. / CHOEUR. « D'un amant qui 
veut plaire » – SUITE DE LA PASSACAILLE. 
 
 
Céphale et Procris (1694.01C&P) 
Jacquet de La Guerre, Elisabeth (1665-1729) 初演：1694/03/15（Pitou 1983: 197） 
 
1694.01C&P/1694 
CEPHALE / ET / PROCRIS, / TRAGEDIE / MISE / EN MUSIQUE / Par Mademoiselle DE LA 
GVERRE. 





1694.01/Pp1a xv: PASSE-PIED pour les Violons. 
1694.01/Pp1b xvj: PASSE-PIED pour les Haubois. 
1694.01/Pp1c/f xvj-xvij: DEUX NYMPHES. (On reprend les Passes Pieds) 
1694.01/Lr1a xxiv: LOURE. 
1694.01/Lr1b/f xxiv- xxv: UN DIEU DE LA MER. « L'amour seumet tout le monde » (p. xxv: 
On reprend la Loure page xxiv.) 
1694.01/Gg1 xxv: GIGUE. 
1694.01/Br1 50: BOURÉE. 
1694.01/Pc1 70-77: PASSACAILLE. – Une suivante de la Volupté / CHOEUR. « La douce 
folie, Que celle d'aymer! » 
1694.01/Mn1 [151]: Ce Menuet est du Divertissement du Cinquiéme Acte immediatement 








 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(19) 
1694.02CIR/1694 
CIRCÉ / TRAGEDIE, / MISE / EN MUSIQUE / Par Monsieur DESMARETS, / Pensionnaire 
ordinaire du Roy. 






1694.02/Mn1a xlij-xliij: Menuet pour les Nymhes de la suite de la Seine. SECOND AIR, 
MENUET. 
1694.02/Mn1b xliij-xliv: DEUXIÉME MENUET. 
1694.02/Mn1c/f xliv-xlv: DEUX NYMPHES, & le Choeur en Rondeau. 
1694.02/Gg1 xlvj-xlvij: GIGUE.  
1694.02/Br1a xlviij-xlix: PREMIERE BOURÉE. 
1694.02/Br1b xlix-l: DEUXIÉME BOURÉE. 
1694.02/Br1c/f l: DEUX NYMPHES, & le Petit Choeur. AIR. « Dans l’amoureux empire, » 
1694.02/Gv1a lj-liij: GAVOTTE. 
1694.02/Gv1b/f liij-lvij: UNE NYMPHE. Air. / CHOEUR. « Les plaisirs suivent les peines » 
(L’on reprend la Gavote des Violons page 51. & en suite le Choeur Sous les 
augustes loix. page xxviij.) 
1694.02/Sb1a, b 21-25: SARABANDE. 
1694.02/Sb1c/f 25-29: UN AMANT FORTUNÉ. / CHOEUR EN RONDEAU. « De nos plaisirs 
qui l’écho retenisse, » [L’on reprend la Sarabande des Violons page 21.] 
1694.02/Cn1 [22bis-22ter ?]: CANARIE. 
1694.02/Lr1a 217-218: PREMIERE LOURE. 
1694.02/Lr1b/f 218-219: UNE NYMPHE. AIR. « Qui craint de reffentir d’amoureuses 
langueurs, » 
1694.02/Lr1c 220-221: SECONDE LOURE. 
1694.02/Lr1d/f 222: UNE NYMPHE. AIR. « L’Amour coûte des pleirs, »  
1694.02/Pp1 222-224: PASSE-PIED. 
1694.02/Mn2a 257-258: MENUET POUR LES NEREIDES. DEUXIÉME AIR, Menuet. 
1694.02/Mn2b/f 258-259: UNE NEREIDE. AIR. 
1694.02/Rg1a 259-260: PREMIER RIGAUDON. 
1694.02/Rg1b 260-261: DEUXIEME RIGAUDON. 






Théagène et Chariclée (1695.01TCH) 
Desmarets, Henry (1661-1741) 初演：1695/02/03（Pitou 1983: 319） 
 
1695.01TCH/1695 
THEAGENE / ET CARICLÉE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur DESMARETS, 
Pensionnaire ordinaire / du Roy. 
Jean Christophe Ballard, 1695, XVI, 211 p. 








 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(20) 
Les Amours de Momus (1695.02AMO) 
Destouches, André Cardinal (1672-1749) 初演：1695/05/25（Pitou 1983: 153） 
 
1695.02AMO/1695 
LES AMOURS / DE /MOMUS. / BALLET. / MIS EN MUSIQUE / Par Monsieur DESMARETS, 
Pensionnaire ordinaire / du Roy. 





1695.02/Cn1a xxxiv-xxxv: CANARIE. 
1695.02/Cn1b vxxvj[xxxvj]-xxxvij: SECONDE CANARIE. HAUT-BOIS. 
1695.02/Mn1a 33: PREMIER MENUET. 
1695.02/Mn1b 34: SECOND MENUET. 
1695.02/Mn1c/f 34-35: PETIT CHOEUR. / UNE NYMPHE. « Suivons les loix de la tendresse, » (p. 
35: L’on reprend le second Menuet & en suite le premier.) 
1695.02/Pp1a 36-37: 1. PASSEPIED. 
1695.02/Pp1b 37-38: 2. PASSEPIED. HAUT-BOIS. 
1695.02/Sb1a 108-110: SARABANDE. 
1695.02/Sb1b/f 110-111: UN PLAISIR. « Tendres amans ne brisez point vos chaînes, » 
1695.02/Mn2a 145: MENUET. 
1695.02/Mn2b 146: Les Hautbois joüent d'abord ce Menüet, ensuite deux Nymphes & le Petit 
Choeur le repete alternativement. « Un coeur à beau se deffendre, » (L’on 
reprend le premier Menuet, [...]) 
1695.02/Rg1a 187-188: PREMIER RIGAUDON. 
1695.02/Rg1b 188-189: 2. RIGAUDON. 




Ballet des Saisons (1695.03SAI) 
Collasse, Pascal (1649-1709) 初演：1695/10/18（Pitou 1983: 309） 
 
1695.03SAI/1695/I 
BALLET / DES SAISONS, / MIS EN MUSIQUE / Par Monsieur COLLASSE, Maistre de Musique, 
/ de la Chapelle du Roy. 
Jean Christophe Ballard, 1695, II, XIII, 215 p. 
資料形態：PRV、横長、活版印刷 声楽索引あり 器楽部分非掲載 






[BALLET / DES SAISONS...] 
Jean Christophe Ballard, 1695, II, XIII, 176 p. [, +p.138-176] 
資料形態： 
本論で閲覧した資料：Pn X. 195【BnFに請求】 
＊第４アントレ（p. 176）までは1695.03SAI/1695/Iと同一だが、その後にTROISIÉME ENTRÉE 
/ DU BALLET DES SAISONS, / NOUVELLEMENT / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur 
COLLASSE, Maistre de la Musique / de la Chapelle du Roy. Et Representée pour la premiere fois sur 








BALLET / DES SAISONS / MIS EN MUSIQUE / Par Monsieur COLLASSE, Maistre de Musique 
de la Chapelle / & de la Chambre du Roy. / SECONDE EDITION / Augmentée de toute la Musique 
de feu Monsieur DE LULLY qui manquoit / dans la premiere. 
Jean Christophe Ballard, 1700, II, 293 p. 




 1695.03SAI/1695/II 1695.03SAI/1700/III 
1695.03/Gg1a [tn]171: GIGUE. Cette Gigue qui se 
jouë à l’Opera aprés celle qui suit, 
n’a esté mise ioy la premiere que 
pour évitez une mauvaise retourne 
pour la commodité des Instruments. 
【記載なし】 
1695.03/Gg1b [tn]172-173: GIGUE. 【記載なし】 
1695.03/Gg2 【記載なし】 54-55: GIGUE. 【=LWV20/13】 
1695.03/Bl1ab 【記載なし】 173-174: BRANLE. [6/4 – cc] 【 = 
LWV31/27】 
1695.03/Br1a 【記載なし】 179: BOURÉE.【= LWV31/11】 
1695.03/Br1b 【記載なし】 180: BOURÉE. 【= LWV21/11】 
1695.03/Gg3 【記載なし】 226: GIGUE. 
1695.03/Mn1a 【記載なし】 227-228: MENUET. 【=LWV70/3】 
1695.03/Mn1b 【記載なし】 228: MENUET. 【=LWV70/4】 
1695.03/Pp1 【記載なし】 229: PASSEPIED. 【=LWV70/6】 
1695.03/Pp2 【記載なし】 233: PASSEPIED. 【=LWV70/7】 
1695.03/Gv1 【記載なし】 282: GAVOTTE. 
1695.03/Ch1 【記載なし】 288-293: CHACONNE. 【=LWV70/5】 
 
 
Jason, ou la toison d'or (1696.01JAS) 





Ariadne et Bacchus (1696.02A&B) 
Marais, Marin (1656-1728) 初演：1696/02/23 or 03/08（Pitou 1983: 158） 
 
1696.02A&B/1696 
ARIANE / ET BACHUS, /TRAGEDIE. / MISE EN MUSIQUE. / Par M. MARAIS, ordinaire de la 
Musique de la Chambre du Roy, / demeurant ruë Quinquempoix. 
Jean Christophe Ballard, 1696, 318 p. 




1696.02/Br1 13: BOURÉE. [ - UN PLAISIR. (On reprend la Bourée, & en suite on jouë la 
Gigue.)] 
1696.02/Gg1 14-15: GIGUE. 
1696.02/Br2 93: BOURÉE. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(22) 
1696.02/Ch1 139-150: CHACONNE. 
1696.02/Mn1a 317: PREMIER MENUET. 
1696.02/Mn1b 318: SECOND MENUET. (On reprend le Choeur, Tendres amans, jusqu’où il est 
marqué ce mot, Fin. pag. 304.) 
 
 
La Naissance de Vénus (1696.03NAV) 
Collasse, Pascal (1649-1709) 初演：1696/05/01（Pitou 1983: 275） 
 
1696.03NAV/1695/I 
LA NAISSANCE / DE VENUS, / OPERA / MIS EN MUSIQUE, / Par Monsieur COLLASSE, Maistre 
de la Musique / de la Chapelle du Roy. / Et representé sur le Theatre de l'Academie Royale de 
Musique, / pour la premiere fois, le premier jour de May 1696. 






LA NAISSANCE / DE VENUS, / OPERA / MIS EN MUSIQUE, / Par Monsieur COLLASSE, Maistre 
de la Musique / de la Chapelle du Roy. / Et representé sur le Theatre de l'Academie Royale de 
Musique, / pour la premiere fois, le premier jour de May. 





 1696.03NAV/1695/I, 1696.03NAV/1696/II 
1696.03/Br1 Air. Par M. J. B. L. S. D. R. (TABLE: La Bourée): 60【LWV11/42】 
1696.03/Sb1 111: SarabandePar M. J. B. L. S. D. R.: (TABLE: La Sarabande.)【LWV8/40】 
1696.03/Ch1 181: CHACONNE. Par M. J. B. L. S. D. R. (TABLE: La Chaconne.)→【LWV9/76
＋後続の声楽曲も同じリズム（自作か？ 出典不明）】 
1696.03/Mn1 274: Par M. J. B. L. S. D. R. (TABLE: Un Menuet.)→【LWV23/6】 
＊楽曲は A 基準に該当するが、楽譜に冒頭部分しか印刷されていない為、統計の対象から









Vénus et Adonis (1697.02V&A) 
Desmarets, Henry (1661-1741) 初演：1697/03/17 or 1697/04（Pitou 1983: 331） 
 
1697.02V&A/1697 
VENUS / ET ADONIS, / TRAGEDIE. / MISE EN MUSIQUE, / Par Monsieur DESMARESTS, 
Pensionnaire / ordinaire du Roy. 






 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(23) 
 1697.02V&A/1697 
1697.02/Gg1a xxviij-xxix: GIGUE. 
1697.02/Gg1b/f xxx-xxj: UNE BERGERE. AIR. « Demeurons dans ce doux axile » (L’on 
reprend la Gigue des Violons page xxviij.) 
1697.02/Mn1a xxxvj: MENUET. 
1697.02/Mn1b/f xxxvij-xl: UNE BERGERE. AIR. « Profitez de la vie, Beautez, » 
1697.02/Rg1a xlj: PREMIER RIGAUDON. 
1697.02/Rg1b xlij-xliij: SECOND RIGAUDON. 
1697.02/Gv1ab 23-24: GAVOTTE. – Un Habitant de l’Isle. « C’est en vain qu’un coeur 
sauvage » 
1697.02/Gv1c 25: GAVOTTE. Hautbois. 
1697.02/Gv1d 26: Cette Gavotte se chante alternativement avec le Choeur. « Jeunes coeurs 
songez à plaire, » (On reprend la Gavotte des Hautbois page 25.) 
1697.02/Pp1a 27: 1. PASSE-PIED. 
1697.02/Pp1b 28-29: 2. PASSE-PIED. 
1697.02/Sb1a 103-105: SECOND AIR, SARABANDE. 
1697.02/Sb1b/f 106-108: CHOEUR. « Heureux Amans que vos flâmes sont belles, » 
1697.02/Mn2a 115: 1. MENUET. 
1697.02/Mn2b/f 116-117: UN PLAISIR. AIR. « Non, ce n’est point la grandeur suprême, » 
1697.02/Mn2c 118: 2. MENUET. 
1697.02/Mn2d/f 118-119: Une Nymphe & le Choeur alternativement. « Lorsque l’Amour dans 
ses noeuds nos appelle, » (On reprend le 1. Menuet page 115.) 
1697.02/Pc1 228: PASSACAILLE. – Choeur derriere le Teatre « Adnis a dompté le monstre 
& sa fureur, » 
1697.02/Pc2 
[FL/1725.1/08] 




Lacoste [De La Coste], Louis (c1675-c1750) 初演：1697/06/09（Pitou 1983: 160） 
 
1697.03ARC/1697 
ARICIE, / BALLET. / REPRESENTÉ PAR L'ACADEMIE / ROYALE DE MUSIQUE, / ET 
COMPOSÉ / Par Monsieur LA COSTE, Ordinaire / de ladite Academie. 





1697.03/Lr1 xxxiv-xxxv: LOURE. (p. xxxvj: On reprend la Loure.)  
1697.03/Br1 xxxvij: BOURÉE. (p. xxxviij: On reprend la Bourée.)  
1697.03/Cd1 xxxix: CONTRE-DANSE. 
1697.03/Sb1 32: SARABANDE. 
1697.03/Mn1a 38: MENUET. (p. 39: On reprend le Menuet & le Choeur. / p. 40: On reprend le 
Menuet pour Entr’Acte.) 
1697.03/Mn1b/f 39: 2. INDEN. AIR. “Il faut aimer dans la jounesse,”  
1697.03/Gv1 75: GAVOTTE. (p. 76: On reprend la Gavotte.)  
1697.03/Mn2a 80: MENUET.  
1697.03/Mn2b/f 81: HAUT-BOIS. 
1697.03/Br2 134: BOURÉE. 
1697.03/Br3 137: BOURÉE. 
1697.03/Cn1a 213: CANARIE. 
1697.03/Cn1b 214-215: 2. CANARIE. HAUT-BOIS. 
1697.03/Rg1a 217: PREMIER RIGAUDON. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(24) 
1697.03/Rg1b 218: SECOND RIGAUDON. HAUT-BOIS. 
 
 
L'Europe galante (1697.04EGA) 
Campra, André (1660-1744) 初演：1697/10/24（Pitou 1983: 220） 
 
1697.04EGA/1697/I 
L'EUROPE / GALANTE, / BALLET, / MIS EN MUSIQUE / Par Monsieur **********[sic !]. 
Jean Christophe Ballard, 1697, LX, 216 p. 
資料形態：PR、横長、活版印刷 作曲者表記伏字 
本論で閲覧した資料：VM2-144: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b90624800 
＊p. 209以降は補遺。SUPRÉMENT DE L’EUROPE GALANTE. 
 
1697.04EGA/1698/II 
[... Seconde édition augmentée] 






L'EUROPE / GALANTE, / BALLET / EN MUSIQUE. / Troisiéme Edition Revûë & Corrigée. 




 1697.04EGA/1697/I 1697.04EGA/1699/III 
1697.04/Mn1a xviij-xix: PREMIER MENUET. 18-19: PRÉMIER MENUET. 
1697.04/Mn1b xix:SECOND MENUET. 19: SECOND MENUET 
1697.04/Mn1c/f xx: DEUX GRACES ET LE 
CHOEUR. « Souffrez que l’Amou 
vous blesse, » 
20: DEUX GRACES ET LE 
CHOEUR. « Souffrez que l’Amou 
vous blesse, » (On répete le 
Menuet par B. Quarre, ensuite en 
chante le 2. Couplet, & l’on 
reprend le Menuet par B. mol.) 
1697.04/Gv1a xxj: GAVOTTE. 22: GAVOTTE. 
1697.04/Gv1b/f xxj-xxij: UNE GRACE. « C’est 
dans une tendresse extrême » 
21-22: UNE GRACE. « C’est dans 
une tendresse extrême » 
1697.04/Lr1a xlij-xliij: AIR POUR LES RIS ET 
POUR LES PLAISIRS. 
42-43: LOURE POUR LES RIS 
ET POUR LES PLAISIRS. 
1697.04/Lr1b/f xliv-xlv: UNE GRACE. « Ah ! que 
l’Amour Prepare en ce jour » 
42-45:UNE GRACE. « Ah ! que 
l’Amour Prepare en ce jour » 
1697.04/Cn1 xlvj-xlvij: CANARIES. 46-47: CANARIE. 
1697.04/Rg1a/f 209-210: UN BERGER 
« Soûpirons tous, » 
86-87: AIR. UN BERGER. 
« Soûpirons tous, » 
1697.04/Rg1b 210-211: PREMIER RIGAUDON. 87-88: PRÉMIER RIGAUDON. 
1697.04/Rg1c 211-212: DEUXIÉME 
RIGAUDON. 
88-89: PRÉMIER RIGAUDON.  
1697.04/Pp1a 26: PREMIER PASSE-PIED. 90: PRÉMIER PASSEPIED. 
1697.04/Pp1b 27: Trio. PASSE-PIED. Hautbois. 
(On reprend le premier Passe-pied.) 
91: PASSEPIED. HAUTBOIS. (On 
reprend le prémier Passe-pied.) 
1697.04/Sb1a 87: SARABANDE. 150: SARABANDE. 
1697.04/Sb1b/f 88: AIR. UNE ESPAGNOLE. 
« Soyez constans dans vos 
151: AIR. UNE ESPAGNOLE. 
« Soyez constans dans vos 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(25) 
amours, » amours, » (On reprend la 
Sarabande cy-devant, [...]) 
1697.04/Ch1a 
[FL/Ms05.1/16] 
110-113: CHACONE RONDEAU. 
– CHOEUR. « Formons d’aimables 
jeux, » 
173-176: CHACONE. RONDEAU. 
– CHOEUR. « Formons 
d’aimables jeux, » 
1697.04/Ch1b 114-117: CHACONNE. 
RONDEAU. – LE CHOEUR. 
« Livrons-nous aux plaisirs, » 
177-180: CHACONE. 
RONDEAU. – UNE 
VENITIENNE & LE CHOEUR. 




214-216: LA FORLANA. 186-188: LA FORLANA. 
1697.04/Mn2 213: MENUET. 188-189: MENUET. 
1697.04/Pc1 154-166: PASSACAILLE. – 
ZAYDE. « Que l’Amour dans nos 
coeurs » [etc.] 
226-238: PASSACAILLE. – 
ZAIDE. « Que l’Amour dans nos 
coeurs » [etc.] 





Destouches, André Cardinal (1672-1749) 初演：1697/12/30（Pitou 1983: 242） 
 
1697.05ISS/1697/I 
ISSÉ, / PASTORALE HEROIQUE / EN MUSIQUE, / REPRESENTÉE / DEVANT SA MAJESTÉ / 
à Trianon, le 17. Decembre 1697. / PAR L'ACADEMIE ROYALE / DE MUSIQUE. 





ISSÉ, / PASTORALE HEROÏQUE, / REPRÉSENTÉE POUR LA PREMIERE FOIS / DEVANT SA 
MAJESTÉ / à Trianon, le 17. Décembre 1697. / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE; / 
REMISE AU THEATRE DE LADITE ACADEMIE / le 14. Octobre 1708. / Nouvelle Edition, 
augmentée de deux Actes. 





 1697.05ISS/1697/I 1697.05ISS/1708/II 
1697.05/Cn1 xl-xlj: CANARIES. 【記載なし】 
1697.05/Gv1ac/f 34, 36: UN PLAISIRS. « Venez tous 
dans ce boccage, » / UN AUTRE 
PLAISIRS. 
【記載なし】 
1697.05/Gv1bd 35: SECOND AIR. (p. 36: On 
reprend la Gavotte.) 
【記載なし】 
1697.05/Rg1a 77-78: PREMIER RIGAUDON. 91: PREMIER RIGAUDON. 
1697.05/Rg1b 77-79: SECOND RIGAUDON. 
Haut-bois. 
92: DEUXIÉME RIGAUDON. 
1697.05/Pp1a 134-135: PASSE-PIED pour les 
Driades. 
【記載なし】 
1697.05/Pp1b 135-136: SECOND PASSEPIED. 【記載なし】 
1697.05/Sb1ac 150-151: SARABANDE. (p. 152: 181: SARABANDE. (p. 184: On 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 





On reprend la Sarabande) reprend la Sarabande) 
1697.05/Sb1b/f 151-152: ISSE. « C’en est fait, le 
repos va suspendre mes larmes, » 
182-184: ISSE. « C’en est fait, le repos 
va suspendre mes larmes, » 
1697.05/Gg1 210-212: AIR POUR LES 
EGYPTIENS.; GIGUE.  
262-263: AIR POUR LES EGIPTIENS. 
GIGUE. 
1697.05/Mn1a 【記載なし】 xlviij: PREMIER MENUET. 
1697.05/Mn1b 【記載なし】 xlix: DEUXIÉME MENUET. (p. l: On 
reprend le deuxiéme Menuet, page 
xlix.) 
1697.05/Mn1c/f 【記載なし】 xlix-l: UNE FEMME. « Que ces lieux 
sont d’heureux aziles, » 
1697.05/Pp2 【記載なし】 44-45: PASSEPIED. 
1697.05/Gg2 【記載なし】 84-85: GIGUE. 
1697.05/Pp3a 
[FL/1709.2/03] 
【記載なし】 158: PASSEPIED. 
1697.05/Pp3b 
[FL/1709.2/03] 
【記載なし】 159-160: DEUXIÉME PASSEPIED. 
1697.05/Mn2a 207: SECOND AIR DES 
EUROPEENS. 
256: MENUET. (p. 258: On reprend le 
Menuet, page 250[=256 ?].) 
1697.05/Mn2b/f 【記載なし】 257: UNE EUROPÉENNE. / 
CHOEUR. « Ah ! que d’attraits 
suivront vôtre tendresse ! » 
 
 
Les Fêtes galante (1698.01FGA) 
Desmarets, Henry (1661-1741) 初演：1698/05/10（Pitou 1983: 226） 
 
1698.01FGA/1698 
LES FESTES / GALANTES, / BALLET. / MIS EN MUSIQUE, / Par Monsieur DESMARESTS, 
Pensionnaire / ordinaire du Roy. 





1698.01/Rg1a xxxviij: RIGAUDON. 
1698.01/Rg1b/f xxxix-xl: AIR. « Ne vous rebutez point, amans amez sans sesse, » 
1698.01/Rg1c xl-xlj: 2. RIGAUDON. 
1698.01/Rg1d xlj-xlij: 3. RIGAUDON. HAUT-BOIS. 
1698.01/Rg1e/f xliij-xlv: AIR. « Ne nous deffendez point de former de doux noeuds, » (p. xlv: 
On reprend le premier Rigaudon, page xxxviij.) 
1698.01/Ch1 71-80: CHACONNE. 
1698.01/Mn1a 172: MENUET. 
1698.01/Mn1b/f 172-173: Haut-bois. 
1698.01/Mn1c/f 174-175: « De nos beaux jours faisons un doux usage, » (p. 175: On reprend le 
1. Menuet page 172.) 
1698.01/Cn1a 176-177: CANARIE. 
1698.01/Cn1b 177-179: 2. CANARIE. HAUT-BOIS. 
1698.01/Mn2a 254: MENUET. 
1698.01/Mn2b/f 255: UN BERGER. AIR. « Pourquoy chercher à se deffendre, » 
1698.01/Mn2c 256: 2. MENUET. 
1698.01/Br1a 257-258: BOURÉE. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(27) 
1698.01/Br1b 259: 2. BOURÉE. 
1698.01/Br1c 260-261: Une Bergere chante cette Bourée alternativement avec le Choeur. 
« Cédons à la tendresse, Suivons le Dieu des amours; » (p. 261: On reprend la 
seconde Bourée page 259.) 
1698.01/Pp1a 261-262: PASSE-PIED. 
1698.01/Pp1b 263: SECOND PASSE-PIED. (p. 263: On reprend le premier Passe-Pied, page 
261.) 
1698.01/Lr1 301-303: LOURE. 
 
 
Le Carnaval de Venise (1699.01CVE) 
Campra, André (1660-1744) 初演：1699/01/20（Pitou 1983: 193） 
 
1699.01CVE/1699/I 
LE CARNAVAL / DE VENICE, / BALLET. / MIS EN MUSIQUE, / Par M. CAMPRA le Cadet. 





LE CARNAVAL / DE VENICE, / BALLET. / MIS EN MUSIQUE, / Par M. CAMPRA le Cadet. 
Jean Christophe Ballard, 1699, LII, 286, 12 p. 
資料形態：PR、横長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：VM2-154: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b90586252 
＊内容は補遺の 12ページが綴り込まれている位置の違いのみで 1699.01CVE/1699/Iと同一。 
 
 1699.01CVE/1699/I, 1699.01CVE/1699/II 
1699.01/Pp1a xxxiij: PREMIER PASSEPIED. 
1699.01/Pp1b xxxiv-xxxv: TRIO. 2. PASSEPIED. HAUT-BOIS. (p. xxxv: On reprend le 
premier Passe-Pied. page xxxiij.) 
1699.01/Cn1a 81: CANARIES.  
1699.01/Cn1b 82-83: 2. CANARIES. (On reprend les premieres Canaries, page 81.) 
1699.01/Gv1a 144: GAVOTTE. 
1699.01/Gv1b/f 144-145: UNE GONDOLIERE. AIR. « Entre la crainte & l'esperance, » (On 
reprend la Gavotte page 144.) 
1699.01/Rg1a 145-146: RIGAUDON. 
1699.01/Rg1b 146-147: VIOLONS seuls. 2. RIGAUDON. 
1699.01/Rg1c/f 147-148: UNE BARQUERORE, AIR. « Embarquez-vous amans sans faire 
resistance, » (On reprend la second Rigaudon page 146. & en suite le premier 
page 145.) 
1699.01/Sl1 148-150: LA SALTARELLE. 
1699.01/Bl1a 262-263: BRANLE. 
1699.01/Bl1b 264: BRANLE GAY. 
1699.01/Bl1c 265: BRANLE A MENER. 
1699.01/Gv2 266: GAVOTTE. 
1699.01/Cr1 266-267: COURANTE. 
1699.01/Mn1 267-268: MENUET. 
1699.01/Br1 268-269: BOURÉE. 
1699.01/Mn2 269-270: MENUET. RONDEAU. (On reprend le premier Menuet page 267.) 
1699.01/Ch1 273-277: CHACONNE. 
1699.01/Fr1 280-282: FORLANA. 
[FL/1704.1/02; LM 4500] 
1699.01/Br2 APPENDIX 5: Cette Bourée se jouë aprés le premier Air des suivans de la 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(28) 
Fortune, page 78. BOURÉE. 
 
 
Amadis de Grèce (1699.02ADG) 
Destouches, André Cardinal (1672-1749) 初演：1699/03/26（Pitou 1983: 151） 
 
1699.02ADG/1699/I 
AMADIS / DE GRECE, / TRAGEDIE. / EN MUSIQUE. 
Jean Christophe Ballard, 1699, II, 280 p. 
資料形態：PR、横長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：RES VM2-64: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b9058741h 
 
1699.02ADG/1699/II 
AMADIS / DE GRECE, / TRAGEDIE / EN MUSIQUE. / Seconde Edition, revûe corrigée, & 
augmentée. 





AMADIS / DE GRECE, / TRAGEDIE / EN MUSIQUE, / Représentée pour la premiere fois, par 
l'Academie Royale de Musique, / le vingt-sixiéme Mars 1699. / Troisiéme Edition, revûë corrigée, 
& augmentèe de tous les Changements / & Addition; conformément à la Remise du trois Novembre 
1711. 
Jean Christophe Ballard, 1712, VI, 291 p. 
資料形態：PR、横長、活版印刷 器楽・声楽目次あり 「第三版」 
本論で閲覧した資料：VM2-158: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b90627801 
 
 1699.02ADG/1699/I 1699.02ADG/1699/II 1699.02ADG/1712/III 
1699.02/Gg1 34-35: GIGUE. (p. 
37: On reprend la 
Gigue, page 34) 
34-35: GIGUE. (p. 37: 
On reprend la Gigue, 
page 34) 
34-35: GIGUE. 
1699.02/Gv1a 84: GAVOTTE. 84: GAVOTTE. 84: GAVOTTE. 
1699.02/Gv1b/f 85-89: UN 
BERGER. / 
CHOEUR. 
« L’Amour est pour 
le bel âge, » 
85-89: UN BERGER. / 
CHOEUR. « L’Amour 
est pour le bel âge, » 
85-87: UN BERGER. / 
CHOEUR. « L’Amour est 
pour le bel âge, » (p. 87: [...] 
Aprés quoy on réjoüe la 
Gavotte & [...]) 
1699.02/Gv1c/f 【記載なし】 【記載なし】 87: AIR. 
1699.02/Pp1a 【記載なし】 【記載なし】 88: PREMIER PASSPIED. 
1699.02/Pp1b 【記載なし】 【記載なし】 89: DEUXIÉME 
PASSEPIED. 





BOURÉE. – [NIQUÉE] 
– BOURÉE. 
213, 214-215: BOURÉE. – 
[NIQUÉE] – BOURÉE. 
1699.02/Lr1 214-215: LOURE. 216-217: LOURE. 216: LOURE. 
1699.02/Cn1 216: CANARIES. 218: CANARIES. 218: CANARIES. 
1699.02/Pp2 227-228: PASSE-
PIED. 







1699.02/Rg1a 【記載なし】 284: Rigaudons obmis à 




 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(29) 
premier Acte de la 
premiere Edition. 
PREMIER RIGAUDON. 





Marthésie, reine des Amazones (1699.03MAR) 
Destouches, André Cardinal (1672-1749) 初演：1699/10/09 or 10/29（Pitou 1983: 261-262） 
 
1699.03MAR/1699 
MARTHESIE, / PREMIERE REINE / DES AMAZONES. / TRAGEDIE / EN MUSIQUE. 





1699.03/Mn1 30-31: MENUET. HAUT-BOIS. – Le Choeur reprend le Menuet sur les 
Parolles suivantes. « Aymons tous, le temps nous presse, » 
1699.03/Lr1 158-159: LOURE. 
1699.03/Cn1 159-161: CANARIES. 
1699.03/Gv1a 217: GAVOTTE. 
1699.03/Gv1b/f 218: « Dans ces lieux aprés la Gloire » 
1699.03/Pp1 219: PASSE-PIED. 
 
 
Le Triomphe des arts (1700.01TDA) 
La Barre, Michel de (c1675-1745) 初演：1700/05/16（Pitou 1983: 326） 
 
1700.01TDA/1700 
LE TRIOMPHE / DES ARTS, / BALLET / MIS EN MUSIQUE / Par le Sieur DE LA BARRE, 
Ordinaire de l'Academie / Royalle de Musique. / LIVRE TROISIÉME. 





1700.01/Gg1 12-13: 2. AIR. GIGUE. 
1700.01/Mn1a 29-30: MENUET. 
1700.01/Mn1b/f 30-31: Un Plaisir & une Grace chante l'Air qui suite alternativement avec le 
Choeur. « Il est un tems pour estre sage, » 
1700.01/Br1 31-32: BOURÉE. (p. 33: On reprend la Bourée, page 31.) 
1700.01/Lr1a 61-62: LOURE. 
1700.01/Lr1b/f 63-65: UN AMANT ET UNE AMANTE. « Jeunes coeurs, si vous voulez 
charmer, » 




1700.01/Rg1b 230-231: 2. RIGAUDON. HAUBOIS. 
1700.01/Pp1a 233: PASSE-PIED. 





 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(30) 
Canente (1700.02CAN) 






Campra, André (1660-1744) 初演：1700/12/21（Pitou 1983: 233） 
 
1700.03HES/1700/I 
HESIONE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE. / Par Monsieur CAMPRA; / REPRESENTÉE / 
PAR L'ACADEMIE ROYALE / DE MUSIQUE / Le vingt-uniéme jour de Decembre 1700. 





HESIONE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE. / Par Monsieur CAMPRA; / REPRESENTÉE 
POUR LA PREMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE / DE MUSIQUE / Le vingt-uniéme 
jour de Decembre 1700. / Seconde Edition conforme aux dernieres Representations. 
Jean Christophe Ballard, 1701, VI, LVIII, 258 p. 
資料形態：PR、横長、活版印刷 総目次 器楽目次 声楽索引あり 
 
1700.03HES/1701cg 
Changement du cinquème acte d'Hésione 







HESIONE. / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE. / Par Monsieur CAMPRA; / REPRÉSENTÉE 
POUR LA PREMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALLE / DE MUSIQUE / Le vingt-uniéme 
jour de Decembre 1700. / Seconde Edition comforme aux dernieres Representations. 
Jean Christophe Ballard, 1701, VI, LVIII, 258, 25 p. 
資料形態：PR、横長、活版印刷 総目次 器楽目次 声楽索引あり 
本論で閲覧した資料：RES VM2-67: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b9062831w 
 
1700.03HES/1709air 
AIRS NOUVEAUX, / AJOUTEZ / A L'OPERA D'HESIONE, / REMIS AU THÉATRE LE 19. 
JUILLET 1709. / Par Monsieur CAMRRA[sic !]. 





 1700.03HES/1700/I 1701/II 1701cg 1701/III 



















 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(31) 
1700.03/Mn1c/f xxxix: UN LIDIEN. 
« Quand tout est 
calme sur la Terre, » 
xxxix: UN 
LIDIEN. « Quand 
tout est calme sur 
la Terre, » (p. 
xxxix: On reprend 
le second Menuet, 
le Lidien chante 
son Second 
Couplet, & on 
reprend le premier 
Menuet.) 
【記載なし】 xxxix: UN 
LIDIEN. « Quand 
tout est calme sur 
la Terre, » (p. 
xxxix: On reprend 
le second Menuet, 
le Lidien chante 
son Second 
Couplet, & on 
reprend le premier 
Menuet.) 
1700.03/Pp1a 48-49: PREMIER 
PASSEPIED. (p. 





【記載なし】 48-49: PREMIER 
PASSEPIED. 















Campra, André (1660-1744) 初演：1701/07/14（Pitou 1983: 157） 
 
1701.01ARE/1701/I 
ARETUSE / OU / LA VENGEANCE DE L'AMOUR, / BALLET / MIS EN MUSIQUE / Par Monsieur 
CAMPRA. / REPRESENTÉ POUR LA PREMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE 
MUSIQUE / Le quatorziéme jour de Juillet 1701. 






ARETUSE / OU / LA VENGEANCE DE L'AMOUR, / BALLET / MIS EN MUSIQUE / Par Monsieur 
CAMPRA. / REPRESENTÉ POUR LA PREMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE 
MUSIQUE / Le quatorziéme jour de Juillet 1701. 
Jean Christophe Ballard, 1701, VI, LVI, 231, 12 p. 
資料形態：PR、横長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：A. 54 b1【BnFに請求】 
＊1701/Iの補遺 12ページに該当楽曲なし 
 
 1701.01ARE/1701/I, 1701.01ARE/1701/II 
1701.01/Cn1 xxxiv: CANARIES. 
1701.01/Gg1 66-67: GIGUE. 
1701.01/Mn1a 122: MENUET. 
1701.01/Mn1b 123: 2. MENUET.  
1701.01/Mn1c/f 123-124: THETIS. « Jeunes coeurs pour fuït le naufrage, » (p. 124: On 
reprend le second Menuet, Thetis chante son 2. Couplet. & les Haut-bois 
joüent leur Menuet.) 
1701.01/Pp1a 191: 1. PASSEPIED. 
1701.01/Pp1b 192: 2. PASSEPIED (On reprend le 1. Passepied, page 191.) 
1701.01/Ch1a 227-229: CHACONNE, RONDEAU. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(32) 
1701.01/Ch1b 230-232: DEUXIÈME CHACONNE. RONDEAU. (On repete la Chaconne 




Gatti, Theobaldo [Teobaldo] di [Théobalde] (c1650-1727) 初演：1701/09/16（Pitou 1983: 309） 
 
1701.02SCY/1702 
SCYLLA. Tragedie En Musique / Composéé / Par Le Sl. Theobaldo de Gatti / Representéé par 
lacademie Ryalle de / Musique le 16e. Septembre / 1701. / Gravé par M. de Baussen / se Vend 8tt. 
brochéé, et 9tt rélieé, Paris. 





1701.02/Cn1 [P]28: Canaries 
1701.02/Pp1a [P]30: 1er Passepied 









1701.02/Mn1 153-154: Menuet Haut Bois 
1701.02/Lr1a 157-158: Lovre. 
1701.02/Lr1b/f 158-159: Vne Bergere Egiptienne. « Viens Amour soumets s'il est possible » 
1701.02/Rg1a 160: 1er. Rigaudon 
1701.02/Rg1b 160-161: 2e. Rigaudon (On reprend le Menuet des haut bois qui est cy devant 
page 153. Aprés quoy les Viollons jouent celuy qui suit joy.) 







Destouches, André Cardinal (1672-1749) 初演：1701/11/10（Pitou 1983: 276） 
 
1701.03OMP/1701 
OMPHALE, / TRAGEDIE / EN MUSIQUE, / REPRESENTÉE POUR LA PREMIERE FOIS / PAR 
L'ACADEMIE ROYALLE / DE MUSIQUE / Le 10. Novembre 1701. 





1701.03/Br1 xiij: BOURÉE. (p. xv: On rejouë la Bourée page xiij.) 
1701.03/Pp1 xxix: PASSEPIED. 
1701.03/Lr1 41-43: PREMIER AIR. LOURE. 
1701.03/Ch1 86-98: CHACONNE. – TRIO. « Suivez l'Amour quand ce Dieu vous appelle: » 
– SYMPHONIE. – « C'est l'Amour qui vous presse » [etc.] 
1701.03/Gg1 99-100: GIGUE. (p. 100: On reprend la Gigue, [...]) 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(33) 
1701.03/Br2 158-159: BOURÉE. 2. AIR. 
1701.03/Mn1 159-160: Les Haut-bois joüent le Menuet qui suit avant qu'on le chante. Deux 
Lydiennes & le Choeur de Dessus alternativement. « Tendres coeurs qui 
souffrez encore, » (p. 160: On reprend la Bourée page 158.) 
 
 
Médus, roi des Mèdes (1702.01RDM) 
Bouvard, François (c1683-1760) 初演：1702/07/23（Pitou 1983: 267） 
 
1702.01RDM /1702 
MEDUS, / ROY DES MEDES, / TRAGESIE, / MISE EN MUSIQUE, / Par Monsieur BOUVARS. / 
REPRESENTÉE PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, / le vingt-troisiéme jour de Juillet 
1702. 





 1702.01RDM /1702 
1702.01/Sb1a 17: SARABANDE pour les Espagnolles. 
1702.01/Sb1b/f 18: LA FORTUNE. AIR. « Amants fidelles Qui dans vos amours, » 
1702.01/Mn1a 19: MENUET pour des François 
1702.01/Mn1b/f 20: AIR. Une Françoise. « Les vrais plaisirs de la tendresse, » 
1702.01/Lr1 31-32: LOURE. 
1702.01/Sb2a 61-62: SARABANDE. FLÛTE ET VIOLONS. 
1702.01/Sb2b/f 63-64: THOMIRIS. « Toy, qui des Dieux, des Mortels & des Ombres, » 
1702.01/Rg1a 83: I. RIGAUDON. 
1702.01/Rg1b 84-85: SECOND RIGAUDON. HAUT-BOIS. (On reprend le premier 
Rigaudon, page 89.) 
 
 
Fragments de Monsieur de Lully (1702.02FML) 
Lully, Jean-Baptiste (1632-1687) & Campra, André (1660-1744) 初演：1702/09/10（Pitou 1983: 228） 
 
1702.02FML/1702 
FRAGMENTS / DE MONSIEUR DE LULLY, / Ecuyer, Conseiller - Secretaire du Roy, Maison, 
Couronne de France / & de ses Finances ; Et Sur - Intendant de la Musique / de Sa Majesté. / 
BALLET, REPRESENTÉ, POUR LA PREMIERE FOIS, / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE 
MUSIQUE, / Le Dimanche dixiéme jour de Septembre 1702. 
Jean Christophe Ballard, 1702, XXXVI, 151 p. 
資料形態：PR、横長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：b4962047: https://archive.org/details/fragmentsdemonsi00camp【Internet 
archiveの資料を参照：UNC Music Library】 
 
1702.02FML/1703ser 
LA SERENADE / VENITIENNE, / ENTRÉE / AJOÛTÉE AUX FRAGMENTS, / Par Monsieur 
CAMPRA. / REPRÉSENTÉE PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, / En Janvier 1703. 




 1702.02FML/1702 1702.02FML/1703ser 
1702.02/Mn1 xxxv: MENUET. ; DEUXIÉME AIR. 【記載なし】 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 





58: MENUET. De Ballet des Muses. 【記載なし】 
1702.02/Mn3 
[LWV79/43, 51=40/39] 
84, 96: MENUET. Du Ballet de Flore. 【記載なし】 
1702.02/Br1 
[LWV79/46=27/5] 
87: BOURÉE. De la Naissance de Venus. 【記載なし】 
1702.02/Ch1 
[LWV79/67=29/1] 
137: CHACONNE. De L'Amour Medecin. 【記載なし】 
1702.02/Cn1 
[LWV79/69=32/18] 
150: CANARIES. De Ballet des Muses. 【記載なし】 
1702.02/Sl1 
[FL/1709.2/01] 










Campra, André (1660-1744) 初演：1702/11/07（Pitou 1983: 314） 
 
1702.03TAN/1702 
TANCREDE, / TRAGEDIE, / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur CAMPRA. / REPRESENTÉE 
POUR LA PREMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE / Le septiéme jour 
de Novembre 1702. 
Jean Christophe Ballard, 1702, VI, L, 291 p. 
資料形態：PR、横長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：RES VM2-72: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b9058774w 
 
 1702.03TAN/1702 
1702.03/Mn1a xxix: MENUET. 
1702.03/Mn1b/f xxx: DEUX SUIVANTES DE LA PAIX & le CHOEUR. « Dans ces beaux 
lieux, Amour, quitte tes armes, » (On reprend le Menuet des Violons, page 




1702.03/Pp1a xlj: PREMIER PASSE-PIED. 
1702.03/Pp1b xlij: SECOND PASSE-PIED. 
1702.03/Sb1 166: SARABANDE. 
1702.03/Mn2a 169: MENUET. 
1702.03/Mn2b 170: 2. MENUET. 
1702.03/Mn2c/f 170-171: UNE DRIADE. « Nos plaisirs serons peu durables, » (p. 171: On 
reprend le Menuet des Violons, La Driade chante son Second Couplet, & l’on 
reprend le Menuet des Flûtes.) 
1702.03/Ch1 188-190: CHACONNE. « L'objet de mon amour descend dans le tombeau, » 
【目次には現れない】 
1702.03/Lr1 [APP]1: Changement de la fin du Cinquiéme Acte. L’Air qui suit se jouë 




Rebel, Jean-Fery (1666-1747) 初演：1703/01/21（Pitou 1983: 328） 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 




ULYSSE, / TRAGEDIE, / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur REBEL. / REPRÉSENTÉE POUR 
LA PREMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE / Le vingt-jour de Janivier 
1703. 





1703.01/Br1a xxxiij: BOURÉE. 
1703.01/Br1b/f xxxiv-xxxv: UNE BERGERE. « Vous, qui eraignez ses traits, » 
1703.01/Pp1a xxxvj: PREMIER PASSEPIED. 
1703.01/Pp1b xxxvij: HAUT-BOIS. SECOND PASSE-PIED. 
1703.01/Ch1 40-46: CHACONNE. – CHOEUR. « Cedez, Beauté trop severe, » 
1703.01/Sb1a 145-146: Sarabande. 
1703.01/Sb1b/f 146-152: EUPHROSINE. / PETIT CHOEUR. – CHOEUR. 
1703.01/Gv1 162: ENTR'ACTE. 1. GAVOTTE. 
1703.01/Pc1 254-260: PASSACAILLE. 




Les Muses (1703.02MUS) 
Campra, André (1660-1744) 初演：1703/10/28（Pitou 1983: 273） 
 
1703.02MUS/1703 
LES MUSES, / BALLET / MIS EN MUSIQUE / Par Monsieur CAMPRA. / REPRÉSENTÉ POUR 
LA PREMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE / Le vingt-huitiéme jour 
d'Octobre 1703. 





1703.02/Gg1 52-53: AIR pour la suite de Bachus. [TABLE: Gigue] 
1703.02/Br1 57-58: AIR pour la Suite de Cerés. [TABLE: Bourée] 
1703.02/Mn1a 114-115: MENUET. 
1703.02/Mn1b/f 116-118: CHOEUR DE BERGERES. « Que toûjours, De ses pleurs L'Aurore 
Nous fasse éclore » (p. 118: On reprend le Choeur, Que toûjours, page 116. 
jusqu’au mot fin. Et ensuite le Menuet, page 114.) 
1703.02/Ch1 226-232: CHACONNE. 2. AIR. – DEUX CALYDONIENNES, ET UN 
CALYDONIEN. 
1703.02/Pp1a 302: PREMIER PASSEPIED. 
1703.02/Pp1b 302-303: SECOND PASSEPIED. 
1703.02/Pp1c/f 304: UN MASQUE. « Que d'un noeud charmant, » 
1703.02/Cd1 309-311: CONTRE-DANSE. 
 
 
Le Carnaval et la folie (1704.01CEF) 
Destouches, André Cardinal (1672-1749) 初演：1704/01/03（Pitou 1983: 194） 
 
1704.01CEF/1711 
Le Carnaval et la Folie / Comedie Ballet / Representéé par l'Academie Royalle / de Musique / Gravéé 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(36) 
par H. De Baussen / Se vend Brochéé et Reliéé en veau 





LE PROFESSEUR / DE FOLIE, / DIVERTISSEMENT / REPRÉSENTÉ / PAR L'ACADEMIE 
ROYALE / DE MUSIQUE. 




 1704.01CEF/1711 1704.01CEF/1711p 
1704.01/Gg1a [p]21: Gigue. 【記載なし】 
1704.01/Gg1b/f [p]22-23: Venus. « Dieu d'amour reserve nous tes 
charmes, » (p. 23: On reprend la Gigue Et le p er. air 
des Dieux.) 
【記載なし】 
1704.01/Mn1 33: Menuet 【記載なし】 
1704.01/Gv1a 42: Gavotte 【記載なし】 
1704.01/Gv1b/f 43-44: la folie. « Soufréz que l'amo' no' lie Jeunes 
coe? Cedez a ses feux, » (p. 44: On reprend la 
Gavotte.) 
【記載なし】 
1704.01/Pp1 44-45: Passepied. 【記載なし】 
1704.01/Lr1 89-90: p er. air. Loure. 【記載なし】 
1704.01/Br1 200: Bouréé 【記載なし】 
1704.01/Pp2a 200: p er. Passepied 【記載なし】 
1704.01/Pp2b 201: 2e. Passepied 【記載なし】 
1704.01/Ch1 【記載なし】 26: CHACONNE. 
 
 
Iphigénie en Tauride (1704.02IET) 
Desmarets, Henry (1661-1741) & Campra, André (1660-1744) 初演：1704/05/06（Pitou 1983: 238） 
 
1704.02IET/1704air 
EXTRAIT DE L'OPERA / D'IPHIGÉNIE, / CONTENANT / Les Airs à chanter, & Récits qui se 
peuvent détacher: / La Fureur d'Oreste: La Prémiere, & la Seconde Scene du Cinquiéme Acte: / Et 
tous les Airs à joüer. 






IPHIGÉNIE / EN TAURIDE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par Messieurs DESMARETS, 
& CAMPRA; / REPRÉSENTÉE POUR LA PREMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE 
MUSIQUE, / Le Mardy sixiéme jour de May 1704. / Remise au Théatre le douziéme Mars 1711. 




 1704.02IET/1704air 1704.02IET/1711/I 
1704.02/Sb1a 
[Campra] 
55: SARABANDE. 18: SARABANDE. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 




1-2: UN HABITANT DE DÉLOS. 19: UN HABITANT DE DÉLOS. 
« Dans les concerts que vous faîtes 




56: PREMIER MENUET. 21: PREMIER MENUET. 
1704.02/Mn1b 
[Campra] 
57: DEUXÉME MENUET. 21-22: DEUXÉME MENUET. 
1704.02/Mn1c/f 
[Campra] 
4: UN AUTRE HABITANTE. (Le 
premiere Habitante chante le Second 
Couplet.) 
22: UN AUTRE HABITANTE. « Loin 
de vouloir disputer la victoire, » 
1704.02/Lr1 
[Desmarest] 
61-62: LOURE. 92-93: LOURE. 
1704.02/Mn2a 
[Desmarest] 
65: PREMIER MENUET. (Second 
Menuet. Loin de nos Jeux, cy-devant 
page 17.) 
132: PREMIER MENUET. Rondeau. 
1704.02/Mn2b 
[Desmarest] 
17-18: {no title} 133-134: DEUXIÉME MENUET. On 
danse cet Air. Deux Nymphes de DIANE 
le chantent alternativement avec le 
Choeur. « Loin de nos jeux ; » 
1704.02/Rg1a 69: PREMIER RIGAUDON. 【記載なし】 
1704.02/Rg1b 70-71: DEUXÉME RIGAUDON. 【記載なし】 
1704.02/Sb2 【記載なし】 189: SARABANDE. 
1704.02/Pp1a 【記載なし】 190: PREMIER PASSEPIED. 
1704.02/Pp1b  190-191: 2. PASSEPIED – [On reprend 
le premier Passepied.] 
1704.02/Sb3 
[Desmarest] 
【記載なし】 239-240: Les Flûtes & les Violons 
joüent d'abard cét Air; Ensuite deux 
Prestresses le chantent alternativement 
avec le Choeur. SARABANDE. « Vous 
rassemblez en vous, » [- On danse 
encore la Sarabande.] 
1704.02/Ch1 
[Desmarest] 










Campra, André (1660-1744) 初演：1705/01/15（Pitou 1983: 146） 
 
1705.01ALN/1705 
ALCINE / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / PAR MR. CAMPRA. / Partition in Folio. / Gravée 
par H. de Baussen. / Prix broché / et Relié en Veau. 





1705.01/Mn1 16: Menuet. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(38) 
1705.01/Gg1 42: Gigue. 
1705.01/Pc1a 60-62: Passacaille. – Choeur. « Que ces Bois, que ces fleurs, » 
1705.01/Pc1b 62-66: 2e. Passacaille. – Une Amante du Labirinthe d’amour. « Les Amours dans 
ces belles » 
1705.01/Sb1a 124: Sarabande. 
1705.01/Sb1b/f 124: une heroine. « Lors que l'amo' no' pro digueses » 
1705.01/Br1 125: Bourée, Rondeau. 
 
 
La Vénitienne (1705.02VEN) 






Lacoste [De La Coste], Louis (c1675-c1750) 初演：1705/10/20（Pitou 1983: 290） 
 
1705.03PHI/1705 
PHILOMELE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur LA COSTE, Ordinaire de 
l'Academie Royale de Musique. / REPRÉSENTÉE POUR LA PRÉMIÉRE FOIS / PAR LADITE 
ACADEMIE, / Le Mardy vingtiéme jour d'Octobre 1705. 





1705.03/Sb1a xxx: SARABANDE. 
1705.03/Sb1b/f xxxj[-xxxiv ?]: DUO. « Heureux les Peubles soûmis, »  




1705.03/Lr1a 34-35: LOURE. 
1705.03/Lr1b/f 35-37: UNE ATHENIENNE. « Les plaisirs charmants Sont pour les Amants, » 
1705.03/Ch1 98-101: CHACONNE. – MINERVE. « Consolez-vous de vos peines cruelles, » 
1705.03/Pp2a 104-105: PREMIER PASSEPIED. 
1705.03/Pp2b 106: SECOND PASSEPIED. (p. 107: On reprend le premier Passepied page 
104.) 





1705.03/Mn1a 313: PREMIER MENUET. 
1705.03/Mn1b 314: DEUXIÉME MENUET. 
1705.03/Mn1c/f 315: UN MATELOT. « Heureux qui pourroit se deffendre, » (On reprend le 
premier Menuet page 313. Un autre Matelot chante ensuite le second Couplet.) 
1705.03/Lr2 316-317: LOURE. AIR. 
1705.03/Rg1a 317-318: PREMIER RIGAUDON. 
1705.03/Rg1b 
[FL/1713.2/09] 




Marais, Marin (1656-1728) 初演：1706/02/18（Pitou 1983: 147） 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 




ALÇIONE, / TRAGEDIE. / MISE EN MUSIQUE, / Par M. Marais, ordinaire / de la Musique de la 
chambre du Roy, / demeurant rue Bertin-poirée. 





1706.01/Mn1a [p]34: Menuet (Vne bergere chante alternativemt. ce Menuet avec le choeur) 
1706.01/Mn1b/f [p]34-35: Vne Berger / Choeur « Le doux Printemps ne paroist pas sans flore, » 
1706.01/Mn1c [p]36: 2e. Menuet (Vne autre bergere chante le 2e. Menuet alternativement avec 
le choeur) 
1706.01/Mn1d/f [p]36-37: Vne Bergere – Choeur « Pour nos ha meaux quittte Cithere, » (On 
reprend le 2e. Menuet dançant) 
1706.01/Pp1a [p]38: Passepied 
1706.01/Pp1b [p]38-39: 2e. Passepied. (On reprend le premier Passepied) 
1706.01/Mn2a 34: Menuet 
1706.01/Mn2b/f 35-36: Deux Actrices de la feste. Air « Dans ces lieux amour tu nous rameine, » 
(p. 36: les hautbois jouent cet air alternativement) 
1706.01/Sb1a 162-163: Sarabande. Entrée 
1706.01/Sb1b/f 163: la Prestresse « Dieu des amants heureux qui sent tes flames, » 
1706.01/Mn3 201: Menuet Entr-acte 




Bouvard, François (c1683-1760) & Bertin de la Doué, Toussaint (c1680-1743) 初演：1706/06/22
（Pitou 1983: 195） 
 
1706.02CAS/1706 
CASSANDRE, / TRAGEDIE / EN MUSIQUE, / REPRÉSENTÉE POUR LA PRÉMIÉRE FOIS / 
PAR L'ACADEMIE ROYALE / DE MUSIQUE. Le Mardy vingt-deuxiéme Juin 1706. 





1706.02/Mn1a xliij: MENUET. 
1706.02/Mn1b xliv: UNE TROYENNE. « On ne peut vivre sans tendresse, » (TABLE: Menuet) 
(On reprend le premier Menuet page xliij.) 
1706.02/Mn1c xliv-xlv: SECOND MENUET. 
1706.02/Mn1d xlv: LA TROYENNE. « Les fleurs amantes du Zephire, » (TABLE: Menuet) 
1706.02/Gg1a xlvj-xlvij: GIGUE. 
1706.02/Gg1b xlviij: GIGUE.: LA TROYENNE. « A l'Amour livrons tous nos coeurs: » (On 
reprend la Gigue, page xlvj.) 
1706.02/Gg2 70-72: Le Peuple exprime par des danses la joye que luy cause le Mariage 
D’EGISTE ET DE CLITEMNESTRE. GIGUE. 
1706.02/Gg2b/f 73-77: Air. LE GRAND PRESTRE. « Suivez, suivez l'hymen, tendres Amants,» 
1706.02/Pp1 77-78: PASSEPIED. 
1706.02/Rg1 79: RIGAUDON. 
1706.02/Lr1a 120-121: LOURE. 
1706.02/Lr1b 122-124: UNE TROYENNE. « Un coeur qui s'engage, » (TABLE: Loure) 
1706.02/Pc1 190-199: PASSACAILLE. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 




Polixène et Pyrrhus (1706.03P&P) 
Collasse, Pascal (1649-1709) 初演：1706/10/21（Pitou 1983: 293） 
 
1706.03P&P/1706 
POLIXENE / ET / PIRRHUS, / TRAGEDIE / EN MUSIQUE, / Par Mr COLLASSE, Maître de la 
Musique de la Chambre du Roy. REPRÉSENTÉE POUR LA PRÉMIÉRE FOIS / PAR 
L'ACADEMIE ROYALE / DE MUSIQUE, / Le Jeudy vingt-uniéme jour d'Octobre 1706. 





1706.03/Lr1 xxij-xxiv: LOURE pour LES TRITONS.  
1706.03/Sb1 xxv-xxvij: SARABANDE redoublée. 
1706.03/Mn1a xxxvj-xxxvj: PREMIER MENUET. 
1706.03/Mn1b xxxvij: DEUXIÉME MENUET. 
1706.03/Mn1c/f xxxviij: UNE BERGERE. « Si c'est un doux plaisir, » 
1706.03/Rg1a xxxviij-xxxix: PRÉMIER RIGAUDON. 
1706.03/Rg1b xxxix: DEUXIÉME RIGAUDON. 
1706.03/Ch1 l-liv: CHACONNE ajoûté pour finir le second Acte, & pour y servir d'Entre-
Acte. 
1706.03/Sb2 22-23: SARABANDE. 
1706.03/Br1 41-42: BOURÉE. 
1706.03/Sb3 82-83: SARABANDE. RONDEAU. 
1706.03/Ch2 84-102: CHACONNE. – CHOEUR DES GRACES, DES JEUX, & DES 
PLAISIRS. « Quand la tendresse Sert le courroux, » – CHACONNE. – VENUS. 
– CHOEUR DES GRACES, DES JEUX, DES PLAISIRS. « Lorsque l'Amour 














219: SECOND PASSEPIED. 




Lacoste [De La Coste], Louis (c1675-c1750) 初演：1707/05/02（Pitou 1983: 183） 
 
1707.01BRA/1707 
BRADAMANTE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur LA COSTE, Ordinaire de 
l'Academie Royale de Musique. / REPRÉSENTÉE POUR LA PRÉMIERE FOIS / PAR LADITE 
ACADEMIE, / Le Lundy deuxiéme jour de May 1707. 






 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(41) 
 1707.01BRA/1707 
1707.01/Mn1 27-28: PREMIER MENUET. 
1707.01/Sb1a 26[sic! =29?]: SARABANDE. 
1707.01/Sb1b/f 30-31: UNE FÉE. « Suivons l'Amour, quand sa voix nous appelle; » (p. 31: On 
rejoüe la Sarabande, page 29.) 
1707.01/Mn2a 31: DEUXIÉME MENUET. 
1707.01/Mn2b/f 32: DEUX FÉES. « Jeunes coeurs, cedez sans peine, » (On rejouë le premier 
Menuet, page 27. Et ensuite on chante les secondes Paroles.) 
1707.01/Gg1a 33-34: GIGUE. 
1707.01/Gg1b/f 34-37: MELISSE. « Les Amours vont prendre les armes; » (p. 37: On rejouë la 
Gigue, page 33.) 
1707.01/Pc1 72-83: PASSACAILLE. – « On n'entend pas toûjours les Oyseaux amoureux, » 
– CHOEUR. « Pour vous, Mortels, aimez, aimez, & soupirez toûjours; » 
1707.01/Sb2a 204: SARABANDE. 
1707.01/Sb2b/f 204-205: UNE GUERRIERRE. « L'Amant que veut plaire, » (p. 205: On rejouë 
la Saraabande page 204.) 
1707.01/Lr1 206-207: LOURE. 
1707.01/Gg2 215-216: GIGUE. 
1707.01/Mn3a 239: MENUET. 
1707.01/Mn3b/f 240-241: TRIO DES BERGERS. « Heureux, Heureux Prince de Grece: » (p. 
241: On reprend le Menuet, page 239.) 




264-265: BRANLE. [– CHOEUR. « Chantons, Chantons, » – On rejoüe le 
Branle page 264.] 
1707.01/Cn1 322: CANARIES. 




Campra, André (1660-1744) 初演：1708/03/06（Pitou 1983: 234） 
 
1708.01HIP/1708/I 
HIPPODAMIE, / TRAGEDIE, / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur CAMPRA. / REPRÉSENTÉE 
POUR LA PRAMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, / Le Mardy sixiéme 
jour de Mars 1708. 











1708.01/Lr1a xiij-xiv: AIR DES SAUVAGES. LOURE. 
1708.01/Lr1b/f xiv-xv: UN SAUVAGE. « Le bien le plus doux, la liberté, » 
1708.01/Rg1a xxxv: PREMIER RIGAUDON. 
1708.01/Rg1b xxxvj: DEUXIÉME RIGAUDON. (On reprend le premier Rigaudon, page 
xxxv.) 
1708.01/Pp1a xxxix-xl: PREMIER PASSEPIED. 
1708.01/Pp1b xl: SECOND PASSEPIED. (On reprend le premier Passepied, page xxxix.) 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(42) 
1708.01/Gg1a 114-115: GIGUE. 
1708.01/Gg1b/f 115-125: UN TRITON. (On reprend la Gigue, page 114.) 
1708.01/Cd1 219-221: CONTRE-DANSE. 
1708.01/Gg2 253-254: Troupe de Peuples. GIGUE. 




Marais, Marin (1656-1728) 初演：1709/04/09（Pitou 1983: 311） 
 
1709.01SEM/1709 
SEMELÉ, / TRAGEDIE. / MISE EN MUSIQUE, / Par M. Marais, ordinaire / de la Musique de la 
Chambre du Roy, / demeurant rue Bertin-poirée. 





1709.01/Ch1 103-117: Chaconne 
1709.01/Mn1a 204: Menuet. 
1709.01/Mn1b 205: 2e. Menuet. 
1709.01/Mn1c/f 206-207: Vn Berger ou Vne Bergeres alternativement avec le choeur. « Jcy, 
chacun s'engage; » 
1709.01/Pp1 210: Passepied. Musette. 
1709.01/Lr1 244: 2e. Air pour les mesmes: Loure 




Stuck [Stück], Jean-Baptiste [Batistin, Baptistin] (1680-1755) 初演：1709/05/24（Pitou 1983: 269） 
 
1709.02MEL/1709 
MÉLÉAGRE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par J-B. STUCK, Ordinaire de la Musique de 
Son Altesse Royale / Monseigneur le Duc d'Orleans; / REPRÉSENTÉE POUR LA PREMIERE 
FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, / Le Vendredy vingt-quatriéme jour de May 
1709. 





1709.02/Gg1a 10-11: GIGUE. 
1709.02/Gg1b/f 12-16: UN SUIVANT DE L'ITALIE. « Su la bella Navicella, di speranza » (p. 
16: Aprés l’Air Italien l’on reprend la Gigue, page 10.) 
1709.02/Sb1 91-92: SARABANDE, POUR LES PRÉTRESSES. 
1709.02/Sb2 104: SECONDE SARABANDE. 
1709.02/Gg2a 182-183: GIGUE. 





1709.02/Pp1a/f 187-188: AIR. « Revenez, doux Plaisirs, dont l'absence cruelle » 
1709.02/Pp1b 189: 1er. PASSEPIED. 
1709.02/Pp1c 190-191: 2me. PASSEPIED. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(43) 
1709.02/Mn1a 255: 1er. MENUET. 
1709.02/Mn1b 256: 2me. MENUET. 
1709.02/Gg3 273-274: GIGUE. (p. 304: On joüe pour Entr’ Acte la Gigue, page 273.) 




Bertin de la Doué, Toussaint (c1680-1743) 初演：1710/04/28（Pitou 1983: 209） 
 
1710.01DIO/1710/I 
DIOMEDE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par Mr. BERTIN, Maître de Clavecin. / 
REPRESENTÉE POUR LA PRAMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, / 
Le Jeudy vingt-septiéme jour de Mars 1710. 





DIOMEDE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par Mr. BERTIN, Maître de Clavecin. / 
REPRESENTÉE POUR LA PRAMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, / 
Le Lundy vingt-huitiéme jour d'Avril 1710. 
Jean Christophe Ballard, 1710, IV-XXVIII-295 p. 
資料形態：PR、横長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：A-77 (1): http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b8572256x 
＊1710/IIとは表紙が異なるだけ：日付 Le Lundy vingt-huitiéme jour d'Avril 1710.が糊付けされ
ている。 
 
 1710.01DIO/1710/I, 1710.01DIO/1710/II 
1710.01/Sb1 xj-xiij: SARABANDE. 
1710.01/Gg1 45-47: GIGUE. (p. 42: On joûe la Gigue, page 45. Pour Entre-Acte.) 
1710.01/Gv1 80-81: GAVOTTE. RONDEAU. 
1710.01/Pp1 87-88: PASSEPIED. RONDEAU. 
1710.01/Rg1a 158-159: AIRS POUR LES BERGERS. PREMIER RIGAUDON. 
1710.01/Rg1b 159-160: DEUXIÉME RIGAUDON. 
1710.01/Mn1a 170: PREMIER MENUET. 
1710.01/Mn1b 170-171: SECOND MENUET. 
1710.01/Mn1c/f 172: UNE BERGERE. « L'Amour & l'innocence Regnent dans nôtre coeur, » 
1710.01/Ch1 232-235: CHACONNE. « Oubliez vôtre vengeance, Rapellez vôtre bonté, » 
1710.01/Ch2a 274-280: Pre. CHACONNE pour les GRACES, les PLAISIRS, & les JEUX. 
RONDEAU. – CHOEUR. « Que ce beau séjour retentisse » 
1710.01/Ch2b 281-282: DEUXIÉME CHACONNE pour les mêmes. RONDEAU. 
1710.01/Gg2 285-286: GIGUE pour les mêmes. 
1710.01/Br1 293: BOURÉE pour les Peuples. 
 
 
Les Festes vénitiennes (1710.02FVE) 
Campra, André (1660-1744) 初演：1710/06/17（Pitou 1983: 223-224） 
 
＊閲覧した資料については本論 p. 48を参照 
各アントレの略称 
[p]=Prologue  
[dv]=Les Devins de la Place Saint marc, Seconde Entrée nouvelle. 
[st]=L’Amour Saltinvanque, Deuxiéme Entrée des Festes Venitiennes. 
[op]=L’Opera, 3me Entrée des Festes Venitiennes. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(44) 
[ba]=Le Bal, Quartième Entrée des Festes Venitiennes. 
[sj]=Les Serenades et les Joueurs,  
[av]=Prologue du Ballet des Amours de Venus, et La Comedie du triomphe de la Folie, 
Divertissement en Musique 
[tf]=Le Triomphe de la Folie 
 
1710.02FVE/1710/I 
[Les Festes vénitiennes, ballet mis en musique… et represente pour la premiere fois par l'Academie 
royale de musique le mardy dis-septieme juin 1710] 
Jean Christophe Ballard, 1710, VI, 32, 70, 87, 69, 89 p. 




[deuxième entrée des Festes vénitiennes] 
Jean Christophe Ballard, 1710, 89 p. 




[3e entrée des Fêtes venitiennes] 




[seconde entrée nouvelle ajoutée aux Festes venitiennes] 




LE TRIOMPHE / DE LA FOLIE, / COMEDIE / MIS EN MUSIQUE / Par Monsieur CAMPRA. 
Jean Christophe Ballard, 1711, II, 70 p. 




PROLOGUE / DU BALLET / DES AMOURS DE VENUS, / ET / LA COMEDIE / DU TRIOMPHE 
DE LA FOLIE; DIVERTISSEMENTS EN MUSIQUE / Par Monsieur CAMPRA. 
Jean Christophe Ballard, 1712, II, 44, 49 p. 




LES FESTES VENITIENNES, / BALLET / MIS EN MUSIQUE / Par Monsieur CAMPRA, / ET 
REPRÉSENTÉ POUR LA PREMERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, / Le 
Mardy dix-septiéme Juin 1710. 
Jean Christophe Ballard, 1714, 32, 60, 70, 87, 69, 89, [av]44, [tf]70 p. 
資料形態：PR 横長 活版印刷 
本論で閲覧した資料：1418.j.2: https://archive.org/details/lesfestesvenitie14camp【Internet Archive
の資料を参照：BYU Blussels Opera and Ballet】 
＊1714 年の合本。Internet Archive の資料では本論で取り上げる資料が全て合本になってい





 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(45) 
 1710.02FVE/1710 1710.02FVE/1712av 1710.02FVE/1711tf 
1710.02/Gg1 [p]15-16: GIGUE. 【記載なし】 【記載なし】 
1710.02/Pp1a [1. dv]35:  
PREMIER PASSEPIED. 
【記載なし】 【記載なし】 




1710.02/Ch1 [2. st]61-70:  
CHACONNE 
【記載なし】 【記載なし】 
1710.02/Br1 [3. op]55:  
PREMIERE BOURÉE 
【記載なし】 【記載なし】 
1710.02/Br2 [3. op]69:  
DEUXIÉME BOURÉE. 
【記載なし】 【記載なし】 
1710.02/Mn1a [4. ba]55:  
PREMIER MENUET. 
【記載なし】 【記載なし】 
1710.02/Mn1b [4. ba]56:  
DEUXIÉME MENUET 
【記載なし】 【記載なし】 
1710.02/Pp2a [4. ba]57:  
PREMIER PASSEPIED. 
【記載なし】 【記載なし】 







[4. ba]67-69:  
FORLANA 
【記載なし】 【記載なし】 
1710.02/Cd1 [5. sj]87-89:  
CONTRE-DANSE. 
【記載なし】 【記載なし】 
1710.02/Sb1 【1712av参照】 [p]22: 
SARABANDE. 
【記載なし】 
1710.02/Gv1 【1712av参照】 [p]41: RONDEAU. 
GAVOTTE. 
【記載なし】 
1710.02/Pp3a 【1712av参照】 [p]42-43: PREMIER 
PASSEPIED. 
【記載なし】 
1710.02/Pp3b 【1712av参照】 [p]43: DEUXIÉME 
PASSEPIED. 
【記載なし】 
1710.02/Sb2a 【1711tf参照】 【記載なし】 58: SARABANDE. 
1710.02/Sb2b/f 【1711tf参照】 【記載なし】 59: UN SPAGNOL, ET 
UNE ESPAGNOLE. « Si 
dans la vie Tout est folie ; » 
 
 
Manto la fée (1711.01MAN) 
Stuck [Stück], Jean-Baptiste [Batistin, Baptistin] (1680-1755) 初演：1711/01/29（Pitou 1983: 260） 
 
1711.01MAN/1710 
MANTO / LA FÉE, / OPERA / MIS EN MUSIQUE / Par J-B. STUCK, Ordinaire de la Musique de 
Son Altesse Royale / Monseigneur le Duc d'Orleans; REPRÉSENTÉ POUR LA PREMIERE FOIS 
/ PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, / Le jour de 1710. 
Jean Christophe Ballard, 1710, II, XL, 292 p. 
資料形態：PR、横長、活版印刷 
本論で閲覧した資料：VM2-224: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b90627267 





 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(46) 
 1711.01MAN/1710 
1711.01/Pc1 x-xij: PASSACAILLE pour les Fées. 
1711.01/Lr1a 47: LOURE pour les Guerriers. 
1711.01/Lr1b/f 48-49: UN SYRIEN. « Il faut que tout aime Rien n'est si doux; » 
1711.01/Pp1a 55-56: 1. PASSEPIED pour les Guerriers, & pour les Peuples. 
1711.01/Pp1b 56: 2me. PASSEPIED pour les mêmes. 
1711.01/Gg1 92-97: GIGUE, pour les mêmes.持続低音 
1711.01/Pp2a 102-103: 1er PASSEPIED. 持続低音 
1711.01/Pp2b 103-105: 2me PASSEPIED. 持続低音 
1711.01/Sb1 202: SARABANDE pour les Graces. 
1711.01/Mn1 208: MENUET pour les Amours. 
1711.01/Ch1a 257-260: CHACONNE pour les Genies & les Princesses enchantées. – UNE 
PRINCESSE ENCHANTÉE chant & le CHOEUR reprise alternativement. « Qu'à 
jamais l'Amour & la Gloire, » 
1711.01/Ch1b 260-268: CHACONNE pour l'Arlequin & une Scaramouchette. – POUR LES 
ESPAGNOLS. 




Campra, André (1660-1744) 初演：1712/01/12（Pitou 1983: 236） 
 
1712.01IDO/1712 
IDOMENÉE, / TRAGEDIE / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur CAMPRA; / REPRÉSENTÉE 
POUR LA PREMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, / Le Mardy 
douziéme jour de Janvier 1712. 





1712.01/Sb1 xxvij: SARABANDE. 
1712.01/Lr1 xl-xlj: AIR DES TRITONS. LOURE. 
1712.01/Mn1a xlvj: MENUET. 
1712.01/Mn1b/f xlvij: Deux NYMPHES, accompagnées de deux Hautbois, chantent le Menuet 
suivans, & les Choeur y repondent. « Jeunes Beautez, cedez à la tendresses, » 
(On reprend le Menuet, & ensuite l’on chante le second Couplet.) 
1712.01/Pp1 xlviij: PASSEPIED. 
1712.01/Gg1 46-47: GIGUE. 
1712.01/Rg1a 185-186: PREMIER RIGAUDON. (p. 202: On reprend le Rigaudon des 
Hautbois, par b mol, page 186. & [...]) 
1712.01/Rg1b 186-187: DEUXIÉME RIGAUDON. 
1712.01/Mn2a 274: PREMIER MENUET. Hautbois & Violons, alternativement. 
1712.01/Mn2b 275: DEUXIÉME MENUET. VIOLONS & HAUTBOIS alternativement. 
1712.01/Mn2c/f 275-276: Un BERGER, & le CHOEUR. « La Paix & les Plaisirs tranquilles, » 
(On reprend le Menuet par b mol, on chante le deuxiéme Couplet, & l’on reprend 
le premier Menuet.) 
1712.01/Pp2a 282-283: PREMIER PASSEPIED. HAUTBOIS ET VIOLONS, alternativement. 
1712.01/Pp2b 283-284: DEUXIÉME PASSEPIED. VIOLONS ET HAUTBOIS alternativement. 
1712.01/Pc/1 317-322: PASSACAILLE. 
 
 
Créuse l'Athénienne (1712.02CRE) 
Lacoste [De La Coste], Louis (c1675-c1750) 初演：1712/04/05（Pitou 1983: 204） 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 




CREUSE / TRAGEDIE / Mise en Musique / Par M.r de la Coste / Representeé pour la premiere fois / 
par L'Academie Royale de Musique / le Mardy 5. Avril 1712. 





1712.02/Gv1a [p]13: GAVOTTE. 
1712.02/Gv1b/f [p]14: Une Dryade alternativement avec le Choeur. « La Beauté trouve en tous 
lieux » 
1712.02/Mn1a [p]24: I. MENUET. 
1712.02/Mn1b/f [p]24-25: UNE DRYADE. « Le Dieu d'Amour nous fait grace » (p. 25: On rejoüe 
le Menuet.) 
1712.02/Mn1c [p]26: II. MENUET. 
1712.02/Mn1d/f [p]27: UNE NAYADE. « Livrez-vous à la tendresse, » (On rejoüe le 2me 
Menuet.) 
1712.02/Gg1 [CHANGEMENTS.]36,49【ページ数誤植？ ２ページ分】: GIGUE. 
1712.02/Sb1 28-29: SARABANDE. 
1712.02/Mn2a 33-34: Ier. MENUET RONDEAU. 
1712.02/Mn2b/f 35: IDAS. « Flore à de moindres appas pouroit porter envie: » 
1712.02/Mn2c 35-36: IIme. MENUET. 
1712.02/Pp1 36-37: PASSEPIED. 
1712.02/Ch1 92-101: CHACONNE. 
1712.02/Mn3a/f 148-149: Deux BERGERES, & le CHOEUR alternativement. « Aimons toûjours 
ces boccages, » 
1712.02/Mn3b 149: MENUET. 
1712.02/Mn3c/f 150: DEUX BERGERES. « Au doux murmure de l'onde, » (On reprend le 
Menuet, page 149) 
1712.02/Pp2 160-161: PASSEPIED. 
1712.02/Sb2 261-262: SARABANDE. 
1712.02/Gv2a/f 284-285: AIR. 
1712.02/Gv2b 285-287: GAVOTTE. Rondeau. 
 
 
Les Amours de Mars et de Vénus (1712.03AMV) 
Campra, André (1660-1744) 初演：1712/09/06（Pitou 1983: 154） 
 




Destouches, André Cardinal (1672-1749) 初演：1712/12/27（Pitou 1983: 187） 
 
1712.04CAL/1712/I 
CALLIRHOÉ, / TRAGEDIE / EN MUSQUE, / Par Monsieur DESTOUCHES, Inspecteur General / 
de l'Academie Royale de Musique; / REPRÉSENTÉE POUR LA PREMIERE FOIS, / par la même 
Academie, le vingt-septiéme Decembre 1712. 






 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(48) 
1712.04CAL/1713/II 
CALLIRHOÉ, / TRAGEDIE / EN MUSQUE, / Par Monsieur DESTOUCHES, Inspecteur General / 
de l'Academie Royale de Musique; / REPRÉSENTÉE POUR LA PREMIERE FOIS, / par la mème 
Academie, le vingt-septiéme Decembre 1712. / Et réimprimée comformément aux Représentations 
le 15. Mars 1713. 




 1712.04CAL/1712/I 1712.04CAL/1713/II 
1712.04/Mn1a xlviij: PREMIER MENUET. xlviij: PREMIER MENUET. 
1712.04/Mn1b xlix: DEUXIÉME MENUET. xlix: DEUXIÉME MENUET. 
1712.04/Mn1c/f l: {no title} « Nos coeurs sont faits 
Amour, » 
l: {no title} « Nos coeurs sont faits 
Amour, » 
1712.04/Sb1 [OBMISSION.]lxix: 
SARABANDE. au Divertissement 
du Premier Acte. Page 47. 
48: SARABANDE. 
1712.04/Pp1a, b 163-165: PASSEPIED.  163-165: PASSEPIED. 




Médée et Jason (1713.01M&J) 
Salomon, Joseph-François (1649-1732) 初演：1713/04/24（Pitou 1983: 266） 
 
1713.01M&J/1713 
[no title page] ＊CMIの記述：Médée et Jason, tragédie en musique… Représentée pour la 1re fois 
par l'Académie royale de musique le 24 avril 1713 






1713.01/Mn1 [p]33: Menuet. Haut-bois 
1713.01/Gg1a [p]34-35: Premiere Gigue 
1713.01/Gg1b/f [p]35-38: l'Europe « Les Plaisirs les Amour et les Jeux vont orner ces rivages » 
2e. 
1713.01/Gg1c [p]38-39: 2e.Gigue 
1713.01/Pp1a [p]40: Premier Passepied. Haut-bois 
1713.01/Pp1b [p]40: 2e. Passepied 
1713.01/Br1 41-42: BOURÉE. 
1713.01/Rg1 111: RIGAUDON. 
1713.01/Pp2a 113-114: PREMIER PASSEPIED. 
1713.01/Pp2b 114-115: DEUXIÉME PASSEPIED. 
1713.01/Gg2 266-267: GIGUE. 
 
 
Les Amours déguisés (1713.02ADE) 
Bourgeois, Thomas-Louis (1676-1750/51) 初演：1713/08/22（Pitou 1983: 152） 
 
1713.02ADE/1713 
LES AMOURS / DÉGUISEZ, / BALLET / MIS EN MUSIQUE / Par Monsieur BOURGEOIS, / cy-
devant Maître de Musique de Toul / & de Strasbourg. / REPRÉSENTÉ POUR LA PREMIERE 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(49) 
FOIS, / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, / Le Mardy vingt-deuxiéme jour d'Aoust 
1713. 





1713.02/Gv1 66-68: GAVOTTE. 
1713.02/Rg1 209: RIGAUDON. (p. 213: On reprend le Rigaudon, Page 209) 
1713.02/Pp1a 216-217: PREMIER PASSEPIED. (p. 217: Tourne vîte pour le deuxiéme 
Passepied.) 
1713.02/Pp1b 218-219: DEUXIÉME PASSEPIED. 




Campra, André (1660-1744) 初演：1713/11/28（Pitou 1983: 317） 
 
1713.03TPH/1713 
TELEPHE, / TRAGEDIE, / MISE EN MUSIQUE / Par Monsieur CAMPRA; / REPRÉSENTÉE 
POUR LA PREMIERE FOIS, / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, / Le Mardy vingt-
huitiéme jour de Nobembre 1713. 





1713.03/Sb1 xxj: AIR DES GRACES. SARABANDE. 
1713.03/Ch1 xxij-xxvj: CHACONNE. 
1713.03/Mn1a 42-43: MENUET. 
1713.03/Mn1b/f 44: LE BERGER ET LA BERGERE. « On voit encor des coeurs fidelles, » 
(Après avoir chanté le I. Couplet, on reprend le Menuet, Page 42. & l’on chante 
ensuite le II. Couplet.) 
1713.03/Gg1 47-48: GIGUE. 
1713.03/Sb2 96: SARABANDE. 
1713.03/Pp1a 207: PREMIER PASSEPIED. 
1713.03/Pp1b 208-209: DEUXIÉME PASSEPIED. 





Matho, Jean-Baptiste (c1660-1746) 初演：1714/04/10（Pitou 1983: 161） 
 
1714.01ARO/1714 
ARION, / TRAGEDIE / EN MUSIQUE / Par Monsieur MATHO, Ordinaire de la Musique / du Roy. 
/ REPRÉSENTÉE POUR LA PREMIERE FOIS, / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, 
/ Le Mardy dixiéme jour d'Avril 1714. 





1714.01/Sb1 xxv: SARABANDE. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(50) 
1714.01/Mn1 xxvj: MENUET. 
1714.01/Gv1a xxx: GAVOTE. POUR LES GUERRIERS. 
1714.01/Gv1b/f xxxj: UN GUERRIER. « Mars ne nous fait plus la guerre, » 
1714.01/Mn2 l: MENUET. 
1714.01/Pp1 lj-lij: PASSEPIED. 
1714.01/Gv3a 49-50: DEUXIÉME AIR DE MUSETTE. GAVOTTE. 
1714.01/Gv3b/f 50-51: UNE BERGERE, alternativement avec le choeur. « Dans ces lieux 
charmants, » 
1714.01/Mn3a 59-60: MENUET. (p. 70: On joüe le Menuet page 59 pour Entr’Acte.) 
1714.01/Mn3b/f 60-61: DEUX BERGERS, alternativement avec la Symphonie. « Aimable Amour, 
sous ces verds ombrages, » 
1714.01/Sb2a 109-110: Pre. SARABANDE. 
1714.01/Sb2b/f 110-111: UNE GRACE alternativement avec le CHOEUR. « L'Amour va 
paroître, Quel bonheur charmant! » 
1714.01/Sb2c 111-112: DEUXIÉME SARABANDE. 
1714.01/Sb2d/f 112-113: Les deux GRACES alternativement & le CHOEUR. « Amour, vien sans 
armes Etablit tes loix, » 
1714.01/Mn4a 114: MENUET. 
1714.01/Mn4b/f 115-116: UNE GRACE, alternativement avec le Choeur. « Chantons le Dieu qui 
nous engage, » 
1714.01/Pp2a 285-286: Per. PASSEPIED. 
1714.01/Pp2b 287: 2me. PASSEPIED. 
1714.01/Ch1 337-342: CHACONNE. 
 
 
Les Festes de Thalie (1714.02FTH) 
Mouret, Jean-Joseph (1682-1738) 初演：1714/08/14（Pitou 1983: 222） 
 
1714.02FTH/1714 
LES FESTES / OU / LE TRIOMPHE / DE THALIE, / BALLET EN MUSIQUE / Par Monsieur 
MOURET, Ordinaire de la Musique de S. A. S. Madame / la Duchesse du Maine; / REPRÉSENTÉ 
POUR LA PREMIERE FOIS / PAR L'ACADEMIE ROYALE DE MUSIQUE, / Le Mardy 
quatroziéme Aoust 1714. 





[La Critique des festes de Thalie, Nouvelle entrée] 








LA VEUVE COQUETTE, / NOUVELLE ENTRÉE, / substituée le 12. Mars 1705, à celle de la Veuve, 
des Fêtes de Thalie. 







 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(51) 
1714.02/Mn1a 120: PREMIER MENUET. 
1714.02/Mn1b 120-121: DEUXIÉME MENUET. 
1714.02/Mn1c/f 121: Une Fille MARSEILLOISE. « Tout Amant, Comme le vens, » 
1714.02/Rg1a 122-123: PREMIER RIGAUDON. 
1714.02/Rg1b 123-124: DEUXIÉME RIGAUDON. (p. 124: On reprend premier Rigaudon, 
Page 122. Et [...]) 
1714.02/Lr1 158-159: LOURE POUR LES MARIEZ. 
1714.02/Mn2a 180: PREMIER MENUET. 
1714.02/Mn2b 181-183: DEUXIÉME MENUET. MUSETTE. 
1714.02/Mn2c/f 184-185: On peut ajouter les mêmes accompagnements du Menuet précedent. 
« Dans nôtre boccage, Les plaisirs regnent tour à tour, » 
1714.02/Mn3a 217-218: PREMIER MENUET. 
1714.02/Mn3b 218: DEUXIÉME MENUET. 
1714.02/Fl1 
[FL/1715.2/01] 
225: FORLANE. RONDEAU. 
1714.02/Ch1 226-231: CHACONNE. 
1714.02/Pp1a 243-244: PREMIER PASSEPIED. 
1714.02/Pp1b 244-245: DEUXIÉME PASSEPIED. (p. 245: On reprend le premier Passepied, 
page 243.) 
1714.02/Cd1 246: CONTRE-DANSE. – CHOEUR DES MASQUES. « Goûtons de doux 
amusements, » 
1714.02/Pp2a [SUPPLEMENT]247: Airs ajoûtez immediatement après l'Air des Plaisirs au 
Prologue, Page 62. PREMIER PASSEPIED. 
1714.02/Pp2b [SUPPLEMENT]248: DEUXIÉME PASSEPIED. (On reprend le premier 




Destouches, André Cardinal (1672-1749) 初演：1714/11/29（Pitou 1983: 316） 
 
1714.03T&C/1714/I 
TELEMAQUE / ET / CALYPSO, / TRAGEDIE EN MUSIQUE / Par Monsieur DESTOUCHES, 
Inspecteur General / de l'Academie Royale de Musique; / REPRÉSENTÉE POUR LA PREMIERE 
FOIS, / par la même Academie, le Jeudy quinziéme jour de Novembre 1714. 





TELEMAQUE, / TRAGEDIE / EN MUSIQUE, / Par Monsieur DESTOUCHES, Inspecteur general / 
de l'Academie Royale de Musique; / REPRÉSENTÉE POUR LA PRÉMIÉRE FOIS, / par la même 
Academie, le Jeudy sixiéme jour de Decembre 1714. / SECONDE EDITION. 




 1714.03T&C/1714/I 1714.03T&C/1715/II 
1714.03/Sb1 xxxvj: SARABANDE en RONDEAU. xxxvj: SARABANDE en RONDEAU. 
1714.03/Mn1a xxxvij: MENUET en RONDEAU. xxxvij: MENUET en RONDEAU. 
1714.03/Mn1b/f xxxviij-xxxix: Un des ARTS de la suite 
de MINERVE alternativement avec le 
CHOEUR. « A nos jeux Mélons la 
tendresse, » 
xxxviij-xxxix: Un des ARTS de la 
suite de MINERVE alternativement 
avec le CHOEUR. « A nos jeux 
Mélons la tendresse, » 
1714.03/Ch1a 154-166: CHOEUR. – CHACONNE. – 154-166: CHOEUR. – CHACONNE. 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(52) 
UN PLAISIR à TELEMAQUE. [etc] – UN PLAISIR à TELEMAQUE. 
[etc] 
1714.03/Ch1b 166-175: CHACONNE. – UN 
PLAISIR. [etc] 
166-174: CHACONNE. – UN 
PLAISIR. [etc] 
1714.03/Br1 222-223: BOURÉE. 222-223: BOURÉE. 
1714.03/Gv1a 229: SECOND AIR, GAVOTTE. 229: SECOND AIR, GAVOTTE. 
1714.03/Gv1b/f 229-230: LA GRANDE PRETRESSE. 
« Dieu charmant, sous ta puissance, » 
(p. 230: On reprend la GAVOTTE, cy 
dessous.) 
229-230: LA GRANDE 
PRETRESSE. « Dieu charmant, sous 
ta puissance, » (p. 230: On reprend la 
GAVOTTE, cy dessous.) 
1714.03/Pp1a 231: PREMIER PASSEPIED. 231: PREMIER PASSEPIED. 
1714.03/Pp1b 231-233: DEUXIÉME PASSEPIED. 231-233: DEUXIÉME PASSEPIED. 
1714.03/Br2 [suplement]323: BOURÉE, ajoûtée 
après le Choeur Fille de Jupiter, page 
390[=300], avant le Recit Eloignous-
nous. 
【記載なし】 
1714.03/Tb1 【記載なし】 301-302: TAMBOURIN. 
1714.03/Lr1 【記載なし】 303: LOURE. 
1714.03/Mn2a 【記載なし】 304: MENUET. 
1714.03/Mn2b/f 【記載なし】 305-306: UNE MATELOTTE, 
alternativement avec le CHOEUR. (p. 
306: On reprend le Menuet, page 304. 
& le Tambourin, page 301.) 
 
 
Les Plaisirs de la paix (1715.01PDP) 
Bourgeois, Thomas-Louis (1676-1750/51) 初演：1715/04/29（Pitou 1983: 292） 
 
1715.01PDP/1715 
LES PLAISIRS DE LA PAIX / BALET. / mis en Musique Par Mr. Bourgeois / Cy-devant Maître de 
Musique / des Catédrales de Toul et Strasbourg / Le Prix est de 8.ttiossbroché / et de 10.tt relié en 
veau. 





1715.01/Mn1 5-6: Menuet pour les mêmes. (p. 28: On reprend ioy le Menuet qui est a la 
Page. 5) 
1715.01/Sb1a 15: 1ere. Sarabande pour les Amours et les graces. 
1715.01/Sb1b 15: 2e. Sarabande 
1715.01/Sb1c/f 16-18: Un amour. « Aimez sans cesse l'Amour vous empresse » 
1715.01/Pp1a 32-33: Premier Passe pied. 
1715.01/Pp1b 33: 2e. Passe pied. Haut-bois et Violons alternativement. (On reprend le 1er 
Passe pied ensuitte le Choeur Ce Monarque à banni la guerre puis 
l’Ouverture.) 




1715.01/Mn2 96-97: Menuet【ブランルの中に組み込まれている】 
1715.01/Cd1 170: Contredance 
1715.01/Mn3a 216: Per. Menuet. 
1715.01/Mn3b/f 216-217: hautbois et puis tous. 
1715.01/Cd2 217: Contre Danse 
ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）で上演された 
劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察 
 別表１ 研究対象資料と楽曲一覧 
(53) 
1715.01/Pp2a 218: Ier. Passe pied 
1715.01/Pp2b 218-219: 2e. Passe pied 
1715.01/Fl1 225-226: Forlane (p. 231: On reprend la Forlane et […]) 





















































































武蔵野音楽大学大学院 平成 26年度学位（博士）論文 










b: 二部形式 r: ロンドー 
3：３声部で構成されている箇所 
位置：（二部形式の場合）1, 2: 前半、後半のストレイン；（ロンドーの場合）r, 1, 2, …: ルフラン、第１クープレ、第２クープレ 
I：ストレイン冒頭の時間差的開始 
位置：（二部形式の場合）1, 2: 前半、後半のストレイン；（ロンドーの場合）r, 1, 2, …: ルフラン、第１クープレ、第２クープレ 
記号：c: 明確な模倣が観察されるもの 
M：ミュゼットに関する要素 









 syn: シンコペーション（ ； ； ； ） 
 
ブーレ 
楽曲番号 S T A F M I 3 E SG      syn  
1683.01/Br1a 2 2/2 
 




















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG      syn  
1683.01/Br2 2 2/2 
 
b     36 0 20 0 0 8   
1687.01/Br1 2 2/2 
 
b     24 0 2 0 2 7 1  
1688.01/Br1 2 2/2 
 
r     35 4 20 0 0 6   
1688.01/Br2 2 2/2 
 
r     31 4 12 3 0 4  2 
1690.01/Br1  2/2 
 
b     40 1 3 16 3 14 1  
1694.01/Br1 2 2/2 
 
r     54 0 25 0 13 5 1  
1694.02/Br1a ￠ 2/2 
 
b     40 0 7 5 8 3 3  
1694.02/Br1b ￠ 2/2 
 
b   1, 2  40 0 7 7 6 4 2  
1695.03/Br1a ￠ 2/2 
 
b     40 0 6 1 0 5 7  
1695.03/Br1b ￠ 2/2 
 
b     32 0 7 1 3 11   
1696.02/Br1 ￠ 2/2 
 
b     34 0 9 1 10 7 1  
1696.02/Br2 ￠ 2/2 
 
b     32 2 12 1 5 2 2 1 
1697.03/Br1 2 2/2 
 
b     28 1 6 4 2 8 1  
1697.03/Br2  2/2 
 
b     32 1 4 1 8 3 5  
1697.03/Br3  2/2 
 
b     32 1 13 0 3 4 3  
1698.01/Br1a ￠ 2/2 
 
r  1c 2  50 3 11 6 16 6 1  
1698.01/Br1b ￠ 2/2 
 
b     30 0 15 4 4 3   
1698.01/Br1c ￠ 2/2 
 
b     24 1 12 0 1 5   
1699.01/Br1 2 2/2 
 
b     24 0 14 1 2 3   
1699.01/Br2 2 2/2 
 
b     48 1 24 0 8 4 3  
1699.02/Br1ac 2 2/2 
 
r     48 2 25 2 7 2 2  
1700.01/Br1 2 2/2 
 
b     36 2 8 4 4 7 3  
1701.03/Br1 2 2/2 
 
b     40 2 27 1 3 1   
1701.03/Br2  2/2 
 
b    Gay. 40 0 18 2 6 2 4  
1702.02/Br1 ￠ 2/2 
 
b     32 3 6 0 1 10 2  
1703.01/Br1a 2 2/2 
 
b     36 8 20 0 3 0  2 
1703.02/Br1 2 2/2 
 
r  rc,1,2  Gay. 48 0 30 2 10 0   
1704.01/Br1 ￠ 2/2 
 
b     24 5 6 0 4 2 1 1 
1705.01/Br1 2 2/2 
 
r   2  48 0 15 3 6 12 3  
1706.03/Br1 2 2/2 
 
b     54 7 8 4 2 19 3  
1709.02/Br1 2 2/2 
 
b  1,2 2  48 14 11 5 9 3  6 
1710.01/Br1 2 2/2 
 
b     48 2 34 0 2 5   
1710.02/Br1 2 2/2 
 




















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG      syn  
1710.02/Br2 ￠ 2/2 
 
b     32 0 19 1 7 1   
1712.04/Br1  2/2 
 
b     28 0 10 3 7 0 2  
1713.01/Br1 2 2/2 
 
b     40 1 13 4 11 2 2  
1714.03/Br1 2 2/2 
 
r     48 3 18 4 9 4   
1714.03/Br2 2 2/2 
 
b     32 0 23 2 3 0   
 
リゴドン 
楽曲番号 S T A F M I 3 E SG      syn  
1688.01/Rg1a ￠ *2/2 
 
b     40 11 8 0 4 3  5 
1688.01/Rg1b  *2/2 
 
b     24 1 12 2 0 3   
1688.01/Rg2 2 2/2 
 
b   1, 2  32 5 17 3 0 2  2 
1693.02/Rg1a ￠ 2/2 
 
b     32 13 11 4 2 0  7 
1693.02/Rg1b ￠ 2/2 
 
b     32 5 24 3 2 0   
1694.02/Rg1a ￠ 2/2 
 
b     48 14 8 6 0 0  6 
1694.02/Rg1b ￠ 2/2 
 
b     48 0 16 6 2 2  2 
1695.02/Rg1a ￠ 2/2 
 
b  2   40 13 19 6 4 0  6 
1695.02/Rg1b ￠ 2/2 
 
b  1   42 5 25 7 3 0  2 
1697.02/Rg1a ￠ 2/2 
 
b     48 12 25 3 2 0  6 
1697.02/Rg1b ￠ 2/2 
 
b   1, 2  48 3 33 3 3 0  1 
1697.03/Rg1a 2 2/2 
 
b     40 4 17 8 3 2  2 
1697.03/Rg1b  2/2 
 
b   1, 2  32 4 14 4 5 1  1 
1697.04/Rg1b 2 2/2 
 
b     48 14 19 3 0 6  7 
1697.04/Rg1c 2 2/2 
 
b   1, 2  48 4 22 3 0 1  2 
1697.05/Rg1a 2 2/2 
 
b   2  32 8 14 2 4 0  4 
1697.05/Rg1b 2 2/2 
 
b   1, 2  48 0 19 3 18 2   
1698.01/Rg1a ￠ 2/2 
 
b     40 6 23 3 2 0  2 
1698.01/Rg1c ￠ 2/2 
 
b     32 8 14 6 0 0  4 
1698.01/Rg1d ￠ 2/2 
 
b     48 13 18 8 3 0  6 
1699.01/Rg1a 2 2/2 
 
b     32 0 24 2 0 0   
1699.01/Rg1b 2 2/2 
 
b     48 17 19 0 0 6  7 
1699.02/Rg1a 2 2/2 
 
b     32 6 13 1 6 0  3 
1699.02/Rg1b 2 2/2 
 
b     32 9 12 1 4 0  4 
1700.01/Rg1a 2 2/2 
 





















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG      syn  
1700.01/Rg1b 2 2/2 
 
r   1, 2  44 8 19 2 3 4  4 
1701.02/Rg1a 2 2/2 
 
b     48 14 16 0 0 0  6 
1701.02/Rg1b 2 2/2 
 
b     32 8 14 0 2 0  4 
1702.01/Rg1a 2 2/2 
 
b  1c,2c   32 2 17 2 2 1  1 
1702.01/Rg1b 2 2/2 
 
b   1, 2  48 4 35 0 1 2  1 
1704.02/Rg1a 2 2/2 
 
b  1   32 0 14 4 6 2   
1704.02/Rg1b 2 2/2 
 
b   1, 2  44 14 15 8 1 0  7 
1705.03/Rg1a 2 2/2 
 
b     48 5 26 1 7 4  1 
1705.03/Rg1b 2 2/2 
 
b   1, 2  38 8 19 3 4 0  4 
1706.02/Rg1 2 2/2 
 
b  1,2   32 6 11 3 4 4  3 
1706.03/Rg1a ￠ *2/2 
 
b   1, 2  36 3 6 5 3 11   
1706.03/Rg1b ￠ *2/2 
 
b   1, 2  40 9 10 5 0 4  4 
1708.01/Rg1a 2 2/2 
 
b     32 6 14 0 3 1  3 
1708.01/Rg1b 2 2/2 
 
b 2  1, 2  32 7 13 2 3 3  3 
1710.01/Rg1a 2 2/2 
 
b     48 12 9 9 10 2  7 
1710.01/Rg1b 2 2/2 
 
b   1, 2  32 8 7 6 6 1  5 
1712.01/Rg1a 2 2/2 - b     48 13 25 1 5 0  3 
1712.01/Rg1b 2 2/2 - b   1, 2  32 2 20 2 4 0  1 
1713.01/Rg1 ￠ 2/2 
 
b     32 6 12 2 7 0  3 
1713.02/Rg1 2 2/2 
 
b     40 2 22 2 4 0  1 
1714.02/Rg1a ￠ 2/2 
 
b     52 16 20 5 2 1  8 
1714.02/Rg1b 2 2/2 
 
b     40 3 23 5 4 0  1 
1715.01/Rg1 2 2/2 
 




楽曲番号 S T A F M I 3 E SG      syn  
1674.01/Gv1 ￠ 2/2 
 
b     24 3 7 0 2 11   
1676.01/Gv1 ￠ 2/2 
 
r     26 1 5 3 13 2   
1676.01/Gv2a ￠ 2/2 
 
b     32 3 7 9 10 2   
1680.01/Gv1 2 2/2 
 
b     22 3 5 3 4 6   
1680.01/Gv2a 2 2/2 
 
t     48 6 22 1 0 19   
1681.01/Gv1 2 2/2 
 
b     24 4 6 0 2 12   
1685.01/Gv1a 2 2/2 
 





















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG      syn  
1685.01/Gv2 2 2/2 
 
b    lentement. 24 2 12 0 0 9   
1685.02/Gv1 2 2/2 
 
b     24 2 17 0 0 5   
1686.01/Gv1 2 2/2 
 
r     24 2 5 0 2 13   
1686.01/Gv2 2 2/2 
 
b     24 2 12 1 0 7   
1688.01/Gv1a 2 2/2 
 
r   r  24 3 4 2 6 9   
1693.02/Gv1 ￠ 2/2 
 
b     24 3 7 0 2 11   
1693.02/Gv2 ￠ 2/2 
 
b     24 4 6 0 1 12   
1693.02/Gv3 ￠ 2/2 
 
b     24 4 2 7 4 7   
1693.02/Gv4 ￠ 2/2 
 
b     16 2 5 1 5 3   
1694.02/Gv1a ￠ 2/2 
 
r   1  48 7 9 7 15 10   
1695.03/Gv1 2 2/2 
 
b     24 4 8 0 2 8   
1697.02/Gv1ab ￠ 2/2 
 
b     24 3 9 1 2 9   
1697.02/Gv1c ￠ 2/2 
 
b   1, 2  24 3 0 5 10 6   
1697.02/Gv1d ￠ 2/2 
 
b     24 3 9 0 1 11   
1697.03/Gv1 2 2/2 
 
b   1, 2  24 4 10 1 8 1   
1697.04/Gv1a 2 2/2 
 
b     24 2 14 0 0 8   
1697.05/Gv1bd 2 2/2 
 
b     28 2 7 5 8 6   
1699.01/Gv1a 2 2/2 
 
b     24 3 14 7 0 0   
1699.01/Gv2 2 2/2 
 
b     24 3 7 0 2 12   
1699.02/Gv1a 2 2/2 
 
b     32 2 21 0 0 8   
1699.03/Gv1a ￠ 2/2 
 
b     32 3 21 0 0 8   
1703.01/Gv1 ￠ 2/2 
 
b     28 2 21 0 3 2   
1704.01/Gv1a 2 2/2 
 
r   2 gay 56 7 30 2 10 7   
1710.01/Gv1 ￠ 2/2 
 
r     48 3 27 3 12 3   
1710.02/Gv1 2 2/2 
 
r 1,2  3  50 5 29 3 9 1  1 
1712.02/Gv1a 2 2/2 
 
b     24 3 13 2 1 3   
1712.02/Gv2b 2 2/2 
 
r     44 4 12 4 13 7   
1713.02/Gv1 2 2/2 
 
b   3  48 6 20 9 10 3   
1714.01/Gv1a ￠ 2/2 
 
b     32 3 18 0 1 10   
1714.01/Gv3a ￠ 2/2 
 
b 1,2  1, 2  24 3 4 4 9 4   
1714.03/Gv1a 2 2/2 
 
























































































 ss: サラバンド・シンコペーション（Mn, Sb: / ; Pp: , ） st: ソティヤン（Mn, Sb: /  ; Pp:  ,  ） H: 旋律のヘミオラ 
 
メヌエット 
楽曲番号 S T A F M I 3 E SG  ss       st 全拍 短長 両義 長短 H 
1675.01/Mn1 3 3/4 - b     16 8 0 0 0 0 0 0 6 0 2 8 0 6  
1676.01/Mn1 3 3/4 - b     18 4 2 0 0 0 0 1 6 2 3 6 0 8  
1676.01/Mn2a 3 3/4 - b     16 4 2 0 0 0 0 0 3 5 2 6 0 8 1 
1679.01/Mn1a 3 3/4 
 
b     14 0 2 0 3 0 0 0 2 4 3 2 3 6  
1679.01/Mn1c 3 3/4 
 
b     16 0 1 0 4 0 0 0 6 4 1 1 4 10  
1679.01/Mn2 3 3/4 - b     16 8 0 0 0 0 0 0 6 1 1 8 0 7  
1680.01/Mn1a 3 3/4 - b     20 3 1 2 2 0 0 0 4 6 2 4 2 10  
1680.01/Mn2a 3 3/4 - b     16 0 1 1 3 0 0 0 3 6 2 1 3 9  
1681.01/Mn1a 3 3/4 - b     20 0 3 0 3 0 0 0 1 9 4 3 3 10 1 
1681.01/Mn1b 3 3/4 - b     24 0 3 0 3 0 0 0 4 11 3 3 3 15  
1681.01/Mn2b 3 3/4 - r     22 6 2 0 0 0 0 0 3 10 1 8 0 13  
1681.01/Mn3a 3 3/4 - b     16 0 5 0 2 0 0 0 3 6 0 5 2 9  
1681.01/Mn4 3 3/4 - b     28 7 6 0 0 0 0 0 1 11 3 13 0 12  
1682.01/Mn1ab 3 3/4 - b     18 0 1 1 3 0 3 1 5 2 2 1 6 7  
1683.01/Mn1a 3 3/4 - b     16 6 1 0 2 0 0 0 5 0 2 7 2 5  
1684.01/Mn1a 3 3/4 - b     24 1 3 0 3 0 0 0 3 11 3 4 3 14  
1685.01/Mn1a 3 3/4 - b     20 6 1 0 4 0 0 0 4 3 2 7 4 7  
1685.01/Mn1b 3 3/4 - b     14 1 0 0 8 0 0 0 0 3 2 1 8 3 1 
1685.01/Mn2a 3 3/4 - b     20 4 2 0 3 0 0 0 4 5 2 6 3 9  
1685.02/Mn1 3 3/4 - b   1, 2  14 0 1 0 8 0 0 0 3 0 2 1 8 3  
1685.02/Mn2 3 3/4 - r   r, 1  20 6 2 0 2 0 0 0 2 7 1 8 2 9  
1685.03/Mn1 3 3/4 
 
b     17 0 1 0 9 0 0 2 1 3 1 1 9 4  
1685.04/Mn1a 3 3/4 - b     16 4 1 0 2 0 0 0 3 4 2 5 2 7  
1685.04/Mn1b 3 3/4 - b   3  14 0 3 0 2 0 0 0 2 5 2 3 2 7  
1685.04/Mn2a 3 3/4 - b     24 8 0 0 3 0 0 0 7 4 2 8 3 11  
1685.04/Mn2c 3 3/4 - b   1, 2  20 6 2 0 4 0 0 0 3 2 3 8 4 5  
1686.01/Mn1 3 3/4 - b   1  24 6 2 0 4 0 0 0 3 6 3 8 4 9  
1686.01/Mn2a 3 3/4 - b     20 0 3 0 9 0 0 0 1 1 6 3 9 2  





















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG  ss       st 全拍 短長 両義 長短 H 
1686.02/Mn1 3 3/4 
 
b     22 4 1 2 7 0 0 0 3 4 1 5 7 7  
1686.02/Mn2 3 3/4 - r     18 0 1 0 11 0 0 0 4 1 1 1 11 5  
1687.01/Mn1 3 3/4 
 
b    tous 15 6 0 0 0 0 0 0 6 2 1 6 0 8  
1688.01/Mn1 3 3/4 - b     24 0 1 0 7 0 0 0 12 2 2 1 7 14  
1688.01/Mn2 3 3/4 - b     22 4 1 0 6 0 0 0 4 2 5 5 6 6  
1689.01/Mn1 3 3/4 
 
b     18 2 1 0 1 0 2 0 2 9 1 3 3 11  
1690.01/Mn1 3 3/4 - b     24 2 2 0 5 0 0 0 6 7 2 4 5 13  
1690.01/Mn2 3 3/4 - b   1, 2  18 3 0 0 7 0 2 0 4 0 2 3 9 4  
1690.02/Mn1a 3 3/4 - [b]     16 2 0 0 4 0 0 0 7 0 3 2 4 7  
1690.02/Mn1bc 3 3/4 - [b]     24 2 0 0 3 0 0 0 15 0 4 2 3 15  
1693.02/Mn1 3 3/4 - b   1, 2  30 8 0 0 3 0 1 0 9 5 4 8 4 14  
1693.02/Mn2 3 3/4 - r     15 1 0 0 5 0 0 0 6 0 3 1 5 6  
1693.02/Mn3 3 3/4 - b     24 4 2 0 8 0 0 0 6 1 3 6 8 7 2 
1693.02/Mn4 3 3/4 - b     24 4 3 0 0 0 0 0 5 9 3 7 0 14  
1693.02/Mn5 3 3/4 - b   1, 2  24 0 2 2 1 0 1 2 7 6 3 2 2 13  
1693.02/Mn6 3 3/4 - b     24 4 1 1 5 0 0 1 3 6 3 5 5 9  
1693.03/Mn1ab 3 3/4 - r   1  40 7 4 3 4 0 0 1 1 14 6 11 4 15  
1694.01/Mn1 3 3/4 - b     24 2 0 2 11 0 2 0 2 0 2 2 13 2  
1694.02/Mn1a 3 3/4 - r     21 3 0 1 3 0 0 1 4 2 3 3 3 6  
1694.02/Mn1b 3 3/4 - r   r, 1  30 8 0 1 0 0 0 2 5 9 5 8 0 14  
1694.02/Mn2a 3 3/4 - b     16 1 0 2 4 0 0 0 4 3 2 1 4 7  
1695.02/Mn1a 3 3/4 - b     22 2 1 2 7 0 0 0 4 4 2 3 7 8 1 
1695.02/Mn1b 3 3/4 - b     20 0 1 2 5 0 0 0 6 2 4 1 5 8  
1695.02/Mn2a 3 3/4 - b     28 4 0 2 1 0 0 0 7 5 9 4 1 12  
1695.02/Mn2b 3 3/4 - b   1, 2  20 4 0 0 1 0 0 0 1 7 7 4 1 8  
1695.03/Mn1a 3 3/4 - b     20 6 2 0 0 0 0 0 7 3 2 8 0 10  
1695.03/Mn1b 3 3/4 - b     16 4 1 0 3 0 0 0 2 4 2 5 3 6 1 
1696.02/Mn1a 3 3/4 - b     20 6 0 2 2 0 0 0 2 3 5 6 2 5  
1696.02/Mn1b 3 3/4 - b     20 3 1 0 5 0 0 0 3 4 3 4 5 7  
1697.02/Mn1a 3 3/4 - b     30 3 0 2 4 0 0 0 12 4 5 3 4 16  
1697.02/Mn2a 3 3/4 - b     28 6 0 1 6 0 0 0 4 8 3 6 6 12  
1697.02/Mn2c 3 3/4 - b     16 0 1 0 7 2 1 1 1 1 2 1 10 2  
1697.03/Mn1a 3 3/4 - b     24 2 0 0 5 0 1 0 4 7 5 2 6 11  
1697.03/Mn2a 3 3/4 - b     16 4 0 0 2 0 2 0 5 1 2 4 4 6  





















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG  ss       st 全拍 短長 両義 長短 H 
1697.04/Mn1b 3 3/4 - b     16 0 1 0 8 0 0 0 3 2 2 1 8 5  
1697.04/Mn2 3 3/4 - b   2  24 0 1 7 5 0 0 2 2 0 3 1 5 2  
1697.05/Mn1a 3 3/4 - b     16 2 1 0 3 0 0 0 2 0 2 3 3 2  
1697.05/Mn1b 3 3/4 - b     16 2 1 1 1 0 1 0 4 0 2 3 2 4  
1697.05/Mn2a 3 3/4 - b     24 2 0 0 4 0 0 0 5 10 3 2 4 15  
1698.01/Mn1a 3 3/4 - b     20 1 0 0 11 0 0 0 1 3 4 1 11 4  
1698.01/Mn2a 3 3/4 - b     24 4 2 0 8 0 0 0 5 2 3 6 8 7  
1698.01/Mn2c 3 3/4 - b     24 5 0 0 4 0 0 0 2 8 4 5 4 10  
1699.01/Mn1 3 3/4 - b     16 2 0 1 3 0 1 0 6 0 2 2 4 6  
1699.01/Mn2 3 3/4 - r   r  24 6 0 0 6 0 1 1 7 0 3 6 7 7  
1699.03/Mn1 3 3/4 - b   1, 2  24 3 3 0 12 0 0 0 0 0 6 6 12 0  
1700.01/Mn1a 3 3/4 - b     24 0 2 2 6 0 0 0 1 4 3 2 6 5  
1700.03/Mn1a 3 3/4 - b     16 4 0 1 4 0 0 0 5 0 2 4 4 5  
1700.03/Mn1b 3 3/4 - b     16 4 0 0 4 0 0 0 6 0 2 4 4 6  
1701.01/Mn1a 3 3/4 - b   1, 2  16 2 0 1 6 1 2 0 0 0 4 2 9 0  
1701.01/Mn1b 3 3/4 - b     16 4 1 0 3 0 0 1 0 5 2 5 3 5 1 
1701.02/Mn1 3 3/4 - b   1, 2  16 0 1 0 3 0 0 0 4 5 3 1 3 9  
1701.02/Mn2 3 3/4 - b     32 0 2 0 12 0 0 0 13 1 4 2 12 14  
1701.03/Mn1 3 3/4 - b   1, 2 Gay. 24 0 2 0 8 0 0 0 11 0 3 2 8 11  
1702.01/Mn1a 3 3/4 - b     24 2 2 1 1 1 0 0 5 3 3 4 2 8  
1702.02/Mn1 3 3/4 - b     20 6 0 0 0 0 0 0 7 4 3 6 0 11  
1702.02/Mn2 3 3/4 - b     24 3 1 1 10 0 0 0 7 1 1 4 10 8  
1702.02/Mn3 3 3/4 - b     20 0 1 0 9 0 0 0 5 2 3 1 9 7  
1702.03/Mn1a 3 3/4 - b     16 4 0 0 7 0 1 0 0 2 2 4 8 2  
1702.03/Mn2a 3 3/4 - b     16 4 0 0 6 0 2 0 2 0 2 4 8 2  
1702.03/Mn2b 3 3/4 - b     16 4 0 0 4 0 0 0 5 1 2 4 4 6  
1703.02/Mn1a 3 3/4 - r c1,c2    32 2 0 3 11 0 2 0 8 1 1 2 13 9  
1704.01/Mn1 3 3/4 - b     24 1 4 4 4 0 0 0 0 3 4 5 4 3  
1704.02/Mn1a 3 3/4 - b     20 5 1 2 3 0 0 0 1 6 2 6 3 7 1 
1704.02/Mn1b 3 3/4 - b     16 3 0 0 6 3 1 0 1 0 1 3 10 1  
1704.02/Mn2a 3 3/4 - r   r, 1  26 1 1 0 7 0 0 0 11 0 6 2 7 11  
1704.02/Mn2b 3 3/4 - r   r, 1, 2  32 0 5 0 10 0 0 0 1 9 7 5 10 10  
1705.01/Mn1 3 3/4 - b     20 5 1 2 3 0 0 0 1 6 2 6 3 7 1 
1705.03/Mn1a 3 3/4 - b     20 4 0 2 7 0 1 1 0 2 3 4 8 2  





















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG  ss       st 全拍 短長 両義 長短 H 
1706.01/Mn1a 3 3/4 - b     16 0 2 0 4 0 1 0 2 5 2 2 5 7  
1706.01/Mn1c 3 3/4 - b     16 2 0 1 5 0 0 0 3 2 3 2 5 5  
1706.01/Mn2a 3 3/4 - b     24 1 4 0 5 0 1 1 6 3 3 5 6 9  
1706.01/Mn3 3 3/4 - b     24 4 3 1 0 0 0 0 11 2 3 7 0 13  
1706.02/Mn1a 3 3/4 - b     24 6 1 2 6 0 0 0 0 3 3 7 6 3  
1706.02/Mn1b 3 3/4 - b     22 1 0 0 4 0 0 0 6 8 2 1 4 14  
1706.02/Mn1c 3 3/4 - b   1, 2  24 4 2 3 6 0 3 0 0 3 3 6 9 3  
1706.02/Mn1d 3 3/4 - b     23 2 0 0 5 0 0 1 10 2 2 2 5 12  
1706.03/Mn1a 3 3/4 - b     24 6 2 0 1 0 0 0 2 8 5 8 1 10  
1706.03/Mn1b 3 3/4 - b   1, 2  20 9 1 0 0 0 0 0 3 3 4 10 0 6  
1707.01/Mn1 3 3/4 - b   2  24 1 4 0 8 0 0 0 3 5 3 5 8 8  
1707.01/Mn2a 3 3/4 - b     16 3 1 0 5 2 0 0 2 1 2 4 7 3  
1707.01/Mn3a 3 3/4 - b     22 2 0 0 7 0 0 0 3 6 4 2 7 9  
1709.01/Mn1a 3 3/4 - b 1,2  1, 2  20 0 0 0 9 2 4 1 0 1 3 0 15 1  
1709.01/Mn1b 3 3/4 - b 1,2  1, 2  16 0 1 0 4 0 1 0 1 4 3 1 5 5  
1709.02/Mn1a 3/4 3/4 - b   2  24 5 2 3 1 5 2 0 0 1 3 7 8 1  
1709.02/Mn1b 3/4 3/4 - b   1, 2  16 0 1 0 3 0 0 0 9 0 2 1 3 9  
1710.01/Mn1a 3 3/4 - b  1c,2c   16 1 0 1 3 2 1 1 2 1 4 1 6 3  
1710.01/Mn1b 3 3/4 - b   1, 2  24 0 2 4 0 7 2 0 6 0 3 2 9 6  
1710.02/Mn1a 3 3/4 - b     20 4 0 2 7 0 0 1 1 0 3 4 7 1  
1710.02/Mn1b 3 3/4 - b     20 3 0 4 8 0 0 0 1 0 2 3 8 1  
1711.01/Mn1 3 3/4 
 
b     16 1 0 1 8 0 1 0 3 1 1 1 9 4  
1712.01/Mn1a 3 3/4 - b     20 3 0 3 4 2 0 1 3 0 2 3 6 3  
1712.01/Mn2a 3 3/4 - b     20 8 0 2 6 0 0 0 1 0 3 8 6 1  
1712.01/Mn2b 3 3/4 - b     20 8 0 2 6 0 1 0 0 0 3 8 7 0  
1712.02/Mn1a 3 3/4 - b     16 2 1 1 4 0 0 0 4 2 2 3 4 6  
1712.02/Mn1c 3 3/4 - b     16 4 0 0 0 0 0 0 8 2 2 4 0 10  
1712.02/Mn2a 3 3/4 - r     24 7 0 0 3 0 0 0 5 7 2 7 3 12  
1712.02/Mn2c 3 3/4 - b     16 0 0 2 3 1 2 0 4 2 2 0 6 6  
1712.02/Mn3b 3 3/4 - b     24 7 0 0 2 0 0 0 8 3 4 7 2 11  
1712.04/Mn1a 3 3/4 - b     24 4 0 1 8 0 0 1 1 1 4 4 8 2  
1712.04/Mn1b 3 3/4 - b     24 4 1 0 3 4 2 0 4 3 2 5 9 7  
1713.01/Mn1 3 3/4 - b   1, 2  16 0 1 0 2 0 2 1 7 0 2 1 4 7  
1713.03/Mn1a 3 3/4 - b   1, 2  40 8 0 6 12 0 0 0 9 0 5 8 12 9  





















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG  ss       st 全拍 短長 両義 長短 H 
1714.01/Mn2 3 3/4 - r     24 1 0 5 10 1 0 0 1 0 4 1 11 1  
1714.01/Mn3a 3 3/4 - b 1,2  1, 2  20 3 0 1 4 0 0 0 6 0 6 3 4 6  
1714.01/Mn4a 3 3/4 - b     16 2 0 1 3 0 0 1 5 1 3 2 3 6  
1714.02/Mn1a 3 3/4 - b     16 1 1 4 3 0 0 0 0 1 3 2 3 1  
1714.02/Mn1b 3 3/4 - b     16 6 0 2 1 0 1 0 3 1 2 6 2 4  
1714.02/Mn2a 3 3/4 - b     16 3 0 4 5 1 0 0 0 0 3 3 6 0  
1714.02/Mn2b 3 3/4 - b 1,2    24 1 0 4 3 0 1 1 5 0 3 1 4 5  
1714.02/Mn3a 3 3/4 - b     16 3 0 4 4 0 2 0 1 0 2 3 6 1  
1714.02/Mn3b 3 3/4 - b     16 0 0 6 5 2 1 0 0 0 2 0 8 0  
1714.03/Mn1a 3 3/4 - r  1c,2c   28 3 1 0 7 0 0 0 9 5 2 4 7 14  
1714.03/Mn2a 3 3/4 - b     25 1 0 0 5 0 5 0 3 0 5 1 10 3  
1715.01/Mn1 3 3/4 - b     16 1 0 2 3 0 2 0 0 2 2 1 5 2  
1715.01/Mn2 3 3/4 - b     29 0 0 9 0 0 8 1 8 0 0 0 8 8  
1715.01/Mn3a 3 3/4 - b     24 1 0 1 7 4 0 1 0 1 4 1 11 1  
 
パスピエ 
楽曲番号 S T A F M I 3 E SG  ss       st 全拍 短長 両義 長短 H 
1685.04/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     24 2 1 7 7 0 0 0 5 0 2 3 7 5  
1688.01/Pp1a 3/2 3/8 
 
b     24 1 2 4 10 0 2 0 3 1 1 3 12 4 1 
1688.01/Pp1b  3/8 
 
b     12 2 0 1 6 0 0 0 2 0 1 2 6 2  
1690.02/Pp1 3/8 3/8 
 
b     24 0 1 5 8 0 6 0 0 0 1 1 14 0  
1693.02/Pp1a 6/4 3/8 
 
b     32 6 0 15 5 0 2 0 3 0 1 6 7 3 1 
1693.02/Pp1b 6/4 3/8 
 
b   1, 2  23 2 1 5 6 0 4 1 2 1 1 3 10 3 1 
1693.03/Pp1a 6/8 6/8 
 
r     32 0 1 5 15 5 4 0 2 0 0 1 24 2  
1693.03/Pp1b  6/8 
 
r   1, 2  32 4 2 0 13 0 8 0 3 2 0 6 21 5 4 
1694.01/Pp1a 3/8 3/8 
 
[b]     24 1 0 9 4 2 2 3 2 0 1 1 8 2  
1694.01/Pp1b 3/8 3/8 
 
[b]   1, 2  24 0 2 4 6 1 6 2 2 0 1 2 13 2  
1694.02/Pp1 6/4 3/8 
 
r     28 5 0 9 6 2 0 0 5 0 0 5 8 5 1 
1695.02/Pp1a 6/4 3/8 
 
b  1   32 3 0 10 10 0 2 0 3 1 3 3 12 4 1 
1695.02/Pp1b 6/4 3/8 
 
b   1, 2  30 3 0 9 11 0 2 0 3 0 1 3 13 3 1 
1695.03/Pp1 3/8 3/8 
 
b     28 2 2 0 19 0 3 0 1 0 1 4 22 1 1 
1695.03/Pp2 3/8 3/8 
 
b     20 0 1 2 10 0 2 1 1 0 3 1 12 1  
1697.02/Pp1a 6/4 3/8 
 
b     26 4 1 7 5 0 3 1 3 0 2 5 8 3 1 
1697.02/Pp1b 6/4 3/8 
 
b   1, 2  36 0 2 15 9 0 3 0 6 0 1 2 12 6 1 
1697.04/Pp1a 6/4 3/8 
 





















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG  ss       st 全拍 短長 両義 長短 H 
1697.04/Pp1b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  24 0 1 2 12 0 6 0 2 0 1 1 18 2  
1697.05/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     30 2 2 11 9 0 3 0 1 0 2 4 12 1 2 
1697.05/Pp1b 3/8 3/8 
 
b     24 0 2 5 9 0 4 0 3 0 1 2 13 3  
1697.05/Pp2 6/8 6/8 
 
r  r,1,3   40 2 0 8 5 0 17 1 6 0 1 2 22 6  
1697.05/Pp3a 3/8 3/8 
 
b     24 0 0 5 0 3 11 2 2 0 1 0 14 2  
1697.05/Pp3b  3/8 - r     24 1 1 3 4 4 1 1 2 0 5 2 9 2  
1698.01/Pp1a 6/8 3/8 
 
b     32 5 0 9 10 0 0 0 5 0 3 5 10 5 2 
1698.01/Pp1b 6/8 3/8 
 
b     26 5 0 4 6 0 3 0 4 2 2 5 9 6 2 
1699.01/Pp1a 3/2 3/8 
 
b     24 2 0 7 10 0 0 0 4 0 1 2 10 4 2 
1699.01/Pp1b 3/2 3/8 
 
b   1, 2  24 2 0 9 8 0 0 0 4 0 1 2 8 4  
1699.02/Pp1a 3/8 3/8 
 
b  1c   24 0 2 5 4 0 3 6 2 0 2 2 7 2  
1699.02/Pp1b 3/8 3/8 - b  2c   24 0 1 5 4 3 0 0 7 0 3 1 7 7  
1699.02/Pp2 3/8 3/8 
 
b     38 4 1 14 11 0 2 1 2 0 3 5 13 2 2 
1699.03/Pp1 3/8 3/8 - r     24 0 2 7 11 0 0 0 3 0 1 2 11 3 1 
1700.01/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     20 0 1 9 4 0 0 1 4 0 1 1 4 4 1 
1700.01/Pp1b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  20 1 1 6 8 0 0 1 1 0 0 2 8 1 2 
1700.03/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     24 2 2 8 9 0 0 0 2 0 1 4 9 2  
1700.03/Pp1b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  24 0 2 8 11 0 0 0 2 0 1 2 11 2 1 
1701.01/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     24 3 1 5 8 0 0 0 6 0 1 4 8 6 1 
1701.01/Pp1b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  24 3 2 4 8 0 0 0 5 0 1 5 8 5  
1701.02/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     20 1 0 7 6 0 0 0 3 0 3 1 6 3 1 
1701.02/Pp1b 3/8 3/8 
 
b     20 0 1 3 7 1 0 0 1 5 1 1 8 6 1 
1701.03/Pp1 3/8 3/8 
 
b     26 1 2 4 12 0 4 0 2 0 1 3 16 2 1 
1702.03/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     24 3 2 4 12 0 0 0 2 0 1 5 12 2 1 
1702.03/Pp1b 3/8 3/8 
 
b     24 1 2 9 9 0 0 0 2 0 1 3 9 2  
1703.01/Pp1a 3 3/4 
 
r     20 2 0 5 8 1 0 0 2 0 0 2 9 2  
1703.01/Pp1b 3 3/4 
 
b   1, 2  24 1 1 7 9 0 2 0 2 0 1 2 11 2 1 
1703.02/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     20 3 1 1 10 2 0 0 2 0 1 4 12 2 1 
1703.02/Pp1b 3/8 3/8 
 
b     24 1 0 8 8 2 0 0 4 0 1 1 10 4 1 
1704.01/Pp1 3/8 3/8 
 
b    gay 28 0 2 7 12 0 0 1 5 0 1 2 12 5  
1704.01/Pp2a 3/8 3/8 
 
b     24 0 0 11 8 2 0 0 2 0 1 0 10 2  
1704.01/Pp2b 3/8 3/8 
 
b     24 0 1 9 10 1 0 0 2 0 1 1 11 2  
1704.02/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     24 4 0 3 9 0 3 1 3 0 1 4 12 3 1 
1704.02/Pp1b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  24 3 0 7 5 4 1 0 3 0 1 3 10 3 1 
1705.03/Pp1 3/8 3/8 
 





















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG  ss       st 全拍 短長 両義 長短 H 
1705.03/Pp2a 3/8 3/8 
 
b     29 2 0 10 7 0 0 3 4 0 1 2 7 4  
1705.03/Pp2b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  21 3 0 6 2 0 7 1 1 0 1 3 9 1 2 
1706.01/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     24 1 2 1 3 2 0 0 5 4 6 3 5 9  
1706.01/Pp1b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  24 5 0 0 1 0 0 0 7 0 5 5 1 7  
1706.02/Pp1 3/8 3/8 
 
b     25 2 1 6 7 0 2 0 6 0 1 3 9 6 1 
1706.03/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     24 1 2 5 9 1 0 1 3 0 1 3 10 3 1 
1706.03/Pp1b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  24 1 2 2 12 1 0 2 2 1 1 3 13 3 1 
1707.01/Pp1 3/8 3/8 
 
b     24 6 0 2 5 0 6 2 2 0 1 6 11 2 2 
1708.01/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     20 2 1 2 9 2 0 0 3 0 1 3 11 3 1 
1708.01/Pp1b 3/8 3/8 
 
b     20 3 1 3 7 0 0 0 5 0 1 4 7 5 1 
1709.01/Pp1 3/8 3/8 
 
b 1,2  1, 2  20 1 0 2 6 6 0 1 2 0 2 1 12 2 1 
1709.01/Pp2 3/8 3/8 
 
* 1,2  1, 2  40 0 0 1 10 3 0 0 20 0 6 0 13 20  
1709.02/Pp1b 3/8 3/8 
 
b     24 0 3 4 10 0 1 0 4 1 1 3 11 5  
1709.02/Pp1c 3/8 3/8 
 
b   1, 2  28 2 1 5 10 1 2 3 3 0 1 3 13 3 1 
1710.01/Pp1 3/8 3/8 
 
r     32 0 0 2 17 0 0 0 4 0 0 0 17 4  
1710.02/Pp1a 3/8 3/8 
 
r   r, 1, 2  32 2 0 4 15 0 5 0 4 0 0 2 20 4 2 
1710.02/Pp1b 3/8 3/8 
 
b     28 3 0 6 9 0 1 0 6 0 3 3 10 6 2 
1710.02/Pp2a 3/8 3/8 
 
b     24 3 0 2 9 0 5 1 3 0 1 3 14 3 1 
1710.02/Pp2b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  24 3 1 7 5 2 2 0 3 0 1 4 9 3 1 
1710.02/Pp3a 3/8 3/8 
 
b     20 2 1 2 9 2 0 0 3 0 1 3 11 3 1 
1710.02/Pp3b 3/8 3/8 
 
b     20 3 1 3 7 0 0 0 5 0 1 4 7 5 1 
1711.01/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     26 0 2 2 14 0 5 0 1 0 2 2 19 1  
1711.01/Pp1b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  26 0 2 0 16 0 2 0 5 0 1 2 18 5  
1711.01/Pp2a 3/8 3/8 
 
b 1,2 1,2 1, 2  24 0 1 0 5 4 1 0 3 9 1 1 10 12  
1711.01/Pp2b 3 3/8 
 
b 1,2 1,2   24 1 0 1 12 3 1 0 5 0 1 1 16 5 1 
1712.01/Pp1 3/8 3/8 
 
b     32 3 1 8 13 0 0 0 5 0 1 4 13 5 1 
1712.01/Pp2a 3/8 3/8 
 
b     24 4 2 4 8 1 2 0 2 0 1 6 11 2 1 
1712.01/Pp2b 3/8 3/8 
 
b     24 3 2 5 10 0 1 0 2 0 1 5 11 2 1 
1712.02/Pp1 3 3/4 
 
b   1, 2  24 4 1 1 2 2 6 0 1 5 2 5 10 6  
1712.02/Pp2 3/8 3/8 - b 2 2   24 0 0 0 15 1 0 0 1 4 3 0 16 5  
1712.04/Pp1 3/8 3/8 
 
b      32 0 0 2 4 7 4 5 3 0 7 0 15 3  
1712.04/Pp1b 3/8 3/8 
 
r     28 4 1 3 3 4 0 0 8 4 1 5 7 12  
1713.01/Pp1a 3/8 3/8 
 
b   1, 2  12 1 1 0 4 1 2 0 2 0 1 2 7 2 1 
1713.01/Pp1b 3/8 3/8 
 
b     24 0 2 0 15 0 1 0 2 1 1 2 16 3 2 
1713.01/Pp2a 3/8 3/8 
 





















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG  ss       st 全拍 短長 両義 長短 H 
1713.01/Pp2b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  30 1 2 1 7 2 2 9 3 0 1 3 11 3 1 
1713.02/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     24 1 0 8 5 1 3 1 2 0 3 1 9 2 1 
1713.02/Pp1b 3/8 3/8 - r   r, 1  32 1 0 4 3 1 0 7 10 4 2 1 4 14  
1713.03/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     20 4 0 2 5 0 2 0 5 1 1 4 7 6  
1713.03/Pp1b 3/8 3/8 
 
r     24 8 2 2 5 0 2 2 1 0 2 10 7 1 1 
1714.01/Pp1 3/8 3/8 - b   1, 2  32 1 6 8 0 6 0 4 0 2 5 7 6 2 1 
1714.01/Pp2a 3/8 3/8 
 
b     32 4 2 5 10 2 2 1 3 1 1 6 14 4 1 
1714.01/Pp2b 3/8 3/8 
 
b  2 1, 2  24 0 2 10 7 2 0 0 2 0 1 2 9 2  
1714.02/Pp1a 3/8 3/8 
 
b     24 3 2 4 2 0 7 0 3 2 1 5 9 5 1 
1714.02/Pp1b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  24 2 0 3 12 1 0 0 2 0 1 2 13 2 2 
1714.02/Pp2a 3/8 3/8 
 
b  2c   24 2 0 4 9 2 3 0 3 0 1 2 14 3 1 
1714.02/Pp2b 3/8 3/8 
 
b   1, 2  24 5 1 6 5 1 0 1 4 0 1 6 6 4 2 
1714.03/Pp1a 6/8 6/8 
 
b     16 0 0 2 0 2 1 7 1 0 3 0 3 1  
1714.03/Pp1b 6/8 6/8 
 
r     32 1 0 1 9 10 3 0 0 1 6 1 22 1  
1715.01/Pp1a 3/8 3/8 - r   r  24 1 0 5 0 3 0 0 9 0 3 1 3 9  
1715.01/Pp1b 3/8 3/8 - b     22 1 1 0 0 2 0 1 13 2 2 2 2 15 1 
1715.01/Pp2a 3/8 3/8 - b     24 2 0 2 8 5 0 0 5 0 2 2 13 5 1 




楽曲番号 S T A F M I 3 E SG  ss       st 全拍 短長 両義 長短 H 
1686.01/Sb1a 3 3/4 - r     40 0 0 0 30 0 0 0 6 4 0 0 30 10  
1686.01/Sb1c 3 3/4 - r     23 0 4 0 15 0 0 0 4 0 0 4 15 4  
1688.01/Sb1a 3 3/4 - r     24 0 4 0 8 0 0 0 4 8 0 4 8 12  
1690.02/Sb1a 3 3/4 - b     24 0 4 0 8 0 0 0 5 7 0 4 8 12  
1690.02/Sb1b 3 3/4 
 
t     16 1 2 5 6 0 1 0 0 1 1 3 7 1  
1693.02/Sb1a 3 3/4 - r     32 0 2 0 17 0 0 0 10 1 2 2 17 11  
1693.02/Sb1b  3/4 - r     24 0 0 0 17 0 0 0 6 0 0 0 17 6  
1693.03/Sb1a 3 3/4 - b   1, 2  18 0 3 0 3 0 0 0 3 5 2 3 3 8  
1693.03/Sb1b 3 3/4 - b     20 0 10 0 2 1 0 0 1 2 3 10 3 3  
1694.02/Sb1a 3 3/4 - r     24 0 3 1 6 0 1 0 6 6 1 3 7 12  
1694.02/Sb1b  3/4 - r     24 0 2 2 6 0 1 0 8 5 0 2 7 13 1 






















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG  ss       st 全拍 短長 両義 長短 H 
1697.02/Sb1a 3 3/4 - r   2  44 0 12 3 3 1 1 0 1 12 8 12 5 13 2 
1697.03/Sb1 3 3/4 - b     16 1 5 0 2 0 0 0 2 3 2 6 2 5  
1697.04/Sb1a 3 3/4 - b     24 0 4 0 10 0 0 0 4 4 2 4 10 8  
1697.05/Sb1ac 3 3/4 - b     32 4 8 0 3 0 0 0 2 12 3 12 3 14  
1701.02/Sb1a 3 3/4 - b     16 0 3 0 7 0 0 0 1 3 2 3 7 4  
1702.01/Sb1a 3 3/4 - r     28 0 15 0 1 0 0 0 2 5 5 15 1 7  
1702.01/Sb2a 3 3/4 - b   1,2 Tendrement. 20 0 4 0 3 0 2 0 5 2 4 4 5 7  
1702.03/Sb1 3 3/4 - b     24 0 10 0 3 0 0 0 3 6 1 10 3 9  
1703.01/Sb1a 3 3/4 - b     20 0 5 0 2 0 0 0 5 6 0 5 2 11  
1704.02/Sb1a 3 3/4 - b     20 0 6 0 3 0 0 0 2 7 2 6 3 9  
1704.02/Sb2 3 3/4 - b     28 0 11 0 1 0 0 0 1 10 5 11 1 11 1 
1704.02/Sb3 3 3/4 - r     24 0 9 0 5 0 0 0 3 4 3 9 5 7  
1705.01/Sb1a 3 3/4 - b     24 1 9 0 4 0 0 0 3 3 4 10 4 6  
1705.03/Sb1a 3 3/4 - b    Tendrement. 24 0 7 0 4 0 0 0 3 6 3 7 4 9 1 
1706.01/Sb1a 3 3/4 - b     16 0 5 0 1 0 0 0 1 2 6 5 1 3  
1706.03/Sb1 3 3/4 - r     30 0 6 0 4 0 0 0 1 14 5 6 4 15  
1706.03/Sb2 3 3/4 
 
b    Grave. 23 0 7 1 2 0 2 0 1 6 4 7 4 7 1 
1706.03/Sb3 3 3/4 - r     24 0 6 0 3 0 0 0 2 11 2 6 3 13  
1706.03/Sb4 3 3/4 - b  1c,2c  Tendrement 32 1 8 0 0 0 0 0 5 17 1 9 0 22  
1707.01/Sb1a 3 3/4 - b    Tendrement. 24 2 3 0 5 0 0 0 1 9 3 5 5 10  
1707.01/Sb2a 3 3/4 - b    Tendrement. 18 1 5 0 4 0 0 0 2 4 1 6 4 6  
1709.02/Sb1 3/4 3/4 - b     24 0 0 0 6 0 0 0 3 10 5 0 6 13  
1709.02/Sb2 3/4 3/4 - b     24 0 2 0 1 0 0 0 4 11 6 2 1 15 1 
1710.01/Sb1 3 3/4 - b   1,2 Lentement. 24 0 4 0 7 0 0 0 1 10 2 4 7 11  
1710.02/Sb1 3 3/4 - b     24 0 8 0 5 0 0 0 1 7 2 8 5 8 1 
1710.02/Sb2a 3 3/4 - b     28 0 10 0 2 0 0 0 2 9 3 10 2 11  
1711.01/Sb1 3 3/4 - b     24 0 5 3 4 0 0 0 4 5 3 5 4 9 2 
1712.01/Sb1 3 3/4 - b     28 0 13 0 2 1 0 0 0 9 3 13 3 9  
1712.02/Sb1 3 3/4 - b     24 0 10 0 0 0 3 0 2 4 4 10 3 6 2 
1712.02/Sb2 3 3/4 - b  1c,2c   35 0 3 2 8 2 0 1 2 11 3 3 10 13 3 
1712.04/Sb1 3 3/4 - b     20 0 6 1 1 0 0 0 2 6 3 6 1 8 1 
1713.03/Sb1 3 3/4 - r     24 0 9 0 2 0 0 0 3 7 3 9 2 10 2 
1713.03/Sb2 3 3/4 - b     24 0 9 0 6 0 0 0 0 7 1 9 6 7  
1714.01/Sb1 3 3/4 - b    Grave. 28 1 10 0 4 0 0 0 0 9 2 11 4 9  
1714.01/Sb2a 3 3/4 
 






















































































楽曲番号 S T A F M I 3 E SG  ss       st 全拍 短長 両義 長短 H 
1714.01/Sb2c 3 3/4 
 
r     24 0 4 2 15 0 0 0 0 0 0 4 15 0  
1714.03/Sb1 3 3/4 - r     24 1 8 0 3 0 0 0 4 6 2 9 3 10  
1715.01/Sb1a 3 3/4 - b    tendrement. 16 0 5 0 0 0 0 0 2 7 2 5 0 9  




 ss: サラバンド・シンコペーション（Gg, Cn: , ; Lr: / ） st: ソティヤン（Gg, Cn: , ; Lr: / ） 
 
ジーグ 
楽曲番号 S T A F M I 3 速度標語 SG  ss      全拍 短長 両義 長短 
1682.01/Gg1 6/8 6/8 
 
b     48 0 0 0 1 0 6 34 4 0 1 40 
1684.01/Gg1a 6/4 6/4 
 
b  1c  Gay 64 4 0 0 1 0 3 48 6 4 1 51 
1685.01/Gg1 6/4 6/4 
 
b  1c   42 0 0 0 0 0 5 22 9 0 0 27 
1685.04/Gg1 6/8 6/8 
 
b  1c   54 0 0 0 0 0 5 33 11 0 0 38 
1688.01/Gg1 6/4 6/4 
 
r=t  1c   32 4 0 3 2 0 0 15 4 4 2 15 
1689.01/Gg1 6/8 6/8 
 
b  1c   48 0 0 0 0 0 0 39 8 0 0 39 
1690.02/Gg1a 8/6 6/8 
 
b   1, 2  24 0 0 0 0 0 2 15 5 0 0 17 
1690.02/Gg1b 8/6 6/8 
 
b     32 5 0 0 0 0 1 12 9 5 0 13 
1690.02/Gg2 6/4 6/4 
 
b  1c   48 7 0 0 2 0 11 10 14 7 2 21 
1693.02/Gg1 6/4 6/8 
 
b  1c,2   44 0 0 0 0 0 8 32 2 0 0 40 
1693.02/Gg2 6/4 6/4 
 
b  1c,2c   46 0 1 1 0 0 7 27 5 1 0 34 
1694.01/Gg1 6/4 6/4 
 
b     40 0 0 0 0 0 9 29 1 0 0 38 
1694.02/Gg1 6/4 6/8 
 
b  1c,2   46 1 0 0 2 0 2 16 13 1 2 18 
1695.03/Gg1a 6/8 6/8 
 
b   1, 2  24 0 0 0 0 0 1 18 4 0 0 19 
1695.03/Gg1b 6/8 6/8 
 
b     24 1 0 0 0 0 1 16 3 1 0 17 
1695.03/Gg2 6/4 6/4 
 
r     42 0 0 0 0 0 6 21 8 0 0 27 
1695.03/Gg3 6/4 6/4 
 
b     60 0 0 0 1 0 4 42 7 0 1 46 
1696.02/Gg1 6/8 6/8 
 
b  2c   46 0 0 0 0 0 15 23 7 0 0 38 
1697.02/Gg1a 6/4 6/8 
 
b  1c,2   52 0 0 0 2 0 1 45 2 0 2 46 
1697.05/Gg1 6/8 6/8 
 
b     64 3 0 0 4 0 9 37 8 3 4 46 
1697.05/Gg2 6/4 6/4 
 
b  1c   52 3 1 0 4 0 18 19 5 4 4 37 
1699.02/Gg1 6/8 6/8 
 
b     72 0 0 0 0 0 20 46 3 0 0 66 
1700.01/Gg1 6/4 6/4 
 






















































































楽曲番号 S T A F M I 3 速度標語 SG  ss      全拍 短長 両義 長短 
1701.01/Gg1 6/4 6/4 
 
b  1   50 0 0 0 6 0 1 35 6 0 6 36 
1701.02/Gg1 6/4 6/4 
 
b     36 0 0 0 4 0 7 22 2 0 4 29 
1701.03/Gg1 6/8 6/8 
 
b     64 4 0 0 8 0 6 30 12 4 8 36 
1702.03/Gg1 6/4 6/4 
 
b  1c   52 0 0 0 2 0 5 36 4 0 2 41 
1703.02/Gg1 6/4 6/4 
 
b  1c  Gay. 58 7 0 0 3 0 18 24 3 7 3 42 
1704.01/Gg1a 6/8 6/8 
 
b  2   42 1 0 0 2 0 4 23 4 1 2 27 
1705.01/Gg1 6/4 6/4 
 
b  1   50 1 0 0 5 0 4 27 7 1 5 31 
1705.03/Gg1 6/8 6/8 
 
b  1,2   40 0 0 0 0 0 10 25 3 0 0 35 
1706.02/Gg1a 6/8 6/8 
 
b     58 0 0 0 35 0 3 0 16 0 35 3 
1706.02/Gg1b 6/8 6/8 
 
b     64 0 0 4 2 0 9 21 19 0 2 30 
1706.02/Gg2 12/8 12/8 
 
b  1   60 0 0 0 0 0 29 18 10 0 0 47 
1706.03/Gg1 6/4 6/4 
 
b  1   44 0 0 0 0 0 6 24 12 0 0 30 
1707.01/Gg1a 6/8 6/8 
 
b  1   54 0 0 0 3 0 26 12 8 0 3 38 
1707.01/Gg2 6/4 6/8 
 
b     48 0 0 0 2 0 13 27 3 0 2 40 
1708.01/Gg1a 3/12 12/8 ＊ r  1   40 0 0 0 18 0 15 0 7 0 18 15 
1708.01/Gg2 6/4 6/4 
 
b  1c,2c   52 3 0 0 18 0 7 22 1 3 18 29 
1709.02/Gg1a 6/8 6/8 - b   2  48 0 0 0 0 0 8 32 6 0 0 40 
1709.02/Gg2a 6/8 6/8 
 
b  2   48 0 0 0 0 0 8 31 8 0 0 39 
1709.02/Gg3 6/8 6/8 
 
b  1,2   48 0 0 0 0 0 3 39 3 0 0 42 
1710.01/Gg1 6/8 6/8 
 
b     64 0 0 0 0 0 27 25 8 0 0 52 
1710.01/Gg2 6/8 6/8 
 
b     50 0 0 0 0 0 6 22 15 0 0 28 
1710.02/Gg1 6/8 6/8 
 
b     50 0 0 0 0 0 0 38 2 0 0 38 
1711.01/Gg1 6/8 6/8 
 
b 1, 2 1c,2c   60 0 0 0 0 0 14 44 1 0 0 58 
1711.01/Gg2 6/8 6/8 
 
b  1c,2c  Gay. 74 0 0 0 0 0 27 33 13 0 0 60 
1712.01/Gg1 3/8 6/8 - b     66 0 0 0 0 0 23 32 10 0 0 55 
1712.02/Gg1 6/8 6/8 
 
b  1c,2c   36 1 0 0 6 0 8 18 1 1 6 26 
1713.01/Gg1a 6/4 6/4 
 
b     56 5 0 0 0 0 3 36 6 5 0 39 
1713.01/Gg1c 6/4 6/4 
 
b  1   62 0 0 0 6 0 5 35 8 0 6 40 
1713.01/Gg2 6/8 6/8 
 
b     54 0 0 0 0 0 12 28 13 0 0 40 
1713.03/Gg1 6/4 6/4 
 
b  1c,2   56 0 0 0 3 0 2 36 7 0 3 38 
1713.03/Gg2 6/8 6/8 
 

























































































楽曲番号 S T A F M I 3 速度標語 SG       全拍 短長 両義 長短 
1685.04/Cn1a 6/8 6/8 
 
b     24 3 0 0 0 0 21 3 0 0 21 
1685.04/Cn1b 6/8 6/8 
 
b     24 4 0 0 0 0 20 4 0 0 20 
1686.01/Cn1 6/8 6/8 
 
b  1   36 6 0 0 0 1 24 6 0 0 25 
1687.01/Cn1a 6/8 6/8 
 
b     32 4 0 0 0 0 28 4 0 0 28 
1687.01/Cn1b 6/8 6/8 
 
b     24 3 0 0 0 0 21 3 0 0 21 
1690.02/Cn1 6/8 6/8 
 
*     32 6 0 0 0 9 16 6 0 0 25 
1693.02/Cn1 6/4 6/8 
 
b  1c,2c   24 3 0 0 0 0 21 3 0 0 21 
1693.03/Cn1 3/8 3/8 - r  rc   32 4 1 0 0 0 27 4 1 0 27 
1694.02/Cn1 6/4 6/8 
 
b  1c,2c   52 9 0 0 0 6 31 9 0 0 37 
1695.02/Cn1a 6/4 6/8 
 
b  1c,2   44 7 0 0 2 5 25 7 0 2 30 
1695.02/Cn1b 6/4 6/8 
 
b   1, 2  44 8 1 0 0 6 29 8 1 0 35 
1697.03/Cn1a 6/8 6/8 
 
b     40 6 0 0 5 5 24 6 0 5 29 
1697.03/Cn1b 6/8 6/8 
 
b   1, 2  36 5 1 0 0 9 21 5 1 0 30 
1697.04/Cn1 6/4 6/8 
 
b  1c   44 4 0 0 0 4 35 4 0 0 39 
1697.05/Cn1 3/8 6/8 
 
b     44 3 0 0 0 9 30 3 0 0 39 
1698.01/Cn1a 6/8 6/8 
 
b  1c,2   48 7 0 0 0 6 30 7 0 0 36 
1698.01/Cn1b 6/8 6/8 
 
b   1, 2  42 4 0 0 1 9 26 4 0 1 35 
1699.01/Cn1a 6/4 6/8 
 
b     24 2 0 0 0 0 21 2 0 0 21 
1699.01/Cn1b 6/4 6/8 
 
b   1  26 4 0 0 0 0 21 4 0 0 21 
1699.02/Cn1 3/8 6/8 
 
b     36 4 0 0 0 5 27 4 0 0 32 
1699.03/Cn1 6/8 6/8 
 
b     34 5 0 0 2 1 25 5 0 2 26 
1701.01/Cn1 3/8 6/8 
 
b  1c 1, 2  28 2 0 0 0 1 25 2 0 0 26 
1701.02/Cn1 6/8 6/8 
 
b     32 2 0 0 0 0 30 2 0 0 30 
1702.02/Cn1 3 3/4 - r     24 0 0 0 0 3 18 0 0 0 21 
1705.03/Cn1 6/4 6/8 
 
b  1c 1, 2  42 5 0 0 2 9 25 5 0 2 34 
1707.01/Cn1 6/8 6/8 
 
b     38 2 0 0 3 15 18 2 0 3 33 
 
ルール 
楽曲番号 S T A F M I 3 速度標語 SG  ss    st 全拍 短長 両義 長短 
1685.02/Lr1 6/4 6/4 
 
b     36 0 0 0 0 8 26 1 0 0 34 
1687.01/Lr1 6/4 6/4 
 
b  1   44 8 1 10 0 2 18 3 9 10 20 
1689.01/Lr1 6/4 6/4 
 
b  1c,2c   52 3 7 2 1 1 31 3 10 3 32 
1689.01/Lr2 6/4 6/4 
 






















































































楽曲番号 S T A F M I 3 速度標語 SG  ss    st 全拍 短長 両義 長短 
1693.03/Lr1 3 3/4 
 
b     32 7 2 5 0 0 14 2 9 5 14 
1694.01/Lr1a 6/4 6/4 
 
b     36 9 0 7 0 0 8 3 9 7 8 
1694.02/Lr1a 3 3/4 
 
b  1c  Lentement doux. 30 1 3 13 0 4 4 3 4 13 8 
1694.02/Lr1c 6/4 6/4 
 
b    Lentement doux. 44 0 8 5 0 0 25 3 8 5 25 
1697.03/Lr1 3/2 6/4 
 
b  1c   40 1 0 1 0 1 20 11 1 1 21 
1697.04/Lr1a 3 3/4 
 
b    Gay. 46 12 4 9 0 4 15 1 16 9 19 
1698.01/Lr1  6/4 
 
b  1c,2c   46 0 0 0 0 0 22 9 0 0 22 
1699.02/Lr1 6/4 6/4 
 
b     40 7 3 2 0 0 16 4 10 2 16 
1699.03/Lr1 6/4 6/4 
 
b     36 1 1 4 0 0 15 4 2 4 15 
1700.01/Lr1a 6/4 6/4 
 
r  1 1, 2  30 7 0 4 0 3 9 3 7 4 12 
1701.02/Lr1a 6/4 6/4 
 
b     40 0 0 0 0 3 21 9 0 0 24 
1701.03/Lr1 3 3/4 
 
b     46 5 4 5 0 0 21 3 9 5 21 
1702.01/Lr1 6/4 6/4 
 
b  1,2c   48 3 0 5 0 7 24 8 3 5 31 
1702.03/Lr1 6/4 6/4 
 
b  1,2  Lentemente. 48 1 3 8 0 5 13 12 4 8 18 
1704.01/Lr1 6/4 6/4 
 
b  2   36 11 1 1 0 20 23 1 12 1 43 
1704.02/Lr1 6/4 6/4 
 
b  1c,2   64 1 6 0 0 0 16 3 7 0 16 
1705.03/Lr1a 6/4 6/4 
 
b     28 2 0 7 0 5 10 1 2 7 15 
1705.03/Lr2 6/4 6/4 
 
b  1c  Gravement. 38 2 0 3 0 5 24 2 2 3 29 
1706.02/Lr1a [6/4] 6/4 
 
b  1c,2c   34 0 0 12 0 2 14 3 0 12 16 
1706.02/Lr1b 6/4 6/4 
 
b  1c   34 0 7 9 0 1 12 3 7 9 13 
1706.03/Lr1 6/4 6/4 
 
b     48 0 4 1 0 6 26 4 4 1 32 
1707.01/Lr1 6/4 6/4 
 
b  1c 2  42 4 0 6 0 11 19 1 4 6 30 
1708.01/Lr1a 6/4 6/4 
 
b  1c,2c   46 6 0 13 0 8 13 1 6 13 21 
1709.01/Lr1 6/4 6/4 
 
b     36 2 0 3 0 2 16 7 2 3 18 
1711.01/Lr1a 6/4 6/4 
 
b  1,2   32 0 1 5 0 6 13 1 1 5 19 
1712.01/Lr1 6/4 6/4 
 
b  1,2   42 2 0 9 0 10 14 1 2 13 24 
1714.02/Lr1 6/4 6/4 
 
b     46 2 2 9 1 0 18 4 4 12 18 
1714.03/Lr1 6/4 6/4 
 
b  1c,2c   36 2 0 7 0 2 12 4 2 7 14 
 
